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        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　例えば、「自由」という言葉があるが、それには、『外的自由』と『内的自由』とがあるかと思う。まず、「外的自由」とは、例えば、憲法、法律、規則（ルール）、礼儀作法、宗教、その他等によって規制されるものであるが、もし「完全なる自由」というものを想定すれば、それは、まさに『無法状態』であり、自分が何をどうしようとまったく自由であるが、それと同時に、他人が自分に対して何をどうしようとまったく自由であるという状態であり、そのような「無法状態」では、ホッブズがいうように、まさに『万人の万人に対する戦い』になってしまうわけである。すなわち、一時たりとも安心して生活できないということである。そこでお互いの「安全を図る」ためにも、お互いの間で「契約」を結び、それを巨大な「国家」の手に委ねるという考え方が生じることになる。それが、すなわち、『社会契約説』であり、そして、もし誰かがその「契約」を破った時には、いわゆる「国家」が被害を受けた人に代わって、その加害者に何らかの「制裁」を加えることになるが、それが、いわゆる『裁判制度』ということになるわけである。

        　そして、その「国家」の体制には、例えば、君主制を初めとして、貴族制、寡頭制、民主制、独裁制、その他、実にいろいろなものがあるかと思う。そのなかでも「民主制」というのは、主権が「人民」にあるとともに、できる限りの「自由」（つまり「外的自由」）が認められている社会のことであり、それは言葉を換えれば、できる限りの「自由（つまり好き勝手なこと）」が許されている社会のことになるわけである。それゆえこの「民主制」というのは、遅かれ早かれ、やがて「腐敗・堕落」して、いわゆる『衆愚政治』（あるいは『衆愚社会』）に深く陥り、実に多種多様な『社会病理』に深く悩まされることになるわけである。というのも、いわゆる『自由』（つまり何を言ってもやっても自由）という美名のもとに、ありとあらゆる嘘やでたらめまた不正や悪徳などが堂々とまかり通り、そして、正しくまじめに生きる人間などは、大ばか者となり、他人よりも少しでも多くの欲望を貪欲にむさぼることが最も幸せなこととして、他人に見つからなければ、どういう不正を働いても構わないという破廉恥、不道徳、放縦、無責任さがあたり前のようになってしまう。もちろん、表向きは道徳や正義や正しさなどをもっとももらしく言ったりはするが、しかし、心の中ではできるだけ多くの「欲望」（目先の欲や目先の快楽など）をむさぼることに限りない快感と意欲とも持って、お互い貪欲に競い合っている。そして、そういう社会風潮の空気を吸って生活をしていれば、小さな子供からお年寄りまで、ありとあらゆる階層の人たちが、知らず識らずのうちに、その社会風潮の空気に汚染されていく。そうなれば、各人の「精神」は、もうどのような不正や悪徳などに対しても極めて寛大に

    

    　　　アラビアンナイト＆

    　　　　　 フランダースの犬

    　　はじめに

    　

    　さて、今回の作品の『アラビアンナイト＆フランダースの犬』というのは、次のような内容であり、まず、最初の「アラビアンナイト」（千夜一夜物語）という作品ですが、この作品は、実に多種多彩な「物語」に充ち満ちた作品であり、その中なかでも、特に有名な「アリババと四十人の盗賊」と「アラジンと魔法のランプ」それに「シンドバッドの冒険」という三作品であり、それに「美女と野獣」という作品を加えたものですが、これらの作品の元々の「内容」は、一体、どういうものであったのか？　われわれはその詳くわしい内容はあまり知らないことが多く、多くの場合、例えば、有名なディズニーの映画（アニメ）などをはじめ、最近では、実に多彩な「絵本やアニメ或いは動画その他」などで見聞きすることで知っていて、その「本文」の文章を一字一句丁寧に読み辿たどることは極めて少ないのではないかと思う。それは、最後の「フランダースの犬」という作品でも、テレビの「アニメ」で観た人の数は、実に数多くいるかと思うが、それを「本文」の文章で一つ一つの内容を確かめながら丁寧に読み進むことは極めて少ないのではないでしょうか。そこで今回も誰もがよくご存知の有名な「作品」を「本文」で丁寧に読み辿たどってその「内容」を見極めるという試みであり、興味や関心がありましたら、ぜひとも訪ねて見てください。

    　

    　　令和五年一月吉日（決定版）

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如月翔悟

    　　　　　 目　次

    　

     　　　　はじめに

    　

    　　　　　一、　アリババと四十人の盗賊

    　

    　　　　　二、　アラジンと魔法のランプ

    　

    　　　　　三、　シンドバットの冒険

    　

    　　　　　四、　美女と野獣

    　

    　　　　　五、　フランダースの犬

    　

    　　　　　※　　参考文献

    　　　アラビアンナイト

    　　アリババと四十人の盗賊

    　

    　　一、アリババの生活状況

    　

    　昔むかし、ペルシャのある町に、二人の「兄弟」が住んでいました。兄の名は、「カシム」と言い、弟の名は、「アリババ」と言いました。お父さんがなくなる時に、兄弟二人に「財ざい産さん」を半分ずつ分けてくれたので、二人は、同じような「財ざい産さん」を持っていました。

    　さて、兄の「カシム」は、お金持ちのお嬢じょうさんをお嫁よめさんにもらいました。一方、アリババは、貧びん乏ぼうな娘をお上かみさんにもらいました。お金持のお嬢じょうさんをもらったカシムは、毎日ぶらぶら遊んで暮くらしていましたが、その反対に、アリババは、毎日せっせと働かなくてはなりませんでした。毎朝、早くから三匹の「驢ろ馬ば」を引いて森へ出かけて行き、木を切っては、それを町へ持って帰っては売り、その「お金」でやっとその日その日を暮くらして行くという有あり様さまでした。

    　

    　　二、偶然、盗賊たちに遭あう

    　

    　ある日のこと、アリババがいつものように森へ行って木を切っていると、遙はるか向こうの方に真まっ黒くろい砂すな煙けむりがもうもうと立っているのが見えました。その砂すな煙けむりは、見る間まにこちらへ近づいて来ましたが、見れば、それはたくさんの人が馬に乗って、急いで駆かけて来るのでした。「……きっと泥どろ棒ぼうに違いない」と、アリババは、震ふるえながら三匹の驢ろ馬ばを隠かくして、自分はそばの木に登のぼりました。そして、こわごわ様よう子すを見ていました。

    　アリババの登のぼった木の下まで来ると、泥どろ棒ぼうたちは、みんな馬から飛び降りました。鞍くらに付つけてあった袋ふくろも降ろしました。そして、その泥どろ棒ぼうたちの頭かしららしい男が、木のそばにある岩の上に登のぼって行きました。そしていきなり、「……開ひらけ、ごま」と、大きな声で叫さけびました。すると、どうでしょう。その岩がぱっと二つに割れました。中には重そうな戸が閉しまっているのが見えました。やがて、その戸も見る見るうちにすうーっと開いて行きました。そして、泥どろ棒ぼうたちがその戸の中なかへどかどかと入って行くと、音もなく戸が閉まってしまうのでした。

    　やがてまもなく、泥どろ棒ぼうたちは出て来ました。さっきの頭かしらが、また、（今度は）「……閉しまれ、ごま」と、叫さけびました。すると、戸はすうーっと閉しまってしまい、岩も元の岩になってしまいました。泥どろ棒ぼうたちはまたどこかへと去って行くのでした。

    　

    　　三、ほら穴から金貨を……

    　

    　さて、アリババは、木から降りた後あとで、さっき泥どろ棒ぼうの頭かしらが言った「不思議な言こと葉ば」を覚おぼえていたものですから、岩の上へ登って、「……開ひらけ、ごま」と、怒ど鳴なってみました。すると、やっぱり岩が割れて、さっきの戸が開くのでした。アリババは、中なかへ入って行くと、その中なかは大きなほら穴でした。立派な宝たから物ものや金きん貨かや銀ぎん貨かを詰め込んだ大きな袋ふくろが、隅から隅までぎっしりと積み重ねてありました。これだけのものを集めるには、まあ何年かかったことだろうと、アリババは思いました。そして恐る恐る金きん貨かを詰め込んだ袋ふくろばかりを六つ取り出しては、それを手早く三匹の驢ろ馬ばに積つんで、その上に金貨の袋ふくろが隠れるほど切った木を積み重ねました。それから、「……閉しまれ、ごま」と、大きな声で叫さけぶと、戸は、再び、閉しまって、岩には跡あと形かたもなくなりました。

    　

    　　四、家へと帰ると

    　

    　さて、アリババが家へと帰って来ると、お上かみさんは、金貨の袋ふくろを見て、大変に悲かなしそうな、恐こわいような顔かおをして、アリババに泣きつました。「……まあ、お前さん、もしかしたらこれは？……」とまで言って、それから先さきは、もう声が出ない様子でした。するとアリババは、落ちつき払はらって、「……安心おしよ。なんで私が泥どろ棒ぼうなんかするものかね。そりゃ、この袋ふくろは、もともと誰だれかが盗ぬすんだものには違いないがね」と言い、それから、金貨の袋ふくろを見つけた一部始終を話して聞かせるのでした。

    　それを聞いて、貧乏なこのお上かみさんは、大変喜びました。そして、アリババが袋ふくろから掴つかみ出す金貨を、「……一枚、二枚」と数え始めました。そのうちにアリババが、ふと気がついたように顔を上げて、「……そんな数え方をするのは馬鹿だね。そんなことをしていたら、みんな数えてしまうには何週間かかるか分かりゃあしないよ。いっそこれは、このまま庭へ穴を掘って埋うめようじゃないか」と言うと、お上かみさんは、「……でも、私たちがどれほどのお金持になったのか、知っておいた方がよいでしょうよ」と、そう言って、反対しました。そして、「……私はこれからカシム兄さんのところへ行って、ますを借りて来ますよ。そのますで、私がこの金貨をはかっている間あいだに、お前さんが穴を掘ったらいいじゃありませんか」と言うのでした。そして、お上かみさんは、カシムの家へ出かけて行くのでした。

    　

    　　五、ますを借りに……

    　

    　カシムの家では、ちょうどカシムが留守をしていたので、兄のお上かみさんに、「……姉ねえさん、すみませんが、ますを貸かしてください」と頼むと、「……すぐに返しに来るなら、貸かして上げてもいいよ」と、カシムのお上かみさんは、無ぶ愛あい想そうな顔かおをしてこう答えるのでした。そして、どうしてアリババの家でますがいるのか、不思議に思ったものですから、ますの底そこに少しばかりラード（ぶたの油）を塗ぬって貸してやりました。こうしておけば、このますで何をはかるにしろ、底にくっ付いて返って来るに違いないと、そう考えたからです。

    　アリババのお上かみさんは、ますを借かりて、大急ぎで帰って来ました。そして金貨をはかってしまうと、また大急ぎで返かえしに行きました。けれども、ますの底に、一枚の金貨がくっ付いていたことには、ちっとも気がつきませんでした。「……まあ、何てことだろう。アリババの家では、あんまりお金がどっさり入ったので、数えきれないで、ますではかったんだね」と、カシムのお上かみさんは、金貨を見つけて、忌々いまいましそうに怒ど鳴なるのでした。

    　

    　　六、兄は弟の所へ

    　

    　さて、カシムが帰って来て、この話を聞いて、もっともっと怒おこりました。そしてすぐに、アリババの家へ出かけて行きました。「……何だってお前は隠かくすんだね。私の家か内ないは、お前が数えきれないほどたくさんの金貨を手に入れたので、ますではかったってことを、ちゃあんと嗅かぎつけてるんだよ。さあどうして、そんなにたくさんのお金をこしらえたのか、白状しろ」と、アリババに叱しかるように言うのでした。

    　アリババは、せっかく隠かくしていたことを知られてしまい、がっかりしました。仕し方かたがないので、兄さんには何もかも話してしまい、そして、「……きっと誰だれにも言わないでくださいよ」と言いながら、あの「開ひらけ、ごま」や「閉しまれ、ごま」という言葉までも教えてしまうのでした。

    　

    　　七、兄は森の岩場へ

    　

    　カシムは、自分の家へ帰って来て、十二匹の驢ろ馬ばを馬うま屋やから引き出しました。そして、それを引いて森の岩をさして出かけました。岩の前まで来た時に、驢ろ馬ばをそばの木につないでおいてから、「……開ひらけ、ごま」と、言いました。すると、すぐに岩が割れて、あの不思議な戸が開くのでした。

    　もともとカシムは、大変な欲張り屋でした。それで泥どろ棒ぼうたちの宝たから物ものを見ては、跳び上るほど喜ぶのでした。そして、金きん貨かの入っている大きめの袋ふくろを選んでは、それを二十四袋も、戸のところまで引きずり出して来ました。そして、「……開ひらけ、大麦」と、叫さけびましたが、しかし、どうしたことでしょう、戸は閉しまったままでした。兄はあわてて、「……開ひらけ、あずき」と、言ってみましたが、やっぱり戸は開きませんでした。それからは、もうますます慌あわてて、「……開ひらけ、小麦」だの、「……開ひらけ、あわ」だのと、覚えている限かぎりの穀こく物もつの名を言ってみましたが、やっぱりだめでした。戸はちっとも開きませんでした。兄は、「ごま」をすっかり忘れていたのです。

    　

    　　八、泥棒が帰って来て

    　

    　ちょうどその時、泥どろ棒ぼうたちが馬に乗って帰って来ました。そして、頭かしらが、「……開ひらけ、ごま」と叫さけんで、ほら穴の中なかへと入って来て、そこにカシムと引きずり出した金きん貨かの袋ふくろを見つけてしまうと、泥どろ棒ぼうたちは、自分たちの、人に隠かくしていたお倉くらを見つけられたので、非常に腹を立てるのでした。そして、いきなりカシムを捕つかまえては切り殺ころして、からだの肉を切り刻きざんでしまいました。そして、ここへ誰だれであれ、金きん貨かを盗ぬすみなどに来ないように、カシムの肉の切れを一つ一つほら穴の中なかへ吊つるすのでした。

    　カシムのお上かみさんは、夜になってもカシムが帰って来ないので、大変心配をして、アリババの家へ行って、カシムを捜さがしに行ってくれるよう頼たのみました。そこでアリババは、翌あくる朝早はやく、三匹の驢ろ馬ばを引いて、ほら穴へ向けて出かけました。

    　さて、アリババは、「……開ひらけ、ごま」と、そう言って中なかへ入って行きましたが、入るとすぐに、恐怖で縮ちぢみ上ってしまいました。兄さんが殺されて、切り刻きざまれていたからです。アリババは、震ふるえながら、兄さんの切り刻きざまれた肉を一切れずつ丁寧に寄せ集めて、二匹の驢ろ馬ばに積みました。そして、あとの一匹は、強い小さな黒くろ馬うまでしたが、これには金きん貨かの袋ふくろを二つ積むのでした。

    　

    　　九、兄の家に行く

    　

    　アリババは、町へ帰って来て、まずカシムの家の戸を叩たたきました。すると、モルジアナという女奴ど隷れいが出て来ました。この女は、カシムの召めし使つかいの中なかでも一番利り口こう者ものでしたが、そこで、アリババは、モルジアナを招まねいて、その耳に口をあてて、「……お前のご主人様は、泥どろ棒ぼうに切り刻きざまれて殺されてしまったのだよ。けれども、誰もまだこのことを知っている人はいないのだからね、お前、これを誰にも知らせないで済ますような工く夫ふうをしておくれ」と、頼たのむのでした。

    　それから、アリババは、家の中なかへ入って行って、カシムのお上かみさんにいっさいの話をして聞かせました。「……決して悲しんではいけませんよ。これからは私たちと一緒に暮らしましょう。私たちの宝たから物ものも分けて上あげましょう。私たちはよく気をつけて、このことを人に悟さとられないようにしなければならないのです」と、お互いに約束し合うのでした。

    　それから、切り刻きざまれた可か哀わい想そうなカシムを驢ろ馬ばから下ろして、隣となり近所の人々には、夕べ急病で亡なくなったと言うことにしたのです。

    　

    　　十、靴くつ屋やに頼み事を

    　

    　モルジアナは、だいぶ離れた町の、おじいさんの靴くつ屋やをたずねて行きました。そして、針はりと糸とを持って自分と一緒に来てください、と頼みました。それから、「……お前さんに頼みたい仕事というのは、どうしても人に知られてはならないことだからね、気の毒どくだけれど、お前さんには目め隠かくしをしてもらい、その家まで私が手を引いて行きますので」と、言うのでした。

    　おじいさんの靴くつ屋やは、初めは嫌いやだと言いましたが、モルジアナが金貨を一枚そっとその手に握にぎらせますと、すぐ承知しました。モルジアナは、この靴くつ屋やを連れて帰って来て、切り刻きざまれた主人の肉を縫ぬい合あわせるように言いつけると、靴くつ屋やは、誰の目にも縫ぬい合あわせたとは思えないほど格かつ好こう良く継つぎ合あわせるのでした。それからモルジアナはまた、靴くつ屋やに目め隠かくしをして、その店まで連れて行くのでした。

    　こんなふうにして、カシムが殺されたことは、誰にも知られないで済みそうでした。そして、アリババとそのお上かみさんとは、カシムの家に引っ越して行って、みんなで一緒に暮らすことになったのです。

    　

    　　十一、その後の泥どろ棒ぼうたちは……

    　

    　その後、泥どろ棒ぼうたちは、あのほら穴へ帰って、カシムのからだと金貨の袋ふくろが、また二つもなくなっているのに気がつき、大変に怒おこりました。「……もう一人、おれたちのお倉くらを知っているやつがいるんだな、そいつをすぐに見つけ出さなきゃならない」と叫ぶのでした。そして、仲なか間まの一人が泥どろ棒ぼうでないような風をして町へ行って、あの切り刻きざんだからだを盗んで行ったやつを、見つけて来ることにしようと相談が決まりました。

    　さて、翌あくる朝、泥どろ棒ぼうの一人がとても早くから町へやって来ました。その時じ分ふんは、カシムのからだを縫ぬい合あわせたおじいさんの靴くつ屋やの店は、もう戸を開けていました。「……お早う、おじいさん。大変御ご精せいが出ますね。ほう、お前さん、こんなに早くから仕事を始めるんですか。ふむ、だが、お前さんの目がこんな薄うす明あかりで見えるんですかねえ」と、泥どろ棒ぼうは、さも馴なれ馴なれしく声こえを掛けました。すると、靴くつ屋やは、「……どうしてどうして、あっしの目はね、若い者だってかなやあしないんですよ。げんに、たった昨日きのうのことですがね、あっしゃあ、切り刻きざんだ人間の死し骸がいを縫ぬい合あわせましたよ。それがお前さん、誰が見たって縫ぬい目めなんかちっとも分からないように、うまく出来たんですよ」と答えるのでした。

    　それを聞いて、泥どろ棒ぼうはしめたと思い、そして、「……え？　そりゃ本当ですか。そして、そりゃ、どこの、だ、だれのです」と、聞き返かえすと、「……それがね、あっしにだって分からないんです。なぜかって、あっしゃあ、目め隠かくしをして、そこの家へ連れて行かれて、また同じようにして、連れて帰ってもらったんですから」と、靴くつ屋やが言うのでした。

    　すると、泥どろ棒ぼうは、金貨を一枚、そっと靴くつ屋やに握にぎらせました。そして、その家へ連れて行ってくれないかと頼たのむのでした。「……お前さんにまた目め隠かくしをして、私が手を引いて行ったら、おおよその見当は付くでしょう。もしその家が分かったら、もっとお金をあげますよ」と言うのでした。――そこで、とうとう靴くつ屋やは、承知しました。そして、目め隠かくしをされて、そろそろ歩きながら、カシムの家の前まで来た時、ぴたりと止まりました。そして、「……ここに違いありません。このくらいの遠とおさだったと思います」と言うと、泥どろ棒ぼうはポケットからチョークを出して、カシムの家の戸に白い目め印じるしを付けました。そして大おお元気で、森の仲なか間まのところへ帰って行くのでした。

    　

    　　十二、戸に白い目印めじるしが

    　

    　それからまもなく、モルジアナは、この変な目め印じるしを見つけました。これは、きっと旦だん那な様に、悪いことをしようとする者が付けた印しるしに違いない、とモルジアナは思いました。そこで、チョークを取って来て、町中じゆうのどの家の戸にも、みんな同じような印しるしを付けて、歩きまわりました。

    　さて、泥どろ棒ぼうたちは、町へ行った仲間から、あの切り刻きざんだ人間の家が分かったということを聞いて、大変喜びました。そして、その晩、戸に白い目め印じるしの付いている家をさして、敵かたき討ちに出かけました。けれども、町まで押しかけて来た時に、どの家の戸にも同じ目め印じるしが付いているので、どれが目ざす家だか皆かい目もく知れませんでした。「……馬鹿め、これが利り口こうな人間のすることか。お前は、すぐに殺してやるから待っていろ」と、頭かしらは、今朝けさ、見つけて来た泥どろ棒ぼうを、こう言って叱しかりつけました。それから、「……仕方がない、泥どろ棒ぼうの家は、俺おれが探さがすことにしよう」と言うのでした。

    　

    　　十三、頭かしら一人で町に行く

    　

    　次の日、頭かしらは、ふつうの人のような風ふうをして、靴くつ屋やの店へ行って、カシムの家を教えてもらいました。けれども、この頭かしらは、利り口こう者ものですから、チョークで印しるしを付けたりなんかはしませんでした。気をつけてカシムの家を見て、しっかりと覚え込んでおいて、晩の敵かたき討ちの用意をしに、森へ帰りました。そして、まず初めに、驢ろ馬ばを二十匹と大きな瓶かめを三十九個持ち出しました。そして、たった一つの瓶かめには油をなみなみと注ぎ込んだきりで、ほかの瓶かめには一人ずつ泥どろ棒ぼうを入れるのでした。そして、この瓶かめを驢ろ馬ばに乗せて、町へ出かけました。そして、カシムの家の前まで来ますと、アリババは、ちょうど外へ出て夕凉ゆうすずみをしているところでした。

    　そこで、「……今晩は」と、頭かしらは丁寧にお辞じ儀ぎをして、「……私は遠えん方ぽうから参った油あぶら商人ですが、今晩泊めて頂いただけないでしょうか。そして、この油瓶がめをお庭の隅すみにでも置かせて頂いただけたら、大変都つ合ごうがよいのですが」と、頼たのみました。「……ああ、よろしいとも。さあ、お入はいんなさい、さあ、さあ」と、すぐにアリババは、機き嫌げんよく承知しました。そして門を開けて、驢ろ馬ばを庭の中なかへ入れさせました。それから召使のモルジアナに、お客様に御ご馳ち走そうをして上げるように、と言いつけるのでした。

    　頭かしらは、驢ろ馬ばの背せ中なかから瓶かめを庭へ下ろしながら、中にいる一人一人の泥どろ棒ぼうに自分が庭へ小石を投げたら、それを合図に瓶かめのふたを破やぶって出て来いと告げました。泥どろ棒ぼうたちは、狭い瓶かめの中なかでじっと辛しん抱ぼうしながら、合あい図ずがあるのを今か今かと待っていました。

    　

    　　十四、瓶かめの中なか身みを知る

    　

    　さて、台所では、モルジアナが夕ご飯の支し度たくにてんてこ舞いをしていました。ところが、その忙しい真まっ最さい中ちゆうにランプがふっと消えてしまいました。あいにく家に油が切れていましたので、あの庭にあるたくさんの大きな瓶かめから少しぐらいもらったっていいだろう、と思って、ランプを持って庭へ出て行きました。そして、一番手近の瓶かめのそばまで行きますと、中なかから、「……もう、出る時じ分ふんですか」と、しゃがれた声が聞えました。モルジアナは、吃驚びっくりしましたが、利り口こう者もののことですから、落ちついた声で、「……まだ、まだ」と、そう言って、次の瓶かめのそばへ行きました。その瓶かめの中からも同じようなことを尋たずねました。モルジアナは、次から次と行きました。すると、どの瓶かめからもどの瓶かめからも同じようなことを尋たずねました。モルジアナは、どれにも同じように、「……まだ、まだ」と言っておきました。そして一番おしまいの瓶かめにだけ、本当の油が並なみ々なみと入っていたのでした。「……ああ、まあ、何て不思議な油あぶら商人なんだろう。全く呆あきれてしまうわ。だが、これはきっと旦だん那な様を殺すつもりに違いない」と、モルジアナは、このままうっかりしていては大変だと思うのでした。

    　

    　　十五、策さくを講こうじる

    　

    　そこで、すぐに大きな壺つぼを持って来て、一番おしまいの瓶かめから油を汲くみ出して、それを火の上にかけました。そして、油が煮にえ立つのを待って、それを泥どろ棒ぼうたちの隠かくれている瓶かめの中なかへ次々と注ついで歩きました。それで泥どろ棒ぼうたちは、みんな殺されてしまいました。

    　こんなふうにしたものですから、頭かしらが庭をめがけて小石を投げた時には、泥どろ棒ぼうは一人だって出て来ませんでした。そこで、頭かしらが庭へ出て、瓶かめの中なかを覗のぞいてみると、泥どろ棒ぼうたちは、みんな死んでいたのでした。せっかくの「敵かたき討ち」は、すっかりあべこべになってしまい、頭かしらは、ほうほうのていで森へと逃げて帰るのでした。

    　翌あくる朝、モルジアナは、アリババを庭へ連れ出して、瓶かめの中なかを覗のぞかせました。アリババは、中なかに人がいるのを見て跳とび上あがるほど驚きました。けれども、モルジアナが手っとり早くすっかり話をして聞かせましたので、泥どろ棒ぼうは、みんな死んでしまっているのだということが分かりました。アリババは、こんな大きな災さい難なんから逃のがれたことが分かって、大変喜びました。そして、モルジアナに、「……ありがとう、本当にありがとう。もうお前は奴隷を止やめてもいい。お前を自由な身にしてあげよう。また、そのほかにご褒ほう美びもあげよう」と言うのでした。

    　

    　　十六、泥棒の頭かしらは……

    　

    　さて、泥どろ棒ぼうの頭かしらは、手て下したが一人もいなくなったので、森のほら穴でただ一人大層寂さびしく、また悲しい月つき日ひを送っていました。けれども、アリババへ敵かたき討ちをすることは、前よりももっともっと熱ねつ心しんに考えていました。そして、またある一つの方法を考えつきました。そして、さっそく大きな商人のような顔をして、アリババの息むす子この店のお向いに店を出したのでした。

    　この大商人は、大層そう金持で、しかも大層そう親切でしたから、アリババの息子は、すぐにこの人を好きになりました。それで、お近づきのしるしとして、お父さんの家の晩ご飯に呼ぶことにしました。しかし、この偽にせの商人は、アリババの家へ行った時に、アリババに向って、「……あなたとご一緒にご飯を頂いただきたいのは山々ですが、実は私は、神様に塩しおを食べませんとお約やく束そくしている身なのです。それで、家でも特別にいつも塩抜きの料理をさせているような次第で、どうかあしからず」と言って、ご飯を食べることを断ことわりました。すると、アリババは、「……まあ、そんなことなら造作もないことですよ。今晩は、一切、塩を入れないように申しつけますから」と言って、引き留めました。

    　モルジアナは、この言いつけを聞いた時、少し変だなと思いました。それで、お給きゅう仕じに出た時、お客様をよく気をつけて見てみると、どうでしょう、そのお客様は、泥どろ棒ぼうの頭かしらであり、しかも、袖そでの中なかに短たん刀とうを隠し持っているのが分かりました。モルジアナは、驚いてしまい、「……ふん、敵かたきと一緒に塩を食べないのは不思議じゃない」と、モルジアナは、心の内で呟つぶやきました。ペルシャには、こういう迷めい信しんがあるのです。

    　モルジアナは、すぐに自分の部へ屋やへ戻って来て、踊り子の着る着物を着ました。そして、晩ご飯が終った頃ころを見計はからって、短刀を片手に握にぎって、お客様の座敷へ踊おどりを踊りに出ました。モルジアナは、大層そう上手に踊おどって、みんなに喝かつ采さいされました。偽にせの商人は、財さい布ふから金貨を一枚出して、モルジアナのタンボリン（手鼓づづみ）の中へ入れました。その時、モルジアナは、片手に持っていた短刀をやにわに商人の胸むねに突き刺しました。「……ふとどき者め、お客様をどうしようというのだ」と、アリババが叱しかりつけました。すると、モルジアナは落ちついて、「……いいえ、私はあなたの命いのちをお助けしたのでございます。これを御ご覧らん下さいまし」と言って、商人が袖そでの中なかに隠していた短刀を取り出して見せました。そして、この商人が、ほんとうは何者であったかということを申し述べるのでした。

    　

    　　十七、モルジアナを息子の嫁に、

    　

    　それを聞くと、アリババは、ありがた涙なみだにくれて、モルジアナを抱き締めました。そして、「……お前はわしの息むす子このお嫁よめさんになっておくれ、そしてわしの娘になっておくれ、それがわしに出来る一番の恩返しだ」と言うのでした。

    　さて、それからずいぶん後あとまでも、アリババは、怖こわがって、あの不思議なほら穴へ行って見ようとはしませんでした。しかし、ある年の末すえ、もう一度行って見ますと、泥どろ棒ぼうたちが死んでからは、そのほら穴にはもう誰だれも来ないらしく、中は昔むかしのままでした。それでもう恐こわい者が一人もいなくなったことが分かりました。

    　それから後のちは、「……開ひらけ、ごま」と、アリババが「魔ま法ほうの言こと葉ば」を唱となえさえすれば、あの不思議な戸がすうーっと開いて、穴の中なかには、持ち出しても持ち出しても尽きることのないほどの宝たからがあるのでした。それで、アリババは、国じゅうで並ならぶ者もないほどの、大金持になったということです。（完）
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    　　　アラジンと魔法のランプ

    　　アラジンと魔法のランプ

    　

    　　一、アラジンの生活

    　

    　昔むかし、しなの都に、ムスタフという貧びん乏ぼうな仕立屋が住んでいました。このムスタフには、おかみさんと「アラジン」と呼ぶ、たった一人の息むす子ことがありました。

    　この仕立屋は大変に心がけのよい人で、一生懸命に働きました。けれども、悲しいことには、息子が大だいの怠け者で、年が年じゅう町へ行って、怠け者の子供たちと遊び暮らしていました。何か仕事を覚えなければならない年とし頃ごろになっても、そんなことは真っ平だと言ってはねつけますので、本当にこの子のことをどうしたらいいのか、両親も途方に暮れている有あり様さまでした。

    　それでも、お父さんのムスタフは、せめて仕立屋にでもしようと思いました。それである日、アラジンを仕事場へ連れて入って、仕立物を教おしえようとしましたが、アラジンは、馬ば鹿かにして笑っているばかりでした。そして、お父さんの油断を見すまして、いち早く逃げ出してしまいました。お父さんとお母さんは、すぐに追っかけて出たのですけれど、アラジンの走り方があんまり早いので、もうどこへ行ったのか、かいもく姿すがたも見えませんでした。「……ああ、わしには、この怠け者をどうすることも出来ないのか」と、ムスタフは、嘆なげきました。そして、まもなく子供のことを心配するあまり、病気になって、死んでしまいました。こうなると、アラジンのお母さんは、少しばかりあった仕立物に使う道どう具ぐを売り払って、それから後のちは、糸を紡つむいで暮らしを立てていました。

    　

    　　二、一人の魔法使いと出遭あう

    　

    　さて、ある日、アラジンが、いつものように町の怠け者と一緒にめんこをして遊んでいました。ところがそこへ、いつのまにか背せいの高い、色の黒いおじいさんがやって来て、じっとアラジンを見つめていました。やがて、めんこが一勝負終った時、そのおじいさんがアラジンに「……おいで、おいで」をしました。そして、「……お前の名は何と言うのかね」と、尋たずねました。この人は大変に親切そうなふうをしていましたが、ほんとうは、アフリカの「魔法使い」でした。「……私の名はアラジンです」と、アラジンは、このおじいさんは一体誰だれだろうと思いながら、こう答えました。「……それから、お前のお父さんの名は」と、また、魔法使いが聞きました。「……お父さんの名はムスタフと言って、仕立屋でした。でも、とっくの昔に死にましたよ」と、アラジンは答えました。すると、この悪者の魔法使いは、「……ああ、それは私の弟だ。お前は、まあ、私の甥おいだったんだね。私は、しばらく外国へ行っていたお前の伯父おじさんなんだよ」と言って、いきなりアラジンを抱き締めました。そして、「……早く家へ帰って、お母さんに私が会いに行きますからと言っておくれ。それからほんの少しですが、と言って、これをあげておくれ」と言って、アラジンの手に金きん貨かを五枚握にぎらせました。

    　アラジンは、大急ぎで家へ帰って、お母さんにこの伯父おじさんだという人の話をしました。すると、お母さんは、「……そりゃあ、きっと何かの間違いだろう。お前に伯父おじさんなんかありゃあしないよ」と言うのでした。しかし、お母さんは、その人がくれたという金貨を見て、ひょっとしたら、その伯父おじさんは、親類の人かも知れないと思いました。それで、出来る限りのご馳ち走そうをして、その人が来るのを待っていました。

    　

    　　三、魔法使いが家に来る

    　

    　まもなくアフリカの魔法使いは、いろいろ珍しい果くだ物ものや美味おいしいお菓か子しをどっさりお土産みやげに持って、やって来ました。「……亡くなった可哀そうな弟の話をしてください。いつも弟はどこに腰掛かけていたか教えてください」と、魔法使いは、お母さんとアラジンに聞きました。お母さんは、いつもムスタフが腰掛かけていた長椅子を教えてやりました。すると、魔法使いは、その前に跪ひざまずいて、泣きながらその長椅子にキッスしました。それで、お母さんは、この男は亡くなった主人の兄さんに違いないと思うようになりました。ことに、この魔法使いがアラジンをなめるように可愛がるのを見て、なおさらそうと決めてしまったのでした。「……何か、仕事をしているかね」と、魔法使いがアラジンに尋たずねると、「……まあ、本当にお恥ずかしいことですわ。この子は、しょっちゅう町へ行って、遊んでばかりいまして、まだ何にもしていないのですよ」と、お母さんが手をもみながら、そう答えるのでした。

    　アラジンは、伯父おじさんだという人がじっと自分を見つめているので、恥ずかしそうに俯うつむいていました。「……何か仕事をしなきゃあいけませんな」と、魔法使いは、こうお母さんに言っておいて、さて、今度はアラジンに、「……お前はいったいどんな商売がしてみたいのかね。私はお前に呉ご服ふく店てんを出させてあげようと思っているのだが」と言うのでした。アラジンは、これを聞くと、有頂天になって喜びました。

    　

    　　四、二人で出掛かける

    　

    　翌あくる日、伯父おじさんだという人は、アラジンに立派な着物を一揃そろい買って来てくれました。アラジンは、それを着て、この伯父おじさんだという人に連れられて、町じゅうを見物して歩きました。その次の日もまた、魔法使いは、アラジンを連れ出しました。そして、今度は美しい花園ぞのの中なかを通り抜けて、田舎いなかへ出ました。二人は随分歩きました。アラジンは、そろそろ草くた臥びれ始めました。けれども、魔法使いが美お味いしいお菓か子しや果くだ物ものをくれたり、珍しい話を次から次と話して聞かせてくれたりするものですから、大して草くた臥びれもしませんでした。そんなにして、とうとう二人は山と山との間の深い谷まで来てしまいました。そこでやっと魔法使いが足を止めました。「……ああ、とうとうやって来たな。まず、たき火をしようじゃあないか。枯れ枝えだを少し拾ひろって来ておくれ」と、アラジンに言いました。

    　アラジンは、さっそく枯れ枝えだを拾いに行きました。そして、すぐ両手に一杯抱かかえて帰って来ました。魔法使いは、それに火をつけました。枯れ枝えだは、どんどん燃え始めました。伯父おじさんは、不思議な粉こなをポケットから出して、それから、口の中で何かぶつぶつ言いながら火の上に振りかけました。すると、たちまち大地が揺れ始めました。そして、目の前の地面がぱっと割れて、大きなまっ四角な平たい石が現われて来るのでした。その石の上には、輪わがはまっていました。

    　

    　　五、石の下へと……

    　

    　アラジンは、怖こわがって、家へ走って帰ろうとしましたが、魔法使いはそうはさせませんでした。アラジンの襟えり髪がみを摑つかんで引き戻もどしました。「……伯父おじさん、どうしてこんな酷ひどいことをするんです」と、アラジンは泣きじゃくりながら見上げますと、「……黙って、私の言う通りにすればいい。この石の下には宝たから物ものがあるのだ。それをお前に分けてやろうと言うのだよ。だから私の言う通りにおし。すぐに出て来るからな」と、魔法使いは言うのでした。

    　アラジンは、宝たから物ものと聞くと、今までの怖こわさはすっかり忘れて喜よろこんでしまいました。そして、魔法使いの言う通りに石の上の輪に手をかけると、石は造作なく持ち上がりました。「……アラジンや、ごらん。そこに下へ降りて行く石段が見えるだろう。お前がその石段を降りきるとね、大おお広ひろ間まが三つ並ならんでいるんだよ。その大広間を通って行くのだが、その時、外がい套とうが壁に触さわらないように気を付けなきゃあいけないよ。もし触さわったが最後、お前はすぐに死んでしまうからね。そうして、その大広間を通り抜けると、果くだ物もの畠ばたけがあるのだよ。その中なかをまた通り過ぎると、突き当たりに穴ぐらがある。その中に一つのランプが灯ともっているからね、そのランプを下おろして、中の油を捨すてて持ってお帰り」と、魔法使いはこう言いながら、お守りだと言って、魔法の指ゆび輪わをアラジンの指に嵌はめてくれました。そして、すぐに出かけるようにと命めい令れいするのでした。

    　

    　　六、洞窟の中なかの様子は

    　

    　アラジンは、魔法使いの言った通りに降りて行きました。何もかも魔法使いが言った通りのものがありました。アラジンは、三つの大おお広ひろ間まと果くだ物もの畠ばたけを通り抜けて、ランプのあるところまで来ました。そこで、ランプを取って油を捨てて、大事に懐ふところにしまってから、あたりを見まわしました。

    　アラジンは、夢にさえこんな見事な果くだ物もの畠ばたけは見たことがありませんでした。生なっている果くだ物ものがいろいろ様さま々ざまの美しい色をしていて、まるでそこら一面に虹にじが立ち籠こめたように見えるのです。透すき通とおった水すい晶しようのようなのもありました。真っ赤な色をしていて、ぱちぱちと火ひ花ばなを散らしているのもありました。そのほか緑、青、紫、橙だいだい色いろなどで、葉はみんな金と銀とで出来ていました。この果くだ物ものは、本当はダイヤモンドや、ルビーや、エメラルドや、サファイヤなどという宝ほう石せきだったのですが、アラジンには気がつきませんでした。けれども、あんまり見事だったものですから、帰りにこの果くだ物ものを取って、ポケットに入れておきました。

    　アラジンがやっと石段の下まで辿たどり着いた時、地の上では魔法使いが一心に下の方を見つめて待っていました。そしてアラジンが石段を上がりかけると、「……早く、ランプをおよこし」と言って、手を伸ばしました。「……私が持って出るまで待ってくださいな。出たらすぐに上げますから。ここからじゃ届かないんですもの」と、アラジンは答えました。「……もっと手を持ち上げたら届くじゃないか。さあ、早くさ」と、伯父おじさんは、怒った顔かおをして怒ど鳴なりつけました。「……すっかり外へ出てから渡しますよ」と、アラジンは同じようなことを言いました。

    　すると、魔法使いは、はがゆがって地じ団だん駄だを踏みました。そして、不思議な粉をたき火の中なかへ投げ込みました。口の中なかで何かぶつぶつ言いながら。そうすると、たちまち石がずるずると蓋ふたをしてしまい、地面の上へと帰る道が塞ふさがってしまいました。アラジンは、まっ暗くらな地の下へ閉じ込められてしまったのです。

    　

    　　七、洞窟の中なかに閉じ込められて

    　

    　これで、このおじさんは、アラジンの伯父おじさんではないことが分かりました。この魔法使いは、魔法の力によって、遠いアフリカでこのランプのことを嗅かぎつけたのでした。このランプは。大変不思議なランプなのです。そのことは、読んで行くに従したがって、だんだん皆さんに分かって来るでしょう。しかし、この魔法使いは、自分でこのランプを取りに行くことは出来なかったのです。誰か他ほかの人が取って来てやらなければ、だめなのでした。それで、アラジンに付きまとったわけです。そして、ランプさえ手に入ったら、アラジンを殺ころしてしまおうと思っていたのです。

    　けれども、すっかりあてが外はずれてしまいましたので、魔法使いはアフリカへ帰ってしまいました。そして長い長い間、しなへは、やって来ませんでした。

    　さて、地の下へ閉じ込められたアラジンは、どこか逃げ道はないかと、あの大おお広ひろ間まや果くだ物もの畠ばたけの方へ行って見ましたが、地面の上へ帰って行く道はどこにもありませんでした。二ふつ日かの間あいだアラジンは泣き暮らしました。そして、どうしても地の下で死んでしまわなきゃならないのだと思いました。そして、両方の手をしっかりと握にぎり合わせました。その時、魔法使いが嵌はめてくれた指ゆび輪わに触さわったのでした。

    　すると、たちまち大きなお化けが、床ゆかからむくむくと現あらわれ出て、アラジンの前に立ちはだかるのでした。そして、「……坊ぼつちゃん、何かご用でございますか。私は、その指ゆび輪わの家け来らいでございます。ですから、その指ゆび輪わを嵌はめていらっしゃる方のおっしゃる通りに、しなければならないのでございます」と言うのでした。アラジンは、跳び上るほど喜びました。そして、「……私の言うことなら、どんなことでも聞いてくれるんだね。よし、じゃ、こんな恐おそろしいところからすぐ連れ出しておくれ」と、こう頼たのむのでした。

    　そうすると、すぐに地面へ上る道が開きました。そして、あっという間に、もう自分の家の戸と口ぐちまで帰っていました。お母さんがアラジンが帰ったので、涙を流して喜びました。アラジンもお母さんに抱きついて、何度も何度も接吻キスをしました。それから、お母さんにこの間あいだからの一部始終を話そうとしましたが、お腹なかがぺこぺこでした。「……お母さん、何か食べさせて下くださいな。私はお腹なかがぺこぺこで死にそうなんです」と、アラジンが言うと、お母さんは、「……ああ、そうだろうとも、ねえ。だが困ったよ、もう家の中には少しぽっちの綿わたよりほかには何にもないんだよ。ちょっとお待ち、この綿わたを売りに行って、そのお金で何か買って来てあげよう」と言うのでした。

    　

    　　八、ランプから魔神の登場

    　

    　すると、アラジンは、「……お母さん、待ってください。いいことがあります。綿わたを売るよりも、この私の持って帰ったランプをお売りなさいな」と言って、あのランプを出しました。けれども、ランプは、大変古ぼけていて、埃ほこりまみれでした。少しでも綺き麗れいになったら、少しでも高く売れるだろうと思って、お母さんはそれを磨みがこうとしました。しかし、お母さんがそのランプをこするかこすらないうちに、大きなまっ黒いお化けが、床ゆかからむくむくと出て来ました。ちょうど煙けむりのようにゆらゆらと体からだを揺すりながら、頭が天井へ届とどくと、そこから二人を見下ろしました。「……ご用は何でございますか。私はランプの家け来らいでございます。そして私はランプを持っている方の言いつけ通りになるものでございます」と、そのお化けが言うのでした。

    　アラジンのお母さんは、このお化けを見た時、怖こわさのあまり気を失ってしまいました。アラジンは、すぐお母さんの手からランプを引ったくりました。そして震ふるえながら、自分の手に持っていました。「……ほんの少しでもいいから、食べるものを持っておいで」と、アラジンは、やっぱり震ふるえながら、こう言いました。恐ろしいお化けがやっぱり天井から睨にらみ付けていたものですから。が、その時、ランプの家来は、しゅっと煙けむりを立てて消えて行きましたが、またすぐに金のお皿さらの上に上等のご馳ち走そうを乗せて、現われて来ました。

    　この時、アラジンのお母さんは、やっと気がつきました。けれども、このご馳ち走そうを食べるのを非常に怖こわがりました。そして、すぐにランプを売ってくれと、アラジンに頼みました。あのお化けがきっと何か悪いことをするに違いないと考えたものですから。けれどもアラジンは、お母さんの怖こわがっているのを笑いました。そして、「……この魔法のランプと不思議な指ゆび輪わの使い方が分かったから、これからはこの二つを上う手まく使って、暮らし向きの助けにしようと思う」と言うのでした。

    　二人は金のお皿さらを売って、欲ほしいと思っていたお金を手に入れました。そして、それをみんな使ってしまった時、アラジンは、ランプのお化けにもっと持って来いと言いつけました。こうして、親子は何年も何年も楽しく暮らしていました。

    　

    　　九、お城しろのお姫ひめ様を見染そめる

    　

    　さて、アラジンの住んでいる町にあるお城しろの王様のお姫ひめ様は、大変美しい方だということでした。アラジンも、この噂うわさは聞いていましたので、どうにかしてお姫ひめ様を一度拝おがみたいと思っていました。そこで、いろいろお姫ひめ様を拝おがむ方法を考えて見ましたが、どれもこれもみな駄だ目めらしく思われるのでした。なぜかと言うと、お姫ひめ様は、いつも外へお出かけになる時は、決まったように深ふか々ぶかとベールを被かぶっておられたからです。けれども、とうとう、ある日、アラジンは王様の御ご殿てんの中なかへ入ることが出来ました。そして、お姫ひめ様が湯ゆ殿どのへおいでになるところを、戸のすき間から覗のぞいて見ました。

    　それからアラジンは、お姫ひめ様の美しいお顔が忘れられませんでした。そしてお姫ひめ様が好きで好きでたまらなくなりました。お姫ひめ様は夏の夜の明け方のように美しい方でした。アラジンは家へ帰って来て、お母さんに、「……お母さん、私はとうとうお姫ひめ様を見て来ましたよ。お母さん、私はお姫ひめ様をお嫁よめさんにしたくなりました。お母さん、すぐに王様のお城へ行って、お姫ひめ様をくださるようにお願ねがいしてください」と言って、せがみました。

    　お母さんは、息子の途方もない望みを聞いて笑いました。そしてまた、アラジンが気違いになったのではないかと思って、心配もしました。しかし、アラジンはお母さんが「……うん」と言うまではせがみ通しました。

    　

    　　十、お母さんがお城へと行く

    　

    　それで、お母さんは、翌あくる日、王様へのお土産みやげにあの魔法の果くだ物ものをナフキンに包んで、不ふ承しょう不ぶ承しょうに（しぶしぶ）城へ出かけて行きました。お城には、たくさんの人たちがつめかけて、訴え事を申し出ておりました。お母さんは何だかいじけてしまって、進み出て自分のお願いを申し上げることが出来ませんでした。誰もまた、お母さんに気が付きませんでした。そうして、毎日毎日、お城へ出かけて行って、やっと一週間目に王様のお目に止とまりました。王様は大だい臣じんに、「……あの女は何者だな。毎日毎日、白い包みを持って来てるようだが」と、お尋たずねになりました。それで大臣は、お母さんに王様の前へ進むように申しました。お母さんは、少し進んで、地面の上へひれ伏ふしてしまいました。

    　お母さんは、あんまり恐れ多いので、何も言うことが出来ませんでした。けれども、王様が大層お優やさしそうなので、やっと勇ゆう気きを出して、アラジンにお姫ひめ様を頂きたいとお願いしました。それから、「……これはアラジンが王様への献ささげ物でございます」と言って、魔法の果くだ物ものを包みから出して、差し上げました。あたりにいた人々は、こんな立派な果くだ物ものを生れて一度も見たことがなかったものですから、吃驚びつくりして声を立てました。果くだ物ものはいろいろ様さま々ざまに光り輝いて、見ている人たちが眩まぶしがるほどでした。

    　王様もお驚きになりました。そして大臣を別の部へ屋やへお呼びになって、「……あんな素晴らしい献ささげ物をすることが出来る男なら、姫ひめをやってもいいと思うが、どうだろうな」と、ご相そう談だんなさいました。

    　

    　　十一、アラジンは騙だまされて

    　

    　ところが、大臣は、ずっと前からお姫ひめ様を自分の息むす子このお嫁よめさんにしたいと思っていましたので、「……そんなに急いで約束を遊ばせないで、もう三み月つきほど待たせなさいまし」と、申し上げました。王様も、なるほどそうだなとお思いになり、それで、アラジンのお母さんには、「……もう三み月つきほど待ったら、姫ひめをやろう」とおっしゃるのでした。

    　アラジンは、お姫ひめ様がいただけると聞いて、自分ほど仕し合あわせ者はないと思いました。それからは、一日一日が矢のように早く過ぎて行きました。ところが、それから二月ふたつきも過ぎたある夕方、町中じゆうが大層賑にぎやかなことがありました。アラジンは、何事かと思って、人に尋たずねてみると、その人は、「……今晩、お姫ひめ様が大臣の息むす子このところへお嫁よめにいらっしゃるからだ」と教えてくれました。

    　アラジンは、まっ赤かになって怒おこりました。そして、すぐ家へ帰って、魔法のランプを取り出してこすると、じきにあのお化けが出て来て、何をいたしましょうかと聞くのでした。「……王様のお城へ行って、お姫ひめ様と大臣の息むす子こをすぐ連れて来い」と、言いつけると、お化けは忽たちまち御殿へ行って、二人を連れて帰って来ました。そして今度は、「……大臣の息むす子こをこの家から連れ出して、朝まで外で待たしておけ」と、命めい令れいするのでした。お姫ひめ様は、怖こわがって震ふるえていましたが、アラジンは、「……決して怖こわがらないで下ください、私こそは、あなたのほんとうのお婿むこさんなのでございます」と申し上げました。

    　翌あくる朝早く、アラジンの言いつけた通りに、お化けは、大臣の息むす子こを連れて家の中なかへ入って来ました。そして、お姫ひめ様と一緒にお城へ連れて帰りました。それからまもなく王様が、「……お早う」と言って、お姫ひめ様のお部へ屋やへ入ってこられますと、お姫ひめ様は、涙をぽろぽろこぼして泣いておられ、そして、大臣の息むす子こも、ぶるぶる震ふるえていました。「……どうしたのかね」と、王様がお尋たずねになりましたが、お姫ひめ様は泣いていて、何にもおっしゃいませんでした。

    　

    　　十二、王様の要求は……

    　

    　その晩もまた、同じようにアラジンは、お化けに言いつけて、二人を連れて来させました。そして、もう一度、大臣の息むす子こを家の外に立たせておきました。次の日もやはり、お姫ひめ様が泣いておられるのを見て、王様は大層そうお怒いかりになりました。そして、お姫ひめ様が何を聞いても、やっぱり黙だまっておられるので、なおさらお怒いかになって、「……泣くのをおやめ、そして早くわけをお話し。話さないと殺してしまうよ」と、お叱しかりになるのでした。

    　それで、やっとお姫ひめ様は、一昨日おとといの晩からの出来事をすっかりお話しになりました。大臣の息むす子こは震ふるえて、どうぞお婿むこさんになるのを止やめさせて下くださいまし、とお願いしました。もう一晩だって、あんな目に遭あうのは、いやだと思ったものですから。そういうわけで、ご婚こん礼れいはお取り止やめになり、そして、いろんなお祝いわいもないことになりました。

    　さて、いよいよ約束の三み月つきの月日が経たってから、アラジンのお母さんは、王様の前へ出ました。それで、やっと王様は、お姫ひめ様をこの女の息むす子こにやると、お約束なすったことを、お思い出しになりました。「……それでは、わしが言った通りにすることにしよう。だが、わしの娘むすめをお嫁よめさんにする者は、四十枚の皿さらに宝ほう石せきを山盛りにして、それを四十人の黒んぼの奴隷に持たせて寄よ越こさなければいけない。そして王様の召めし使つかいらしい立派な着物を着た西洋人の奴隷が、その黒んぼの奴隷の手を引いて来るのだぞ」と、おっしゃいました。

    　

    　　十三、お姫ひめ様との結婚が許ゆるされる

    　

    　アラジンのお母さんは、困ったことになったと思いながら家へ帰って来て、アラジンに王様のお言葉を伝えました。「……アラジンや、そんなことはとても出来ないことじゃないかね」と、そう言ってため息いきをつくと、アラジンは、「……いいえ、お母さん、だめじゃありませんよ。王様にはすぐ仰あおせの通りにして御ご覧らんに入れますよ」と、潔いさぎよく言いました。それから、魔法のランプをこすりました。そしてお化けが出て来た時、宝ほう石せきを山盛りにした四十枚のお皿さらと、王様が言われただけの奴隷を連れて来いと言いつけました。

    　さて、それから、この立派な行ぎよう列れつが町を通ってお城へ向いました。町中じゅうの人々はぞろぞろと見物に出て来ました。そして、群衆は、黒んぼの奴隷が頭の上に乗せている、宝ほう石せきを山盛りにした金のお皿さらを見て、びっくりしました。お城へ着いて、奴隷たちは王様に宝ほう石せきを差し上げました。王様はずいぶんお驚きになりましたが、また、大層そうお喜びになって、アラジンとお姫ひめ様とが「……すぐに婚礼するように……」とおっしゃるのでした。

    　

    　　十四、お城に出向き、立派な御殿を作らす

    　

    　お母さんが帰って、このことをアラジンに告げますと、アラジンは、すぐにもお城へ行かなければと言いました。そして、まずランプのお化けを呼んで、香こう水すいぶろと、王様がお召しになるような金の縫ぬい取とりのある着物と、自分のお供ともをする四十人の奴隷と、お母さんのお供ともをする六人の奴隷と、王様のお馬よりもっと美しい馬と、そして、一万枚の金貨を十箇この財さい布ふに分けて、入れて持って来いと命じました。

    　さて、これらのものがみんな整ととのってから、アラジンは着物を着替えてお城へ向いました。そして、立派な馬に乗って四十人の奴隷を召しつれて行くみちみち、両側に見物しているたくさんの人たちに、十箇この財さい布ふから金貨をつかみ出しては、ばらばらとまいてやりました。見物人たちは、きゃっきゃっと言って大喜びで、それを拾ひろいました。しかし、その中なかの誰にだって、昔むかし、町でのらくらと遊んでばかりいた怠け者が、こんなになったとは気が付きませんでした。これはきっとどこかの国の王子様だろうと思っていました。

    　こんな物もの々ものしい有様で、アラジンがお城へ着きますと、王様はさっそくお出迎えになって、アラジンをお抱だきになりました。それから家来たちに、すぐお祝いの宴えん会かいと、婚礼の用意をするようにとおっしゃいました。するとアラジンは、「……陛へい下か、しばらくお待ち下さいまし。私は、お姫ひめ様がお住みになる御ご殿てんを立てますまでは、婚礼はできません」と、申し上げるのでした。そして、家へ帰って、もう一度、ランプのお化けを呼び寄せては、「……世界一の立派な御殿を作れ。その御殿は、大だい理り石せきと緑色の石と宝ほう石せきとで作らなければいけない。そして真ん中なかに金と銀との壁かべと窓まどが二十四付いている大おお広ひろ間まを作るのだ。それから、その窓まどは、ダイヤモンドだのルビーだのその他ほかの宝ほう石せきで飾かざらなければいけない。けれども、たった一つだけは何にも飾かざりもしないで、そのままにしておけ。それから、また馬うま屋やも作らなければいけない。そして、御殿の中なかにはたくさんの奴隷もいなければいけない。さあ、これだけのことを早くやってくれ」と言いつけるのでした。

    　

    　　十五、王様がその御殿を見ると

    　

    　翌あくる朝、アラジンは、世界一かと思われるほどの御殿が立っているのに気が付きました。御殿の大理石の壁かべは、朝日の光を受けて、薄うす桃色に染まっていました。窓には宝ほう石せきがきらめいていました。アラジンは、さっそく、お母さんと一緒にお城へ入りました。そして、今日きよう婚礼をさせて頂いただきたいと申し入れました。お姫ひめ様は、アラジンを御ご覧らんになって、アラジンと仲なかよくしようとお思いになりました。町中じゅうはお祝いで大賑にぎわいでした。

    　その翌あくる日は、王様の方からアラジンの新しん御殿をお尋たずねになりました。そしてまず大おお広ひろ間まへお通りになって、金の銀との壁かべと宝石を飾かざりつけた窓まどとを御ご覧らんになって、大変にご感かん服ぷくなさいました。そして、「……これは世界で一番美しい御殿に違いない。わしには、この御殿の中なかにあるたった一つのものでさえ、世界第一の宝たから物もののように思われる。だが、ここにたった一つ飾かざり付けをしてない窓まどがあるのは、どういうわけだね」と、お尋たずねになりました。するとアラジンは、「……陛へい下か、それは、陛へい下かの貴とうといお手で飾かざり付けをして頂いただきたいと存じまして、わざわざ残しておいたのでございます」と、お答えするのでした。

    　王様は、大変にお喜びになりました。そして、すぐにお城の装そう飾しよく係りの人たちに、この窓まどをほかの窓まどと同じように飾かざり付けるようにと、お言いつけになりました。装そう飾しよく係りの人たちは、何日も何日も働きました。そして、まだ窓まどの飾かざり付けが半分も出来ないうちに、持っていた宝ほう石せきをすっかり使ってしまいました。王様にこのことを申し上げますと、それでは自分の宝ほう石せきをみんなやるから使うようにとおっしゃいました。それを使い果たしても、なお窓まどは出来上りませんでした。

    　そこで、アラジンは、係かかりの人たちに仕事を止やめさせて、王様の宝ほう石せきを全部返してしまいました。そして、その晩、もう一度、ランプのお化けを呼び出し、それで、窓まどは夜の開ける前に出来上りました。王様と装そう飾しよく係りの人たちは、驚いてしまいました。

    　けれども、アラジンは、決して自分のお金持であることを自慢しませんでした。誰にでも優やさしく、礼れい儀ぎ正しく付き合っていました。そして、貧乏人には親切にしてやりました。それで誰だれも彼もアラジンに懐なつきました。アラジンは、また王様のために、何度も何度も戦争に行って手て柄がらを立てました。それで、王様の一番お気に入りの家来になったのでした。

    　

    　　十六、一方、アフリカの魔法使いは、

    　

    　さて、遠いアフリカでは、アラジンを懲こらしめる悪企だくみがずっと考えられていたのでした。あの伯父おじさんだと言って、騙だました悪者のおじさんの魔法使いは、魔法の力によって、自分が地の下へ閉じ込めておいた男の子が、あれから助かって、大変な金持ちになったということを知ったからである。そして、怒おこって自分の髪の毛を引きむしりながら、「……あいつめ、きっとランプの使い方を悟さとったのに違いない。俺おれは、ランプを取り返す方法を考え付つくまでは、忌いま々いましくて夜もおちおち眠ねむることすら出来ない」と、怒ど鳴なっていたのでした。

    　それから、やがてまた、しなへやって来ました。そして、アラジンの住んでいる町へ来て、素晴らしい御殿を見ました。御殿があんまり美しいのと、アラジンがお金持らしいのに腹が立って、息いきが止まってしまうほどでした。そこで、魔法使いは商しよう人にんに化けました。そして、たくさんの銅どうで作ったランプを持って、「……ええ、新しいランプを古いランプと取り換かえてあげます」と、町から町へ、こう言いながら歩きまわりました。

    　この呼び声を聞いて、町の人たちは、馬ば鹿かげたことだと笑いながらも、珍しそうに魔法使いのそばへ集たかって来ました。こんなことを言う男は、気違いかも知れないと思ったものですから。ちょうどこの時、アラジンは狩かりに出て留る守すでした。お姫ひめ様は、ただ一人、大おお広ひろ間まの窓に寄りかかって、外の景け色しきを眺ながめておられました。町から聞えて来る呼び声が耳に入ったものですから、さっそく奴隷をお呼びになり、そして、「……あれは何と言っているのか聞いておいで」と、おっしゃるのでした。

    　すぐに奴隷は聞いて帰って来ました。そして、さもさもおかしくてたまらないというふうに笑いながら、「……ずいぶん、変なおじさんなのでございますよ。新しいランプを古いランプと取り換えてあげます、と申すのでございます。そんな馬鹿げた商あきないがございますでしょうかねえ。ほほほ……」と、申し上げるのでした。

    　

    　　十七、ランプの取り換かえと御殿とお姫ひめ様の消失

    　

    　お姫ひめ様も、これをお聞きになって、大層そうお笑いになりました。そして、すみの方の壁に掛かかっていたランプを指ゆびさしになって、「……そこにずいぶん古ぼけたランプがあるじゃないか、あれを持って行って、そのおじさんが、ほんとうに取り換かえてくれるかどうか、試ためしてごらん」とおっしゃるのでした。

    　奴隷は、ランプを取り下ろして、町へ走って行きました。魔法使いは、魔法のランプを両手でしっかり受け取ってから、「……どれでもお好きなのをお持ちください」と言って、新しい銅のランプをたくさん並べ立てました。そして、古いランプを大事そうに抱きしめて、ほかのことは何にも気がつかない様よう子すでした。この奴隷が新しいランプをみんな持って行ったとしても、きっと気がつかなかったでしょう。

    　それから、魔法使いは、少し歩いて、町外はずれへ出ました。そして、誰も通っている人がないのを見すまして、魔法のランプを取り出しました。そして閑しずかにこすりました。すると、たちまち、あのお化けが目の前へ立ちはだかって、「……何のご用ですか」と聞きました。「……お姫ひめ様を入れたまんまで、アラジンの御殿をアフリカの寂さびしいところへ持って行って立ててくれ」と、魔法使いが言うのでした。

    　すると、瞬またたく間まにアラジンの御殿は、お姫ひめ様や家来たちを入れたまんま見えなくなってしまいました。まもなく、王様がお城の窓から外をお眺ながめになって、アラジンの御殿が無くなっているのにお気づきになりました。「……しまった。アラジンは、魔法使いだったのだな」と、王様はこうおっしゃって、すぐに家来を召して、アラジンを鎖で縛しばって連れて来い、と御ご命めい令れいになりました。家来たちは、狩かりから帰って来るアラジンに行き遭あいましたので、すぐに捕つかまえて、王様の前へ連れて来ました。町の人々は、アラジンに懐なついていたものですから、アラジンが引かれて行くそばへ寄って来て、どうか酷ひどい目に遭あわないようにと、お祈りをしてくれました。

    　

    　　十八、御殿が消えて捕とらわれの身に……

    　

    　王様は、アラジンを御ご覧らんになって、大変お叱しかりになりました。そして家来に、すぐアラジンの首を切れとおっしゃいました。けれども、町の人たちがお城へ押しかけて来て、そんなことをなすったら承知しませんと言って、王様を嚇おどかしました。それで仕方なく王様は、アラジンの鎖くさりを解といておやりになりました。

    　アラジンは、どうしてこんな目に遭あうことになったのかと、王様にお尋たずねしました。王様は、「……可愛そうに何にも知らないのか。まあ、ここへ来てごらん」と、仰あおせになりました。そして、アラジンを窓のところへ連れて来て、アラジンの御殿が立っていたところが原っぱになっているのを、指を差して教えてやりました。「……お前の御殿は、ともかく、姫ひめはどこへ行ったのか。わしの大事な大事な娘は、どこへ行ったのだ」と言って、王様はお泣きになりました。

    　アラジンは、驚きのあまり、しばらくは口が利きけませんでした。どこへ御殿が行ってしまったのかと、原っぱを見つめたまんま黙ってぼんやり立っていました。しかし、しばらくして、やっと口を切りました。「……陛へい下か、どうか私に一月ひとつきのお暇ひまをくださいませ。そして、若もしもその間あいだに私がお姫ひめ様を連れ戻もどすことが出来ませんしたならば、その時、私をお殺しになって下くださいませ」と、申し上げたのでした。

    　

    　　十九、消えた御殿とお姫ひめ様を探さがし求めて

    　

    　王様は、お許しになりました。アラジンは、それから三日の間あいだは、気違いのようになって、御殿はどこへ行ったのでしょうか、と会う人ごとに尋たずねてみました。けれども、誰も知りませんでした。かえって、アラジンが悲しんでいるのを笑ったりしました。それでアラジンは、いっそ身を投げて死のうと思って、川のほとりへ行きました。そして、土手にひざまずいて、死ぬ前のお祈りをしようとして、両手をしっかりと握にぎり合わせました。すると、その時、知らずに魔法の指ゆび輪わをこすったのでした。それで、たちまち指輪のお化けが目の前につっ立って、そして、「……どんなご用でございます」と言うのでした。アラジンは、大変に喜んで、「……お姫ひめ様と御殿とをすぐに取り返して来てくれ、そして私の命を助けてくれ」と、頼みました。ところが、指ゆび輪わの家来は、「……それは、あいにく私には出来ないことでございます。ただ、ランプの家来だけが御殿を取り戻す力を持っているのでございます」と、答えたのでした。「……それでは、御殿があるところまで私を連れて行ってくれ。そして、お姫ひめ様の部へ屋やの窓の下へ立たせてくれ」と、アラジンは仕方がないので、こう頼みました。この言葉を、言いきってしまわないうちに、もうアラジンはアフリカに着いて、御殿の窓まどの下に立っていました。

    　アラジンは、大変草くた臥びれていたものですから、そこでぐっすり寝ね込んでしまいました。しかし、ほどなく夜が明けて、小鳥の鳴く声で目を覚さましました。その時は、もうすっかり、元のような元気になっていました。そして、こんな悲しい目に遭あうのは、きっと魔法のランプがなくなったせいに違いない、誰が盗んだかを見届けなければならぬ、と、固く決けつ心しんするのでした。

    　

    　　二十、二人は、アフリカでやっと再会

    　

    　さて、お姫ひめ様は、この朝は、ここへ連れて来られてから初めて、機嫌よくお目覚めになったのでした。太たい陽ようはうらうらと輝かがやいて、小鳥は楽しそうに囀さえずっていました。お姫ひめ様は、外の景け色しきでも眺ながめようと思って、窓まどの方へ歩いておいでになりました。そして、窓まどの下に誰か立っている者があるのをご覧になりました。よくよく見ると、それはアラジンではありませんか。お姫ひめ様は、声を立ててお喜びになって、急いで窓まどをお開きになりました。この音でアラジンは、ふっと上を見上げたのでした。

    　それから、アラジンは、いくつもいくつもの戸をうまく通り抜けて、お姫ひめ様の部へ屋やへ入って行きました。そして、嬉うれしさのあまり、お姫ひめ様をしばらく抱き締めていましたが、やがて顔を上げて、「……お姫ひめ様、あの大おお広ひろ間まの隅すみの壁に掛けてあった古いランプがどうなったか、ご存じではありませんか」と、お聞きになるのでした。すると、お姫ひめ様は、「……ああ、旦だん那な様、私どうしましょう。私がうっかりしていたので、こんな悲しいことになってしまったんです」と言って、あのおじさんの魔法使いが商人の風をして来て、新しいランプと古いランプと取り換かえてあげると言って、こんなことをしてしまったお話をなさいました。そして、「……今も持っていますよ。いつだって上うわ着ぎの中へ隠して、持ち歩いていますよ」と、おっしゃるのでした。

    　「……お姫ひめ様、私はそのランプを取り返さなきゃなりません。ですから、あなたもどうか私に加勢してくださいませ。今晩、魔法使いがあなたとご一緒にご飯を食べる時に、あなたは一番いい着物を着て、そして親切そうな風をして、お世辞を言ってやってくださいまし。それから、アフリカのお酒さけが少し飲みたいとおっしゃいませ。するとあの男が、それを取りに行きますからね。その時が来たら、私がまたあなたのおそばへ行って、こうこうしてくださいませ、と申し上げますから」と、アラジンは言うのでした。

    　

    　　二十一、魔法使いを騙だまして

    　

    　さて、その晩、お姫ひめ様は一番いい着物をお召しになりました。そして、魔法使いが入って来た時、にこにこしていかにも親切そうな風をなさいました。魔法使いが、これは夢ではないかと思ったほどでした。なぜかと言うと、お姫ひめ様は、ここへ連れて来られてからというものは、いつもいつも悲しそうな顔をしているか、そうでない時は、怒った顔をしていらっしゃるかでしたから。「……私、たぶんアラジンは死んでしまったのだろうと思いますの。ですから、私、あなたのお嫁よめさんになりたいと思っています。まあ、それはともかく、さあ、ご飯にしましょう。おや、今日もやっぱりしなのお酒ですのね。私、しなのお酒にはもう飽あいてしまいましたから、アフリカのお酒を持って来てくださいな」と、お姫ひめ様がおっしゃるのでした。

    　アラジンは、その間あいだに粉を用意して来て、お姫ひめ様にご自分のお杯さかずきの中へ入れてください、と頼みました。そして、魔法使いがアフリカのお酒を持って帰って来た時、お姫ひめ様は、粉を入れた杯さかずきにそのお酒をなみなみとお注そそぎになりました。そして、これから仲よくなる証しるしですから飲んでください、と言って、魔法使いにお差しになりました。魔法使いは喜んで、それに口を付けました。しかし、それをみんな飲み干さないうちに、床ゆかの上に倒れて死んでしまいました。

    　アラジンは、隠れていた次の部へ屋やからとんで出て来て、魔法使いの上着の中を探しまわりました。そして、魔法のランプを取り出して、大喜びでそれをこすりました。お化けが出て来ますと、すぐに御殿をしなへ持って帰って、元の場所に立てるようにと言いつけるのでした。

    　

    　　二十二、御殿もお姫ひめ様も元に戻る

    　

    　次の朝あさ、王様は、大層そう早くお目を覚さましになりました。王様は、悲しくてお眠りになることが出来なかったのです。ところが、窓のところへ行って御ご覧らんになると、アラジンの御殿が元のところに立っているではありませんか。王様は、噓うそではないかとお思いになりました。それで何遍べんも何遍べんも目をこすっては、じっと御殿の方を御ご覧らんになりました。「……夢ではないのかしら。朝の光を受けて前よりももっと美しく見える」とおっしゃいました。

    　それから、間もなく、王様は、馬に乗って、アラジンの御殿をさして走っていらっしゃいました。そして、アラジンとお姫ひめ様とを両手に抱き締めてお喜びになりました。二人は、アフリカの魔法使いの話をしてお聞かせしました。アラジンはまた、魔法使いの死し骸がいもお目にかけました。それからまた、昔むかしのような楽しい日が続きました。

    　

    　　二十三、魔法使いの弟の登場

    　

    　しかし、まだもう一つアラジンに心配が残っていました。それは、アフリカの魔法使いの弟も、やっぱり魔法を使っていたからです。しかも、その弟は、兄さんよりももっと悪者だったからです。

    　はたして、その弟が敵かたき討ちのためにしなへとやって来ました。アラジンを酷ひどい目に遭あわせて、魔法のランプをぶんどってやろうと決心して来たのです。そして、しなへ着くと、すぐにこっそりと、まずファティマという尼あまさんを尋たずねて行きました。そして、上着とベールとを無理矢理に貸してもらいました。それから、このことがほかの人に知られてはいけないと思って、尼あまさんを殺してしまったのです。

    　さて、この悪者の魔法使いは、尼あまさんの上着とベールとをつけて、アラジンの御殿の近くの町を通りました。町の人々は、ほんとうの尼あまさんだと思って、ひざまずいてその上着にキッスしました。まもなく、お姫ひめ様は、ファティマが町を通っているということをお聞きになりました。それで、すぐ御殿へ来てくれるようにと使いをお遣やりになりました。お姫ひめ様は、ファティマを始終見たい見たいと思っていらっしたものですから、尼あまさんが来た時、大変に丁てい寧ねいにおもてなしなさいました。そして大おお広ひろ間まへ連れておいでになって、同じ長椅子に腰こしかけながら、「……この部へ屋やがお気に召しまして」と、お聞きになりました。魔法使いは、ベールを深く被かぶったままで、「……本当に目が覚さめるほどお綺き麗れいでございますこと。ですけれども、私このお部へ屋やにたった一つ欲しいと思うものがございますのよ。それは他ほかでもございません、ロック鳥ちようの卵があの高い天井の真ん中からぶら下がっていたら、もう申し分なしだと思いますわ」と、答えるのでした。

    　これをお聞きになってお姫ひめ様は、何だか急にこの大広間が物足りないように思い始めました。そして、アラジンが入って来た時、大変に悲しそうな顔をしていらっしゃいました。アラジンは、何事が起ったのですか、と尋たずねました。お姫ひめ様は、「……私、この天井から、ロック鳥ちょうの卵がぶら下がっていなきゃあ、何だか悲しいんですもの」と、おっしゃいました。「……そんなことなら、造作ないじゃございませんか」と、アラジンはこともなげに言ってランプを下ろして、廊ろう下かへ出てあのお化けを呼びました。

    　けれども、ランプのお化けは、その命令を聞くと、大変に怒おこりました。顔をぶるぶる震ふるわせながら、アラジンを叱しかりつけました。「……大馬ば鹿か者、そんなことを私がやれるとも思っているのか。お前は、私のご主人（つまりアラジン）を殺して、あの天井からぶら下げてくれと言うのか。そんな馬ば鹿かは、死んでしまうがいいや」と。

    　お化けの目は、まるで石炭が燃えている時のように、まっ赤になっていました。しかし、やがて言葉を和やわらげて、「……だけれども、それはお前の心から出た願いでないということを、私はよーく知っているのだよ。それは尼あまさんの風をしている、悪者の魔法使いが言わせたのだろう」と、言いました。そして、お化けは消えました。アラジンは、お姫ひめ様が待っている部へ屋やへ急いで行きました。そして、「……私は、頭痛がしてなりません。尼あまさんを呼んでくださいませんか。あの方のお手で摩さすっていただいたら、きっと治るだろうと思います」と、お姫ひめ様に申しました。

    　すぐに、偽にせのファティマが来ました。アラジンは飛びついて、その胸へ短たん刀とうを突き差しました。「……どうなすったのです。まあ、あなたは尼あまさんを殺すのですか」と、お姫ひめ様は、泣き声で咎とがめました。「……これは、尼あまさんではございません。これは私たちを殺しに来た魔法使いです」と、アラジンは申し上げるのでした。

    　このようにして、アラジンは、二人の悪い魔法使いの悪巧だくみから逃のがれました。そして、もうこの世の中には、誰もアラジンの仕し合あわせの邪じや魔まをする者はなくなりました。

    　アラジンとお姫ひめ様は、長い間、楽しく暮らしました。そして、王様がお隠れになった時に、二人はとうとう王様とお妃きさき様になりました。そして、国をよく治おさめました。いつまでもいつまでもその国は栄さかえたということです。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　シンドバッドの冒険

    　　シンドバッドの冒険

    　

    　　一、シンドバッドとの出会い

    　

    　さて、バクダッドの町にヒンドバッドという貧びん乏ぼうな荷に担かつぎがいました。荷に担かつぎというのは、鉄道の赤あか帽ぼうのようにお金をもらって人の荷物を運ぶ人です。

    　ある暑い日のお昼からずいぶん重い荷物を担かついで歩いていましたが、静かな通りへ差しかかった時、大層そう立派な家が立っているのが目に入りました。ヒンドバッドは、その門のそばで少し休むことにしました。その家は、とても立派でしたので、ヒンドバッドは、まだこんなに立派な家を見たことがありませんでした。家のまわりの敷しき石いし上には香水がまいてありました。ヒンドバッドの足は、疲れて熱あつくなっていたものですから、その敷しき石いしは大変気持がよかったのです。そして、開いてある窓まどからも何とも言えぬいい香かおりが匂におって来ていました。

    　ヒンドバッドは、まあ、こんな立派な家には、一体、どんな人が住んでいるのだろうかと思いました。それで玄げん関かんに立っている番人に、「……これは、一体、どなたの家ですか」と聞いてみました。すると、この番人は、随ずい分ぶん上等の着物を着ていましたが、ヒンドバッドの言葉を聞いて目を丸くしました。そして、「……まあ、お前さんは、バクダッドに住んでいながら、私のご主人様の名を知らないというのかい。船乗りのシンドバッド様といって世界中を船で乗り回まわしては、世界中で一番たくさん冒険をした方じゃないか」と言うのでした。

    　ヒンドバッドも、今まで度たび々たびこの不思議な人の名前とその人が大したお金持であるという噂うわさは聞いていました。それで、ははあ、なるほどと思って、もう一度、その御殿のような家を見上げました。それからまた、上等の着物を着ている番人をじろじろ見ていました。そのうち、だんだん悲しくなって来たし、また、妬ねたましくもなって来ました。「……ああ、ああ」と、ヒンドバッドは、そうため息いきをついて荷を担かつぎ上げました。そして、天を仰ぎながら独ひとり言ごとを言ったのです。「……まあ、何てここの家の主人と私とは違うのだろうか。まるで天と地との違いだ。ここの家の主人は、毎日毎日、お金を使いたいだけ使って、その日その日を楽しく遊ぶより他ほかには何にもすることがないのに、私と来たら、朝から晩までせっせと汗あせ水流して働いても、やっと不ま味ずいパンを少しぽっちしか買うことが出来ないんだ。ああ、ああ、どうしてこの人は、そんなに仕し合あわせになれたんだろう。そしてまた、私は、どうしてこう年がら年じゅう貧乏なんだろうか」と。

    　そして、三十メートルばかり歩いていると、一人の召めし使つかいが追っかけて来て、後あとからヒンドバッドの肩を叩たたきました。そして、「……家の旦だん那な様がお前さんに会いたいから連れて来いとおっしゃられた。さあ、ついておいで」と言うのでした。貧乏な荷に担かつぎは、びっくりして、きっとさっきの独ひとり言ごとが聞こえたんだなと思ったものですが、けれども、召めし使つかいは、そんなことにはお構かまいなしで、さっさとヒンドバッドを家の中なかへ連れて入り、大おお広ひろ間まへ通しました。大おお広ひろ間まには大勢のお客様がテーブルを囲かこんで腰こし掛かけていました。テーブルの上には、美お味いしそうな御ご馳ち走そうが一いつ杯ぱい並ならべてあります。一番上じょう座ざに真っ白い髭ひげを生やした立派なおじいさんがどっしりと腰こし掛かけていました。この人がシンドバッドだったのです。

    　

    　　二、シンドバットが言うには……

    　

    　シンドバッドは、吃驚びつくりしているヒンドバッドの方を向いて、にこにこしながら自分の隣となりへ来て、腰を掛かけるようにと手て招まねきをしました。そして、ヒンドバッドが腰を掛かけると、テーブルの上の御ご馳ち走そうを取ってやるようにと、召めし使つかいに言いつけました。召めし使つかいは、ヒンドバッドの前の皿さらに御ご馳ち走そうをたくさん盛り上げて、コップには上等のお酒を並なみ々なみと注そそぎました。ヒンドバッドは、これは、夢ではないかと思い始めました。御ご馳ち走そうを食べ終ってから、シンドバッドは、ヒンドバッドの方を向いて、さっき窓まどの外で何を言っていたのかと聞きました。ヒンドバッドは、大層そう恥ずかしくなって、思わずうな垂だれてしまいました。そして、「……旦だん那な様、ごめんください。あの時は、大変草くた臥びれていたものですから、つい馬ば鹿かげたことを言って失礼いたしました。どうぞお気におかけ下くださいませんように」と言うのでした。

    　シンドバッドは、「……いや、何で私がお前さんを咎とがめたりするもんですかね。私は、お前さんを本当に気の毒どくだと思っていますよ。けれどもお前さん、私が始終暢のん気きに暮らしているのだと思っちゃあ困ります。それからまた、楽らく々らくとこの財ざい産さんを作り上げたと思ってもいけませんよ。これまでになるには、何年も何年も全く命いのちがけで稼かせいだのですから」と言うのでした。それから他ほかのお客様の方へ向き直って、「……そうです、皆さん、私が今までに出で遭あった数かず々かずの冒険は、どなたにだってお出来になることではありません。私が今こん日にちまでにした七遍へんの航こう海かいの話はなしは、まだ一度もお耳に入れたことがありませんでしたが、若もしも皆さんが聞きたいとお望みになるのなら、今晩から始はじめてもいいと思います」と、言うのでした。それから召めし使つかいに荷に担かつぎの荷物を家まで届とどけてやるようにと言いつけました。ヒンドバッドは、ここに残って、一番初めの航こう海かいの話はなしを聞くことになりました。

    　

    　　三、一番ばん初めの航こう海かいの話はなし

    　

    　私の父は、かなり沢たく山さんの財産を残して死にました。その時分、私はまだ若かったものですから、それを無む駄だ使いして、もう少しですっかりなくすところまで行きました。しかし、これはうっかりしていると貧乏人になってしまうぞと、気がついたものですから、急に大決心を起おこしました。そして、残っているお金を数えてみて、商売をすることに決めたのです。それから、私は貿ぼう易えき商人の仲間へ入り、船に乗り込むことにしました。次から次と、船が着く港みなとで持って行った品しな物ものを売ってお金にしたり、また、あちらの品しな物ものと取り替えっこをしようと思ったからですが、まず、私の一番初めの航海が始まりました。

    　

    　　一、クジラを小さな島と

    　

    　初めの二、三日は、私は大だい分ぶ船に酔いました。けれども、やがてだんだん慣れて来て酔わなくなってしまいました。さて、ある夕方のことでした。風がぴったりと鎮しずまって、船の揺れもばったり止やまってしまいました。ちょうどその時、私どもは、青々と草の生えた平たい小さな島のそばを走っていたのです。その島は、まるで牧場まきばのようでその向うに青々とした海が見えていました。船長はみんなにこの島へ上あがって少し休んでもいいと言いました。私どもは大喜びで、さっそく、この緑の牧まき場ばに上あがりました。そして、そこらじゅうを歩きまわったり寝ね転ころんだりしました。中なかでも、私たち五、六人の者は、たき火をして晩ご飯を拵こしらえようとしたのです。

    　やっとたき火が燃えついた時分でした。船から大きな声で、「……早く、帰って来ーい」と言う声が聞えました。私どもが島だとばかり思っていたのは、本当は眠っていたクジラの背せ中なかだったのです。みんなは、波なみ打うち際きわへ繋つないでおいたボートをめがけて、一目散に走り出しました。けれども、私がまだボートまで行きつかないうちに、早くもこのクジラは、海の中へ潜もぐってしまったのです。私は水の中でずいぶん藻も掻がきました。そして、やっと板切れに取り付きました。それは、たき火をするために船から持って来たものでした。

    　ところが、船では何かごたごたがあって、私のことなんか忘れていたらしいのです。船長は、風が吹き出すと船を出してしまいました。私は、波に揉もまれながら、とうとう置き去りにされてしまったのです。それから一晩じゅう、私は水に浸つかっていました。そして、朝になった頃ころには、もうへとへとに草くた臥びれてしまって、死ぬよりほかには仕方がないと思っていました。けれども、ちょうどその時、大変大きな波がやって来ました。そして、私を持ち上げたかと思うと、ある島の崖がけの下へ打ち上げました。

    　

    　　二、島の牧まき場ばでは馬を放はなし飼がい

    　

    　嬉うれしいことには、その崖がけは、よじ登ることが出来ました。その上は、青々と草の生えた原っぱでした。そこで、私は、まず何よりも休みました。すぐに気分が治なおりました。けれども、大層お腹なかが減へっていたので、何か食べる物はないかと探さがしに出かけました。少し行くと、美味おいしそうな果くだ物ものの木がありました。その傍そばにきれいな水が噴ふき出している泉いずみもありました。私はそこで、まず食事を済すまして、また何か他ほかにないかと思って、島の奥おくの方へ歩いて行きました。

    　すると、ほどなく牧まき場ばに来ました。馬があちこちに放してあって、みんな草を食べていました。しばらく、ぼんやり立っていますと、人の話し声が聞えて来ました。耳を澄すましていると、それがどうも地の下で話しているようなのです。まもなく、草の間あいだに隠れてあった穴から、ぬうーっと人が一人出て来ました。そして、私を見つけると、お前は誰か、どこから来たのかと尋たずねました。

    　それから、私を穴の中なかへ連れて入りました。穴の中なかには仲間らしい人がたくさんいました。そして、自分たちは、この島の王様の馬がかりで、馬を買いにこの牧まき場ばへ来ているのだ、と言いました。私に美味おいしい食べ物をくれて、「……お前さんは、本当に運うんがいい人だよ。もし、明あ日した来たんだったら、もう私たちは帰ってしまっていたからね。道を教えて上げることは出来やしなかったんだよ」と言うのでした。

    　翌あくる朝あさ早く、私たちは出しゅっ立たつしました。そして都みやこに着きました。王様は、私を喜んで迎えて下さいました。私が出遭あった災難の話をお聞きになり、「……この者に不自由をさせないように気をつけてやれ」と、家け来らいにお言い付けになりました。

    　

    　　三、波は止と場ばで自分の荷に物もつを見つけて

    　

    　さて、私は、大変船が好きでしたから、そこにいる間あいだ、毎日のように波は止と場ばに出で掛かけて行って、ボートから荷物を下おろすのを見て暮らしました。

    　ある日のこと、いつものようにあちこちの船に積んである荷物を眺ながめていた時に、その中なかに私の名を書いた行こう李りがたくさん積んであるのを見つけました。それで、すぐにその船長のところへ行って、その行こう李りの持もち主ぬしは誰ですと聞いてみました。すると船長は、「……ああ、それはね、バクダッドの商人のシンドバッドという人のです。その人は、航海に出ると、間もなくむごたらしい死に方をしたのです。ある時、この船に乗っていた人たちが、眠っていた大きなクジラの背せ中なかを草の生えている島だと思って、その上に上あがったのです。そして、たき火をしました。すると、熱あついのでクジラが目を覚さまして、いきなり海へ沈しずんでしまったのです。それで沢たく山さんの人が死にました。その中なかにシンドバッドさんもいたのです。そういうわけですから、私はこの品物をすっかり売ってお金にして、あの方の身み内うちとか親類とかいう人でもあったら、お渡ししたいと思っているのです」と言うのでした。

    　そこで、私は、「……船長、私がそのシンドバッドですよ。この行こう李りは、みんな私のです」と言うと、船長は、急に恐ろしい顔をして、「……まあ、世の中は油断も隙すきもあったものじゃない。おい、お前さんが何と言ったってね、私は、ちゃあんとこの目で、シンドバッドが海に沈んだところを見たのだぞ」と、怒ど鳴なりつけました。

    　私は、すぐにあれから後あとのことを何もかも船長に話しました。そのところへちょうど船に乗っていた商人たちが出て来て、私を本当のシンドバッドだと言ってくれました。船長は、初めて大層そう喜びました。そして、「……すぐに荷物をお引き取りください」と言うのでした。私は、その中なかからなるべく見事なものを選び出して、王様に差し上げました。それから、あとの品しなはみな売り払って、白びやく檀だんや肉につ桂けいまたショウガやハッカ或いは丁ちょう子じ香こうなどを買い入れました。それから、もう一度、この船長の船に乗って出かけました。

    　その帰り路みち、私はある島で持って来た香こう料りょうをみんな大変高く売ることが出来ました。それで、いよいよバクダッドへ上あがる時には、一万円の金貨が出来ていました。家の者たちは、私が帰って来たので大変喜びました。それから私は少しばかりの土地を買って、小こざっぱりした家を立てました。そして、安あん楽らくに暮らして、怖こわい目にあったことなどは、みんな忘れてしまおうとしたのです。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ここで、シンドバッドは、一番初めの航こう海かいの話はなしを終りました。そして、音楽を始めるように、また、もっと御ご馳ち走そうを持って来るようにと言いつけました。

    　さて、それが済すんだ時、シンドバッドは、金貨で百円ほどをヒンドバッドにくれました。そして、若もしも二度目の航こう海かいの話はなしが聞きたかったら、明あ日すの晩の今いま時分にまたおいでと言いました。ヒンドバッドは、大急ぎで自分の家へ帰って行きました。皆さん、その夜、まあ、どんなにヒンドバッドのお上かみさんや子供たちが喜んだか、お察さっしください。

    　さて、次の晩、ヒンドバッドは、一番いい着物を着て、シンドバッドの家へ行きました。夕べと同じように大層そう御ご馳ち走そうが出ました。そして、それが済すんだ時、「……皆さん。今晩は、二度ど目の航こう海かいの話はなしをしようと思います。これは、夕べの話よりかもっともっと不思議なことが沢たく山さんあります」と、シンドバッドは言うのでした。

    　

    　　三、二度ど目の航こう海かいの話はなし

    　

    　家へ帰って、しばらくの間は、私も楽しく暮らしていました。しかし、まもなく、私は、ぶらぶらとその日その日を送ることが嫌いやになりました。そして、海の上へ乗り出して、波の上を飛ぶように走ったり、帆ほづなをびゅうびゅう鳴らしながら、吹いて行く風の音を聞いたりしたくてたまらなくなりました。

    　そこで、私は、急いでいろいろの品物を買い集め、もう一度、外国へ商しょう売ばいに出かけることにしました。それから、都つ合ごうのよさそうな船に乗って、大勢の商人たちと一緒に、船は路々みちみちいろんな港に着きました。私どもは、その度たび毎ごとに持って来た品物を売って、大層儲もうけました。そして、すっかり品物を売り払ってしまってから後のちのことでした。ある日のこと、私たちは、ある島に着きました。

    　その島は、ほんとうに美しい島でした。エデンの園そのかと思われるほど綺き麗れいなところでした。たくさんの花が虹にじのように咲き乱みだれて、熟した果くだ物ものが美味おいしそうに房ふさになって生なっていました。私は、まずその木の下へどっかりと腰こしを下ろしました。そして、周辺を見まわしてみると、そこら一面、見れば見るほど美しい景色でした。私は、持って来た食べ物を食べたり、お酒を飲んだりしました。それから目をつぶりました。そばを静かに流れている、小川の流れの音が歌のように聞こえて来ました。そのうちにぼーっとして来て、私は眠ねむってしまいました。

    　

    　　一、ロックという大おお鷲わしとその卵たまご

    　

    　それから、一体、どれだけ時間が経たったのか分かりませんが、ふと目を覚さますと、一緒に来た人たちは、一ひと人りもいなくなっていました。びっくりして、海の方へ捜さがしに行ってみますと、まあ、どうでしょう。船はとっくに出てしまっているではありませんか。そして、はるか向うまで走って行って、ちょうど白い点を打ったように見えるだけです。私は、この島に置き去りにされてしまったのです。こんなことになるくらいならば、どうしてあのまま家にじっとしていなかったのかと泣いて残ざん念ねんがりましたが、仕方がありませんでした。

    　私は、どうにかして島から出て行くことは出来ないものかと思って、高い木に登って、方々を見まわしました。初めに海の方を見ました。けれども、海には何にもありませんでした。それで、今度は陸おかの方を見ました。すると、島の真まん中なかほどに大きな白い円まる屋や根ねのようなものが見えました。今まで一遍ぺんもそんなものを見たことがないので、それが何だかちっとも分かりませんでした。

    　私は、ともかく木から降りました。そして、大急ぎでその白い円まる屋や根ねの方へ走って行きました。しかし、いよいよ傍そばまで行っても、それは皆かい目もく何だか分かりませんでした。ちょうど大きなまりのようで、すべすべしていて、とてもよじ登ることなど出来ませんでした。また、そうかと言って、中なかへ入って行こうにも、戸らしいものや入口らしいものが一つもありませんでした。どうにもしようがないので、私はただぐるぐるその周辺あたりをまわっていました。すると、にわかに空そらが曇くもって来て、見る見る夜のように真っ暗くらになってしまいました。それで、恐る恐る空そらを見上げますと、大きな鳥が舞い降りて来て、その大きな両翼つばさの影かげのためにこんなになったのだということが分かりました。鳥は、瞬またたく間まに降りて来て、白い円まる屋や根ねの上へ止とまりました。

    　この時、ふと私は思い出したことがありました。それは、水すい夫ふたちに聞いていたロックという鳥のことです。それで、すべすべした円まるいまりは、その鳥の卵たまごに違いないと思いました。こう思いつくと、すぐに私は頭に巻いていた布を解といて綱つなを作りました。そして、それを自分の腰のまわりに回まわして、両方の端はしをしっかりとロックの足に結びつけました。「……しめたぞ。この鳥は、今に飛び上るに違いない。そして、きっと私をこの島から連れ出してくれるに違いない」と、私はこう独ひとり言ごとを言って喜びました。

    　

    　　二、深い谷たに底ぞこには沢たく山さんの黒い蛇へびが

    　

    　はたして、間まもなく私は地から持ち上げられました。そして、雲に届とどくかと思うまで高く上あがってしまいました。それからまた、だんだん下へ降りて行きました。そして、地に着きました。私は手早く頭ず巾きんの布を解ときました。そしてロックから離れました。ロックに較くらべると、私はお話にならないほど小さいものでした。それでロックは、まるきり私に気がつかなかったらしいのです。ロックは、すぐに傍そばに寝ねていた大きな黒いものの方へ飛びかかって行きました。そして、それを口ばしで咥くわえて、飛び上あがってしまいました。

    　皆さん、それから私がつくづくと他ほかにもたくさん寝ていた黒いものを見た時に、まあ、どんなに驚いたか、お察さつしください。それは、みんな黒い大きな蛇へびだったのです。なお、よくよくあたりを見ますと、ここは岩の重かさなり合った深い谷たに底ぞこでした。どちらを向いても、屏びよう風ぶのように険けわしい山が聳そびえていました。そして、その岩の間あいだには、この恐ろしい蛇へびよりほか何にもいないのでした。「……ああ、こんなことなら、いっそあの島にいた方がましだった。わざわざもっと酷ひどい目に遭あうために、この島へ来たようなものだ」と、私は泣き泣き独ひとり言ごとを言いました。

    　そして、じっと岩を見つめていますと、何だかきらきらとよく光る石が、そこら一面に散らばっているではありませんか。不思議だなと思ってずっと寄って見ると、それがみんな大変大きなダイヤモンドでした。ちょうど小石くらいの大きさのものです。私は、跳び上るほど喜びました。しかし、すぐに恐ろしい蛇へびが私に噛かみつこうとして狙ねらっているのに気がつきましたから、その喜びは、どこへやら背せ中なかにぞっと寒さむ気けが立ちました。

    　蛇へびは、どれもこれも大層そう大きなもので、象ぞうでも一口に飲みそうなものばかりです。昼間はロックが恐こわいのでじっとしていても、夜になると、のたりのたりと這はい回まわって食べ物を捜さがすのでした。私は、日が暮れないうちに岩の中なかの穴を見つけて、その中なかにしゃがんで震ふるえながら、夜の開けるのを待ちました。そして朝になってから、もう一度、谷へ出て行きました。――さて、これからいったいどうしたらいいのだろうと、じっと座すわって考えていますと、ちょうど目の前へ、ころころと大きな生なまの肉の切れが転ころがって落ちて来ました。それからまた、同じようなのが落ちて来ました。そして、次から次と落ちて来て、見る見る盛り上あがってしまったのです。

    　

    　　三、鷲わしの巣すとダイヤモンド谷

    　

    　この時、私はふとある旅行家から聞いた、ダイヤモンド谷の話を思い出しました。それは、毎年、鷲わしが卵たまごをかえす時じ分ふんになると、商人たちが高い山へ登って行って、生の肉の切れを谷たに底ぞこをめがけて転ころがし落おとすのでした。すると、谷に散らばっているダイヤモンドが、その肉の中なかへはまり込みます。その肉を鷲わしが雛ひなにやるために咥くわえて帰って来るのです。商人たちは、そこを待ち構かまえていて、鷲わしを巣から追い出して、肉の中なかのダイヤモンドを取るという話でした。

    　やがて、鷲わしが舞い下おりて来て、肉の切れを咥くわえて飛び上って行きました。それを見ているうちに、ふとある考えが浮かびました。それでとてもだめだと思って悄しよげていた私は、元気を出しました。そこで、まずあたりを探さがしまわって、なるべく大きそうなダイヤモンドを拾ひろって、ポケットに詰つめ込みました。それからまた、肉の一番大きな切れを見つけて、それをあの頭ず巾きんで作った綱つなで体へしっかりと結び付けました。鷲わしがまたすぐに獲物を取りに降りて来るだろうと思ったからです。それから、肉の切れの下に潜もぐって、地面の上へ寝そべりました。そして、どうなることかとじっと待っていました。

    　すると、まもなく鷲わしがすうーっと降りて来ました。そして、私の体からだに結ばれてあった肉を摑つかんでさっと飛び上りました。そして、高い高い山の上の岩の間あいだの巣の中なかへ、私を落し込みました。すると、思った通り、すぐに岩の後うしろから人が出て来て、大きな声で鷲わしを追い立てました。鷲わしは、びっくりしてそのまま飛び去ってしまいました。

    　この人は、この巣の番をしている商人で、肉の中なかのダイヤモンドを探さがしに来たのですが、私を見て、びっくりして、後あとへ飛び退のきました。けれども、すぐに、「……お前さんは、一体、ここで何をしているんだ。ああ、分かった。ダイヤモンドを盗みに来たんだな」と、怒ど鳴なりつけました。しかし、私は、落ちついて、「……まあ、お待ちください。私は決して泥どろ棒ぼうではありません。私の話をお聞きになったら、きっと私を気の毒に思って下くださるでしょう。そして、きっとお咎とがめにはならないでしょう。それから、お望のぞみのダイヤモンドなら、ここに少し持って来ましたから」と言うのでした。

    　

    　　四、ダイヤモンドをみんなに分ける

    　

    　そこへ、ほかの番をしている商人たちもやって来ました。私はみんなに今までの危あぶない目に遭あった話をして聞かせました。商人たちは、私の勇気とそんな危あぶない目からうまく逃のがれた智ち慧えとにびっくりして、ただただ目を見張っているばかりでした。それから私は、手に一いつ杯ぱいダイヤモンドを掴つかみ出しました。そして、みんなに見せました。みんなは、そんな立派なダイヤモンドを見たのは初めてのようでした。「……さあ、がっかりなさったかわりに、どれか一つお取りください」と、怒ど鳴なりつけた商人に言いました。

    　すると、その人は、「……では、この小さいのを一つ頂いただきましょう」と言って、きらきら光っている中なかから一番小さいのを一つ取り出しました。私は、もっと大きいのをお取りなさい、と勧すすめましたが、その人は首を振って、「……これ一つあったら、私が欲しいと思った財産をつくることが出来ます。私はもうこんな危あぶない思いをしてダイヤモンドを探さがしには来ますまい」と、言うのでした。

    　それから、みんなで港みなとをさして出かけました。そして、そこから船に乗って、家へ帰ることになりました。帰り路みちでもいろいろ危あぶない目に遭あいましたが、ともかく、バクダッドへ帰って来ることが出来ました。私は、ダイヤモンドを売って大変お金を儲もうけました。そして、沢たく山さんのお金を貧乏人に施ほどこしました。そして、前よりももっとお金持になって、人からちやほやされるようになったのです。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ここで、シンドバッドは、話を止やめました。そしてまた、百円をヒンドバッドにくれました。それから、ヒンドバッドは、家へ帰って行きました。次の日の晩も、また、お客様たちは集まりました。ヒンドバッドも、やっぱりやって来ました。シンドバッドは、また、危あぶない目に遭あった話をし始めました。すなわち、三度ど目の航こう海かいの話はなしであります。

    　

    　　四、三度ど目の航こう海かいの話はなし

    　

    　私は、しばらく家にいて、楽しく暮らしているうちに、だんだん苦しかったことや怖こわかったことを忘れて行きました。そしてまた、新しい冒険がしてみたくなりました。それに、まだ私は、家で静かにしてぶらぶら暮らしている年ではないと思いました。それで、この前の時のように、品物を買い集めて、商売の旅たびに出ました。

    　商売は、どの港でも大変都合よく行きました。品物がどんどん売れて行きました。そして、今度こそは、酷ひどい目にも遭あわないで済すみそうだと思っている矢や先さき、ある日、大嵐あらしがやって来ました。船は、すっかり方向が分からなくなってしまい、船長でさえも風かざ下しものある島の影かげへ来るまでは、どこをどう進んでいるのか皆かい目もく分からないというほどでした。仕方がないので、私どもは、ともかくも、その島の影かげで嵐を避さけるために錨いかりを下ろしました。けれども、船長がこの島をつくづくと見た時に、急に髪かみの毛を引きむしって、「……しまった、ここは猿さるの山に違いない」と、叫さけんだのでした。

    　

    　　一、猿さるの山と大おお入にゅう道どう

    　

    　それから船長は、この島へ来て、生きて帰った者はないのだ、という話をしました。なぜかと言うと、この島には、人よりも猿によく似たものがたくさん住んでいて、おまけに大そう喧けん嘩か好きだというのです。船長のこの話が終らないうちに、もう小さなやつが大勢、海岸へ出て来たかと思うと、船をめがけてぽちゃぽちゃと泳およいで来はじめました。

    　それが近づいて来た時、よくよく見ると、一寸法ほう師しのようで、猿よりも憎にくらしいのです。そして、体中じゆうに赤い毛がぎっしり生はえていました。やがて船に泳ぎ着くと、みんなして船を海岸へ引っぱって行きました。そして、私どもを陸おかに追い上げて、今度は自分たちばかりが船に乗って、ほかの島をさして漕こいで行きました。

    　私どもは、怖こわ々ごわそこらじゅうを歩いてみました。そして、果くだ物ものや木の根を見つけて食べました。夕方になってから、向うに高い御殿が立っているのが見つかりました。それで、そこに隠かくれるところがあるかも知れないと思って、行って見ることにしました。御殿には黒こく檀たんの大きな戸が閉まっていました。押すと、すぐに開きました。私どもは、中庭へ入って行きました。誰もいないで、ひっそりとしていました。

    　しかし、しばらく見まわっているうちに、骨ほねを小山のように積み重ねてあるところへ来ました。そこには、物を焼く時に使う金かな串ぐしが一いつ杯ぱい散らばっていました。わけが分からないものですから、私たちは、だいぶ長い間、じっとそれを見ていました。すると、太い雷かみなりのような音が聞えて来ました。みんながその方を振り向くと、ちょうど黒こく檀たんの戸がそろそろと開きかかっているところでした。そして、紅くれないと金を混ぜたような夕焼けの空の中なかに、ぬうーっと現われたのは、恐ろしい大おお入にゅう道どうでした。

    　その大おお入にゆう道どうは、松やにのようにまっ黒な色をしていて、棕しゆ櫚ろの木のように背が高いのです。額ひたいの真ん中に一つまっ赤かな目がありました。それはちょうど石炭が燃えている時のようにぎらぎら光っていました。口は真っ暗くらな井戸のようで、唇くちびるは、駱らく駝だのように胸までぶら下がっていました。そして、耳は象のように大きくて、肩の辺へんまで垂たれていました。また爪つめは、鷲わしのように尖とがっているのでした。

    　

    　　二、毎晩、一人金かな串ぐしに刺して食べる

    　

    　私どもは、この大おお入にゆう道どうを一目見るやいなや気を失って、そのままそこに倒たおれてしまいました。やがて、息いきを吹き返してみると、大おお入にゆう道どうは、私たちを一人ずつつまみ上げて、そのまっ赤な目で丁寧に調べているところでした。すぐに私がつまみ上げられました。私は、高いところでぶらんぶらんしていました。大おお入にゆう道どうは、ぐるぐる私をまわしながら体の方々をつねってみるのです。太っているかどうかこうして調べるのです。やがて、私が骨と皮ばっかりに痩やせているのが分かると、下へぽーんと投げました。それから、また、仲間の一人をつまみ上げました。この人もくるくる回されたりつねられたりして苦しそうでした。その次には船長をつまみ上げました。この人は、みんなの中では一番太っている人です。大おお入にゆう道どうは、にやりと笑って、船長を金かな串ぐしにぷすりと差し込みました。そして焼き始めました。それから船長を夕ご飯にして食べてしまうと、ぐうぐう眠り始めました。そのいびきは、一晩中じゆう、雷がごろごろ鳴り響ひびいているようでした。

    　そして朝になると、私たちには目もくれないでさっさと出かけて行きました。すぐに、私どもは、寄り集まって自分たちの不ふ運うんを悲しみ合いました。そして、どこかほかに隠れ場を探さがそうと思って、御殿を出て行きました。しかし、島じゅうどこにもそんなところはありませんでした。夜になって、仕方なく、また御殿へ帰って来ました。すると、まもなく大おお入にゆう道どうも外から帰って来て、また仲間の一人をつかまえて、昨日の船長と同じようにして食べてしまいました。

    　

    　　三、筏いかだを作り始める

    　

    　次の朝、大おお入にゆう道どうが出かけて行った後、私どももやっぱり出かけました。今度は、もう一度、この御殿へ食べられに帰って来るくらいなら、いっそ海へ身を投げて死ぬ決心でした。それから、方々探さがしてもやっぱりどこにも隠かくれ場はありませんでした。そして、出るともなく海岸へ出てしまいました。すると、仲間の一人が、「……私たちは、もう神様に見離はなされてしまったのです。あんなにして一人一人殺されて行くよりも、いっそみんな一緒に死んでしまおうじゃありませんか」と言いました。「……なるほど、それももっともです。しかし、まあ皆さん、私の考えも一つお聞きください」と、私はそれに答えてから、口を切りました。それから、「……このあたりに流れついている流りゅう木ぼくを拾ひろって、筏いかだを作りましょう。そして、若もしもあの大おお入にゆう道どうを殺すことが出で来きなかったら、それに乗って、逃げたらよいじゃありませんか。いかがです」と相談してみました。すると、みんなこの話に賛成してくれました。

    　

    　　四、大おお入にゆう道どうの目を金かな串ぐしで刺す

    　

    　そして、夕方までに筏いかだを作り上げて海岸につないで置きました。さて、それから、帰りたくもない御殿へ、いやいやながら帰って行きました。きっと今晩も誰かが殺されて食べられてしまうに決まっていましたが。大おお入にゆう道どうは、また一人をいつものように夕ご飯にして食べると、大いびきで寝てしまいました。そこで私どもは、静かに大きな金かな串ぐしを二つ取り上げました。そして、かっかっと石炭が燃えている中なかへつっ込みました。そして、それがまっ赤になるのを待って、こっそりと大おお入にゆう道どうの寝ているそばへ近寄って行きました。それから、みんなで力を会わせて、その金かな串ぐしを大おお入にゆう道どうの目の中なかへ突き刺しました。

    　大おお入にゆう道どうは、恐ろしい唸うなり声を立てて、痛いたいのと腹が立つのとで飛び起きました。そして、腕うでを伸ばして私どもを捕つかまえようとしました。けれども、もうめくらになっているものですから、私どもはうまく逃げまわって隅すみの方にうつ伏せになっていました。それでとうとう一人も捕つかまえられませんでした。

    　大おお入にゆう道どうは、わあわあ泣きながら、やっと黒こく檀たんの戸のところまで行きました。そして、手さぐりで戸を開けて、真っ暗くらな闇やみの中なかへ消えて行ってしまいました。その泣き声がいつまでもいつまでも夜の空そらにごーごーと鳴り響ひびいていました。

    　私どもは、すぐに筏いかだを繋つないであった海岸をさして走って行きました。そして、そこで大おお入にゆう道どうが死んでしまったのか、まだ生きているのか分かるまで待つことにしました。けれども、やっぱり私たちは運が悪かったのです。夜が開けて行くに従って、雷のような足音が聞えて来はじめました。それは、怒ったあの大おお入にゆう道どうが仲間を二人連れて来る足音でした。二人ともさっきの大おお入にゆう道どうに負けず劣らずの恐ろしく背の高いやつでした。私どもは、それを見るやいなや大急ぎで筏いかだに乗りました。そして、沖おきへ向って漕こぎ出しました。すると、大おお入にゆう道どうたちは、岩を拾ひろっては、筏いかだをめがけて投げ始めました。そのために私の筏いかだよりほかの筏いかだは、みんな海に沈んでしまいました。

    　私の筏いかだには、ほかに二人の仲間が乗っていましたが、三人ともどうしてもここから逃げたいと思いました。それで、ある限りの力を出して漕こぎました。それで、まもなくほかの島へ着くことが出来たのです。この島には大そう美味おいしい果くだ物ものがありました。私どもは、食べたり休んだりして、しばらく疲れを癒いやしていました。

    　

    　　五、木の上で大きな蛇へびを逃のがれる

    　

    　すると俄にわかに、ざーざーと恐ろしい響ひびきが聞えて来ました。そして私どもは、何だか急に気分が悪くなってしまいました。仕方がないのでじっとしていますと、とても大きな蛇へびがぬうーっと這はい寄って来ました。そして、あっという間に仲間の一人を呑のんでしまいました。「……ああ、やっと一つ逃のがれたと思えば、今度は前よりももっと悪いことがやって来る。ほんとうにどうしたらここから逃げて行くことが出来るのだろう」と言って、私たちは嘆なげきました。それでも助かった二人は、走り続けて、やっと高い木の下まで来ました。そして、大急ぎでその木へ登りました。その木には、運よくも果くだ物ものがなっていました。そこで二人は、まずお腹なかをこしらえました。

    　その夜、私は、一番高い枝えだに登っていましたが、また蛇へびのざーざー言う音で目を覚さましました。すると、どうでしょう、蛇へびは、木にぐるぐると巻きついて、今にもたった一人の私の仲間を呑のもうとしているのです。そして、あっという間もなくまた大きな口を開けて、ぺろりと呑のみ込んでしまいました。「……ああ、こうなっちゃ、もうどうしたってだめだ。番に呑のまれるのをじっと待っているよりも、いっそ崖がけの上から海へ飛び込んで死んでしまおう」と、こう私は独ひとり言ごとを言いました。けれども、海辺まで来てみますと、そんなことをするのは、あんまり意い気く地じがなさ過ぎると考えたのです。

    　そこでまた引き返して来て、木の枝えだだの葦あしだの茨いばらだのをできる限り集めました。そして、それを束たばにして、しっかりと結ゆわえ、それで以て木の下に円まるい小屋のようなものを立てました。そして、その天てつ辺ぺんを固く固く結び合わせて、どこにも蛇へびが入って来る隙すき間まがないように丁てい寧ねいに作り上げました。

    　さて、その晩も、恐ろしいざーざー言う音が聞えて来ました。けれども、蛇へびはただ小屋のまわりをぐるぐるとすべり回まわっているだけでした。私は、恐ろしさのあまり死んだ人のようになって震ふるえながら夜を明かしました。こうしてまた、私は助かりました。そして、海辺へ出て行きました。今度こそは、もう身を投げて死のうと決めて行ったのです。あんな恐ろしい目に遭あうのは、とても我が慢まんが出来ないと思ったものですから。

    　しかし、有あり難かたいことには、海辺に立って沖おきの方を眺ながめていますと、一いつ艘そうの白しら帆ほがこちらへ近づいて来るのが見えました。私は頭ず巾きんを取って夢中になって振り回まわしました。すると、まあ何て嬉うれしいことでしょう、その船からはボートを下おろしました。私を助けに来るのです。まもなく、私はその船に乗ることが出来ました。そして、一切の話をしました。誰も彼も私を可愛そうに思って、大変親切にしてくれました。そして、新しい着物を出して来て、「……そのぼろぼろになった着物とお着き替がえなさい」と、言ってくれる人もありました。そのほかいろんなことをして私を慰なぐさめてくれたのです。

    　

    　　六、港でシンドバットの多くの荷物が

    　

    　そんなにして、航海を続けているうちに、白びやく檀だんの木が一杯生はえている島へ着きました。そこで錨いかりを下ろして、商人たちは、島の人たちと取とり引ひきをするために陸おかへ上って行きました。そのあとで船長が私を呼んで言うには、「……実は少しお願いしたいことがあるのですが、聞いて下さいませんでしょうか。ほかでもありません。まあ、この沢たく山さんの荷物を見てください。これはみんなこの船に乗っていたバクダッドの商人のものなのですが、気の毒なことには、その人をある島へ置き去りにしてしまったのです。それで私は、この荷物をみんな売り払って、そのお金をその商人の家の人にあげたいと思っているのですが、あなたこれを陸おかへ持って上って売って下さいませんでしょうか。もちろん、分け前は差し上げるつもりなんですが」と言うのでした。

    　そこで、私は、「……それは結構なお考えです。だがその商人の名前は何と言うのでしたか」と聞いてみました。すると、船長は、「……シンドバッドと言うのです」と、答えたではありませんか。私は、行こう李りについている私の名前を調べてみました。それから船長に、「……その人は本当に死んだのですか」と聞きました。船長は、「……それが気の毒なんです。とてもあの島では助かっている見込みはありません」と答えました。そこで、私は船長の手を取って、「……船長、私の顔をよーくご覧ください。あなたは、この顔に覚えはありませんか。私こそ、そのシンドバッドです。あのロックの島に取り残されたシンドバッドです」と言いました。そして、船長にいろいろ怖こわい目に遭あった話をして聞かせました。そのうちにだんだん私がシンドバッドだということが分かって来ました。そして、大喜びで品物を（みんなと今までにほかの島で私の品物を売って儲もうけたお金とを）私に渡してくれたのでした。

    　それから、間もなく、私たちはバクダッドに着きました。私は、今度の商売では、とても数え切れないほどお金を儲もうけていました。それでもっと多くの土地を買い、また、たくさんのお金を貧民たちに施ほどこしました。そして、間もなく、危あぶなかったことや苦しかったことをみんな忘れてしまいました。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　そこで、三度目の航こう海かいの話はなしは、終りました。シンドバッドは、また、ヒンドバッドに百円やるようにと、召めし使つかいに言いつけました。それからまた、ヒンドバッドは、四度ど目の航こう海かいの話はなしを聞きに来るのでした。

    　

    　　五、四度ど目の航こう海かいの話はなし

    　

    　三度目の航海の後あとは、私は大変豊かに仕合せに暮らしていました。しかし、皆さん、呆あきれてはいけません。また私は、ただお金持でぼんやり家にいるのでは、どうも満まん足ぞくが出来なくなりました。旅をして、いろいろの冒険をしたいと思う心が、抑おさえても抑おさえてもどうしても止やみませんでした。

    　私は、また商品を買い集めました。そして、仲間の商人と一緒に船に乗って、外国の港をさして出かけました。船は、いろいろの港に着きました。私どもは、それぞれお金儲もうけをしました。ところが、ある日、大嵐あらしがやって来たのです。そして、船長でさえも船をどうすることも出来なくなってしまいました。

    　帆ほは風のためにぼろぼろに千ち切ぎられて、まるでリボンのようになってしまいました。波は、何遍べんも何遍べんも甲かん板ぱんの上を洗って、そのうちに船はとうとう沈み始めました。乗組員とお客様の大部分は、溺おぼれてしまいました。しかし、私ども二、三人は、やっと板切れに取り付くことが出来たのです。そして、一晩中じゆう、恐ろしい思いをしながら波に漂ただよっているうちに、ある島へ流れ着きました。「……生きているより、死んだ方がましだった」と、そう思いながら、夜が開けるまで海岸に倒たおれていました。

    　

    　　一、人喰くいの野や蛮ばん人の群れが

    　

    　やがて、朝になってから、何か食べるものが欲しくなったので、島の奥おくの方へ歩いて行きました。大して歩きもしないうちに、まっ黒な野や蛮ばん人の群れに行き会いました。この野や蛮ばん人どもは、すぐに私たちを取り巻いて、自分らの小屋の方へ引っぱって行きました。そして、まず初めに食べ物をくれました。私の仲間は、それをがつがつ言って食べました。けれども私は、もともと用心深いたちですから、食べる風だけしておきました。なぜかと言いますと、どうもこの野や蛮ばん人どもは、人間の肉を食べているらしく思われたからです。

    　でも、本当に食べないで良かったのです。私の仲間は、食べ物を呑み込むとまもなく気を失ってしまいました。そして、やがて気がついた時にはもうすっかり気違いになっていました。これはどう見ても、野や蛮ばん人どもが何か企たくらんでいるのに違いないと思いました。その次にまた、ご飯の上にやしの油をどっさりかけて持って来ました。この時は、「……はーあ、こうしてみんなを太らせておいてから食べるんだな」と分かりました。それで、私は一層怖こわくなりました。それからはいよいよ何にも食べませんでした。それで大変痩やせてしまい、誰だって殺して食べようとは思わないほどになってしまったのです。

    　さて、ある日、年取った野や蛮ばん人がただ一人番をしているきりでみんな出て行ってしまったことがありました。それで私はやすやすと抜け出すことが出来ました。私はできる限り大急ぎで森の中なかへ走って行きました。そして、そこで七日ほど過ごしました。しかし、やがてまた走り出て、とうとう島の反対の川へ行きつきました。そこには、西洋人たちが、コショウ取りに来ていました。そして私を見て、大変びっくりしました。それから私の話を聞いて、なおなお驚いてしまいました。「……あの野や蛮ばん人どもは、誰だって見つかり次第、殺して食べてしまうのです。無ぶ事じに逃げ出して来たのは、きっとあなた一人でしょう」と言うのでした。

    　

    　　二、馬の鞍くら作りと島の娘むすめとの結婚

    　

    　それから、私を自分たちの船に乗せて、その国へ連れて行きました。そして、王様のお目通りへと連れて出ました。それから、みんなはなかなか親切にしてくれましたが、王様も特別にお取り立て下くださって高い位くらいにつけて下くださいました。

    　さて、その島は、大変お金のたくさんある島でした。そして、都みやこでは盛んに商売が行なわれていました。私もすぐに仕合せになって満足していました。しかし、この島で驚いたことには、誰も彼も馬によく乗るのですが、鞍くらやあぶみや手た綱づなを使う者がないのです。それで、ある日、私は王様に、「……陛へい下か、なぜこの国では鞍くらを付ける人がいないのですか」と伺うかがって見ました。すると王様は、不思議そうな顔をなすって、「……何を言ってるのかね。わしはまだそんな言葉を聞いたことがないよ」と、おっしゃっるのでした。

    　そこで私は、なめし皮を作る職しょく人にんの中なかから、利り巧こうそうなのを一人連れて来て、立派な鞍くらを作ることを教おしえました。そして、私もまたあぶみだの拍はく車しやだの手た綱づなだのを作りました。そして、これらがみんな出来上ってから、揃そろえて王様に差し上げました。そして、どういうふうに使うということもお教えしました。すると、すぐに王様はそれをお使いになって大層そうお喜びになりました。また、それを見て、身分の高い人たちは、誰も彼も欲しがりました。それで私はまたみんなに作ってやりました。

    　さて、そのうちに私は、この島でも指折りの金持になって行きました。王様は、とうとう私にこの島の美しい娘と結けっ婚こんをして、この島の人間になってしまうようにとおっしゃいました。私は、その美しい娘というのを見ました。すると、王様のご命令通りにしたくなりました。それから二人は、一緒に仲よく暮らして行きました。私は、そろそろバクダッドのことを忘れ始めました。

    　しかし、ある日のことでした。大変なことが起ってしまいました。というのは、私がふだん仲良くしていた近所のお上うえさんが死んだのです。大変気の毒に思ったものですから、すぐお悔くやみに行きました。そして、「……あんまりくよくよなさらないように。お上かみさんはああして早くお亡くなりなすっても、そのかわりにあなたが長生きがお出来になりましょうよ」と、私は言いました。

    　

    　　三、その島の衝撃的な掟おきてとは……

    　

    　その人は、俯うつむいたままじっと私の言うのを聞いていましたが、やがて、「……よしてください。どうして、あなたは、私がこれから長生きが出来るなんておっしゃるのです。私はもう二、三時間したら家か内ないと一緒に埋うめられてしまう身じゃありませんか」。「……ああ、あなたはまだこの国の掟おきてをご存じなかったのですね。ここでは妻つまが死んだら夫はそれと一緒に埋うめられるのです。そして、もし夫の方が先に死ねば、妻がそれと一緒に埋うめられるのです」と言うではありませんか。「……まあ、何て恐ろしいことだろう。そんなことは、とても本当とは思われない」と、私はそれを聞いて、こう叫さけびました。

    　そこで、王様にこのことを伺うかがいました。すると王様は、ただそれはこの国の掟おきてなんだからそうされるのだ、とおっしゃったきりでした。それから誰に聞いても、これを不思議に思っている人はありませんでした。まあ何て怖こわいことだろう、何て嫌いやなことだろう、と思っているうちに、とうとうそれが私の身の上に降りかかって来ました。ある日のこと、私の妻が病気になったのです。そして、わずかの患わずらいの後のち、とうとう死んでしまったのです。すると、町の人がやって来て、妻に一番いい着物を着せました。そして、髪かみには宝ほう石せきを飾かざり付つけました。それから高い山の上へ運んで行くのでした。

    　山の上には石が一つ置いてありました。その石を持ち上げると、下は深い深い穴になっていました。そしてその中なかへ私の妻は落されてしまいました。私は、どうか助けてくださいとずいぶん頼みました。しかし、誰も私が何を言っているのか聞こうともしませんでした。せっせと小さいパンを七つと水差しに一杯の水とを用意していました。そして、それを私に持たせて、穴の中なかへつき落し、石の蓋ふたをしてしまいました。

    　私はたった一人、暗い穴の中なかに閉じ込められてしまったのです。しばらくの間は、泣くにも泣かれませんでした。それから七日の間は、ともかくも、少しながらもパンと水がありましたから生きていることが出来ました。しかし、それもとうとうなくなってしまった時、私はいよいよ死ぬのだなと思いました。その時、急にほら穴の向う側に何か生きた物が跳び込んで来たのが目に入りました。そして、その小さなねずみ色をしたものが、私の前をぴょんと跳んで行きました。

    　

    　　四、その島から抜け出ると

    　

    　私は、はっと立ち上りました。そして、その後あとを追いました。すると、まもなくそれが岩の割れ目の中へ入って行きました。私もまた思い切ってその中へ飛び込みました。中は大へん窮屈でした。おしつぶされるような思いをしながら、なおもそのあとをつけて行きました。そして、これはずいぶん来たもんだな、と思った時でした。気持のいい海の風が熱ねつくなっていた私の頬ほおにさっと吹いて来たのです。まもなく私は、ほら穴から抜け出すことが出来ました。そこは青々とした空そらの下の海辺でした。

    　私がついて来た小さな獣けものは、きっとこの道から入ったのでしょう。それで出る時、私に道案あん内ないをしてくれたようなものでした。それからまた、私は勇気を起して元来た道へ引き返しました。そして、ほら穴の中に散らばっていた宝石を拾ひろい集め、それを行こう李りに詰めて、また海辺へ出て来ました。そして船が来るのを待つことにしたのです。

    　一日中、私はじっと沖おきを見つめていました。やっと次の朝になって、うれしや、とうとう一隻せきの船を見つけることが出来ました。私は、さっそく頭ず巾きんを解といて振ふりました。それから、大きな声で叫さけびました。すると、まもなくボートが下おろされて、私の方へ漕こいで来ました。「……どうしてこんなところへいらっしゃったのです。私たちはまだここの海岸に人がいたのを見たことがありませんよ」と、ボートの水すい夫ふたちは言うのでした。

    　その時、私は、どうしても墓はか穴あなから出て来たのだとは言うことが出来ませんでした。もしも元のところへ連れ返かえされたら、大変だと思ったものですから。それで、「……二、三日前、難なん船せんして、やっとこの行こう李りだけ持って上ったのです」と、言っておきました。都合のいいことには、水すい夫ふたちはもう何にも問いませんでした。そして、すぐにボートを漕こぎ出して、私を本船へ連れて行ってくれました。

    　こんなふうにして、また無事に帰って来ました。もちろん、前よりも一層金持ちになりました。そして、あんな恐ろしい目に遭あっても助かったとは、まあ何て有り難いことだろうと思ったのでした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ここで、シンドバッドは、止やめました。そして、ヒンドバッドは、また百円もらい、また明あ日すの晩も来るようにと、その時は、五度ど目の航こう海かいの話はなしをするからと言うのでした。

    　

    　　六、五度ど目の航こう海かいの話はなし

    　

    　さあ、これから五度ど目の航こう海かいの話はなしを始めようと思います。（それは、翌あくる晩、みんながテーブルのまわりに腰を掛かけた時に、シンドバッドは、こう口を切りました。）

    　ご存知のように、今までずいぶん酷ひどい目に遭あっていながら、私の冒険好きはやっぱり止やみませんでした。家の中なかにじっとしていることが焦じれったくて、またまた海へ行きたくてたまらなくなったのです。

    　そして、今度は他人ひとの船に乗らないで自分の船を作りました。そうすれば、どこへだって行きたいと思うところへ行けますし、従って、したいと思うことをやって商売が出来るわけです。さてこの船は、かなり大きなものであり、ほかに五、六人の商人も乗り込んでもらいました。そしてまた、海へ乗り出しました。それから、五つ六つの港へ着きました。商売は、とんとん拍子に運びました。そうするうちに、ある日のこと、不思議な白い円まる屋や根ねのある沙漠のような島へ来ました。私はすぐに「……ははあ、ロックの卵たまごだな」と思いました。しかし、ほかの人たちは、まだ誰も見たことがないと言うのです。そして、ぜひ見てみたいから上あがらせてくれと言うのです。仕方がないので許ゆるしました。

    　その人たちは、近づいて行って、不思議そうに見ていました。ちょうどその時は、ロックのひなが今にも孵かえりそうになっていた時で、少し口ばしで殻からを破ろうとしておりました。すると商人たちは、私が止とめるのも聞かないで、この卵を壊こわしてしまいました。そして、ひなのロックを引き出して、料理をし始めました。私は、そんなことをすると、きっとあとで怖こわい目に遭あうに違いないから、およしなさい、およしなさい、と言って止とめました。しかし商人たちは、構わずどんどんいろんな御ご馳ち走そうを作っていました。

    　

    　　一、大きな鷲わしに襲われて

    　

    　すると、それからすぐでした。急に空が真っ暗くらになって、あのロックの大きな黒い両翼つばさが私たちの頭あたまの上へ覆おおい被かぶさって来ました。私たちは命いのちからがら船へと帰って、船長は、さっそく船を出しました。親鳥が大変怒おこっているということが分かりましたから。

    　恐ろしい大きな鳥は、すぐに海の上へ追っかけて来ました。空は見る見る真っ暗くらになってしまいました。見上げると、大きな両翼つばさがぴゅーんぴゅーんと風を切っています。尖とがった爪つめの間あいだには、大きな石を幾いくつも幾いくつも持っていました。それは石というよりも、岩と言いたいくらい大きなものです。

    　船の真ま上へ来た時、持っていた石を一つ落しました。石はびゅーっと唸うなりを立てて落ちて来ました。幸い、それは船には当たりませんでした。すぐ近くの海がまっ二つに裂けて、船のまわりには海の底の砂すなの混じった波が、まるで壁のように立ち上りました。やれ、うれしやと思って上を見上げると、まあどうしましょう、もう一羽ロックがやって来ているではありませんか。そして、しっかりと狙ねらいを定めて、今にも石を落そうとしているのです。ああ、とうとう船はだめでした。みじんに砕くだかれてしまいました。つぶされて死ななかったものは、海の中なかへ放り出されて、波のまにまに沈んで行きました。

    　

    　　二、ある島でお爺じいさんを肩かた車ぐるまに

    　

    　しかし、運のいいことには、私は浮いていた板に取り付くことが出来ました。そして、足をぶらぶらさせているうちある島へ着きました。ほんとうに全くこの島にこそは、私は驚いてしまいました。きっと世界で一ばん美しい島だろうと思います。今まで食べたこともないような美お味いしい果くだ物ものや、それはそれは美しい花がそこら一面にあって、綺き麗れいな小川がさらさらと流れていました。私は、これまでの恐ろしさも疲れも忘れてしまって、凉すずしい木蔭かげに休みました。

    　翌あくる朝、散歩かたがた果くだ物ものを取りに出かけました。そして、何だか哀あわれに見えるお爺じいさんが小川の堤つつみにじっと座すわっているのに会いました。その人は、大層そう年を取っているらしいのです。そして、さもさも弱っているようでした。私は大変可か哀わい想そうになってしまいました。それで、「……もしもし、ここで何をしていらっしゃるのですか。難なん船せんでもなすったのですか」と聞いてみました。けれども、そのお爺じいさんは、悲しそうに首を振っただけでした。そして、この小川を渡らせてくれと手まねで頼みました。私は、機嫌よく、よろしいと言って、しゃがんで、その人を肩かた車ぐるまに乗せました。お爺じいさんは、思ったよりも重うございました。

    　私は小川を渡りました。それからその人を下おろそうとしました。するとどうでしょう、お爺じいさんは、降りようとはしないで、両方の足でますます私の首を強く締めていくのです。私は息が出来なくなりました。そして、とうとうあっと言ったきり気を失ってしまいました。それから、しばらくして気が付きましたが、やっぱりお爺じいさんは、私の肩に跨またがっていました。そして、痩やせて尖とがったその膝ひざで私をうんうん突き始めました。それがとても痛いのです。私はたまらなくなって、起きてまた歩き始めました。そして、その人が行けという方へ行くよりほかどうにもしようがありませんでした。

    　それからは、毎日毎日、口では言えないほどの苦しみをしました。一分間も変なお爺じいさんは、私の肩かたから降りようとしないのです。私が寝ている時でもそうなのです。そして、初めのように尖とがった膝ひざでうんうん私を突いては、おっ立てて行くのです。そして、自分は、しょっちゅう果くだ物ものを取って食べているのです。私も元より取って食べました。そうしなければ、お腹なかが空すいて死んでしまいそうでしたから。

    　

    　　三、お爺じいさんが葡ぶ萄どう酒しゆを飲むと

    　

    　さて、ある日のこと、私どもは大変たくさん瓢ひよう箪たんが生なっているところへ来ました。そして、そのうちにたった一つ中なかが空からになって日ひ干ぼしになっている瓢ひよう箪たんがありました。私はそれを取って、その中なかへ葡ぶ萄どうの汁しるを絞しぼり込みました。そして、日のよく当たりそうなところへぶら下げておきました。それからまた、あちらこちらと歩きまわって、四、五日経たってから、瓢ひよう箪たんのところへ行って見ますと、どうでしょう、美お味いしい美お味いしい葡ぶ萄どう酒しゆが出来ているではありませんか。

    　私は、大喜びでぎゅうぎゅう飲みました。すると急に元気が出て来て、何だか嬉うれしくなりました。そして、思わず歌を歌ったり踊おどったりしました。肩かたにいたお爺じいさんは、吃驚びつくりしてしまいました。そして、手真ま似ねで自分にも飲ませてくれと言いました。私は仕方がないので瓢ひよう箪たんを渡しました。その瓢ひよう箪たんは、大変大きなものでした。それでお酒もずいぶん入っていたわけです。お爺じいさんは、それを一滴も残さないまで飲んでしまいました。それから、変な声で何かしゃべり始めました。そして、次第に足をゆるめて行きました。私は、この時とばかりうんと力を込めて、お爺じいさんを地面の上へ放り出しました。お爺じいさんは、投げ出されたまんま起き上ろうともしませんでした。

    　私は、やっと重おも荷にを下おろしてせいせいしました。そして、にこにこしながら海うみ辺べの方へ歩いて行きました。ちょうど海辺には五、六人の水すい夫ふが、樽たるを持って水を汲くみに上あがって来たところでした。私を見て目を丸くしながら、「……お前さん、こんな島へ何をしに来たんだね」と、こう尋たずねました。私は、船が壊こわれてからの一部始終を話しました。すると、その人たちはますます驚いてしまいました。そして、「……そんな危あぶない目にあっても、助かったなんて、まあ、なんてお前さんは運のいい人なんだろう。だが、その肩に乗っかってたというお爺じいさんはね、海爺じじいと言って、そいつに捕つかまったが最後、助かりっこはないんだよ」と言いました。それから、私を船へ連れて行きました。

    　

    　　四、猿さるを使っての椰や子しの実狩がり

    　

    　そのうち、船は大きな港に着きました。その港の町の家は、みんな石で作ってありました。そこで今まで大変親切にしてくれた一人の商人が、私にみんなと一緒に椰や子しの実を取りに行かないかと勧すすめました。そして、「……これをお持ちなさい」と言って、大きな袋ふくろを渡しました。それから、「……決してみんなにはぐれて勝手な所へ行っちゃいけませんよ。みんながするようにするんですよ」と言いました。

    　さて、それから私たちは、随ずい分ぶん遠い椰や子しの木の森もりへ行きました。椰や子しの木は、大層背が高くて、まっすぐでおまけに幹みきがすべすべしていました。私は、これではとても登れないだろうと思いました。そして、一体どうして実を取るのだろうかと待っていました。

    　それから、みんなはうんと椰や子しの木のそばへ近づきました。その時、私は、木の枝に猿がたくさん登っているのに気がつきました。そして、その猿は、私たちを見つけるが早いか、ぐんぐん上の方へ登のぼって行きました。すると、みんなは一斉にこの猿に向って石を拾ひろっては投げ、拾ひろっては投げ始めました。私は、ずいぶん酷ひどいことをすると思いました。それで、「……どうしてそんなことをするんです。猿さるは何にも悪いことなんかしやしないじゃありませんか」と聞きました。

    　しかし、すぐにその訳わけが分かりました。猿が椰や子しの実を捥もいで、どんどんこちらへ投げ始めましたから。私たちは、大急ぎでその椰や子しの実を拾ひろって袋ふくろへ入れました。それから、またまた石を投げました。すると、猿もますます椰や子しの実を投げてよこしました。みんなの袋ふくろが一杯になってから町へ帰りました。そして商人に売りました。

    　私は、それから間まもなくバクダッドへ帰って来ました。帰り道、方々の島へ寄ってハッカだの伽きや羅らの木だの真珠だのを買い集めました。そして、家へ帰ってから、それらの品々を売りました。すると、どうして使っていいか分からないほどたくさんのお金が手に入りました。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ここで、シンドバッドは、御ご馳ち走そうを持って来るようにと言いつけました。そして、ヒンドバッドが家へ帰る前に、また百円やるようにとも言いました。召めし使つかいはその通りにしました。次の夜、たくさんのお客様と荷に担かつぎのヒンドバッドとが、いつものところへ腰を掛かけた時に、シンドバッドは、六度ど目の航こう海かいの話はなしを始めたのでした。

    　

    　　七、六度ど目の航こう海かいの話はなし

    　

    　今度は、まる一年家に居いました。その間あいだ、また航海に出る支し度たくをしていました。友達とか親類の者たちは、行かせまいとしていろんなことを言って引き止めにかかりましたが、私はどうしても承知しませんでした。まもなく今度は、うんと長い航海をするつもりで出かけました。けれども、この航海は、初めから都合よく行きませんでした。すぐに酷ひどい大嵐あらしにあって、風のまにまにあちらこちらと流された挙げ句、とうとう船長も水先き案内もどこをどう走っているのか、だんだん頼たよりなくなって行くばかりでした。

    　すると、ある時のこと、俄にわかに船長が頭ず巾きんを脱ぎ捨てたかと思うと、ぐんぐん髪の毛を引きむしって気違いのようになってしまいました。みんなはびっくりして、ばらばらっと船長のそばへ駆かけ寄って行きました。「……どうしたんです、どうしたんです。気をしっかり持ってください」と、てんでに言いました。すると船長は、「……もうだめです、もうだめです。船は危あぶない潮の流れの中なかへ入ってしまいました。もう二、三分したら、何もかも微み塵じんに砕くだけてしまうでしょう」と言うのでした。

    　まったくでした。船長の言葉が終るか終らないうちに、船は、気味悪くすうーっと走り出したかと思うと、見る見る険けわしい山の裾すその岩の折れ重かさなった海岸へどんと突き当たってしまいました。そして、粉こな微み塵じんになってしまいました。けれども、みんな不思議に助かりまして、積んでいた荷物と少しばかりの食べ物と一緒に岩の上へ打ち上げられたのです。海岸には難なん破ぱ船せんのかけらとまっ白になった骨ほねとがたくさん散らばっていました。

    　

    　　一、難なん破ぱ船が漂着した海岸は

    　

    　船長は悲しげに、「……さあ、皆さん。死ぬ用意をしましょう。今までにこの海岸に打ち上げられて助かった人はないのです。ご覧の通り、後あとはとても登ることの出来ない山ですし、また、助け船が来ることの出来るところでもありませんから」と言いました。しかし、そうは言っても、食べ物をみんなに分けてくれました。ともかくも、生きていられる限りは、生きていた方がいいと思ったからでした。

    　さて、この島で私が驚いたことは、大変きれいな川が山から流れ出ているのですが、それが海へ流れ入らないで海岸に沿そって少し流れてから、また山すその岩で出来ているほら穴の中なかへ流れ込んでいることでした。そして、そのほら穴の中なかを覗のぞいてみますと、その入口の岩は、宝ほう石せきがはめ込んであるように沢たく山さんきらきら光っています。川底にもダイヤモンドだの宝ほう石せきだのが散らばっていました。それから、海岸のどんな隅すみっこのようなところにも難なん破ぱ船せんから打ち上げられた荷物が転ころがっていました。

    　

    　　二、筏いかだで岩穴の中なかを流れて行く

    　

    　さて、私の仲間は、食べ物がなくなるに従って、一人一人と死んで行きました。それを私は、次から次と埋うめてやりました。そして、とうとう私一人になってしまいました。私は、もともと、何でもほんの少ししか食べないたちでしたから、それで私の食べ物が一番おしまいまで残っていたのでした。「……ああ、悲しいことだ。私が死んだら、誰が埋うめてくれるのか。ああ、どうしてももう自分の国へ帰ることは出来ないのか」と。

    　ある日のこと、そんなことを思いながら川の縁ふちを歩いていました。そして、岩穴の中なかへ流れ込んで行く水をじっと見つめていました。そのうち、ふとある考えが浮かびました。それは、この川は、一たんは山の中なかへ流れ込んでいるけれど、きっとまたどこかへ流れ出ているに違いない。そして、この川を下くだってみたら、ひょっとしたら助かることが出来るかも知れないということでした。

    　それから、急に元気が出てきて、海岸に散らばっている木や板を拾ひろって来て、丈夫な筏いかだを組みました。そして、たくさんのダイヤモンドだのルビーだの難なん破ぱ船せんの荷物だのを積みました。それから忘れないで少し残っていた食べ物も積みました。そして、よくよく気をつけて筏いかだを岸から離はなしました。すると、すうーっと気持よく走り出して、すぐに真っ暗くらなほら穴の中なかへ入りました。どんどんどんどん私はその真っ暗くらな中なかを流れて行きました。川幅はばは、だんだん狭くなって、天井も次第に次第に低くなって行きました。そして、頭をごつんごつんと打ってだんだん苦しくなりました。それで私は、筏いかだの上へぺちゃんこに腹這ばってしまいました。

    　

    　　三、筏いかだの流れ着いた先は……

    　

    　やがて食べ物も、とうとうみんな食べてしまいました。今度こそ、いよいよ死ぬのだと私は諦あきらめました。そして、いつの間にか眠ってしまいました。何時間も何時間もそのままでいたらしいのです。何だかがやがや言う声がするように思って、私はふと目を開きました。――ああ、その時、どんなに喜んで飛び起きたか、お察さつしください。私の目には青々とした大おお空ぞらが入ったのです。川は静かに広々とした田んぼの中なかを流れていました。

    　変な声だと思ったのは、黒んぼが大勢寄って集たかって、私の筏いかだを土ど手ての方へ引っぱって行こうとしていたのでした。私には黒んぼの言っていることがちっとも分かりませんでした。しかし、その中なかにたった一人アラビアの言葉を話せる男がいました。それがこう言うのです。「……まあ、静かにしていらっしゃい。……あなたは、一体、誰ですか。どこからいらっしったのですか。私どもはこの国の者です。田んぼへ出て働いていますと、筏いかだが流れて来て、その上にあなたが眠っていらっしゃるので、お助けしたのです。さあ、どうか、ここまでいらっしゃったわけを話してください」と。「……ありがとう、いや、どうもありがとう。お話ししましょう。ですけれども、その前に何か食べる物を下くださいませんか。お腹はらが減って声が出そうもないのです」と、言いました。

    　

    　　四、島のセレンジブ王の御殿へと

    　

    　黒んぼたちは、すぐに食べ物を持って来てくれました。それで私はやっと力がついて、気分もよくなりましたので、何もかも詳くわしく話してやりました。すると、みんなは、「……この人を王様のお目通りへ連れて出よう」と口を揃そろえて言いました。それから、私に王様はセレンジブ様というお名前で、世界中で一番偉えらくて一番の金持だと話して聞かせました。私は、喜んでついて行くことにしました。もちろん、宝ほう石せきなどの入れてある行こう李りも持って行きました。

    　セレンジブ王の御殿は、大変立派なものでした。私はまだ生れて一度もあんな立派な御殿を見たことがありません。王様は、大層そう私を労いたわってくださいました。そして、私の申し上げる話を大変面白そうにお聞きになりました。そして、私がどうぞ自分の国へ帰らせて下くださいませとお願いしますと、すぐに船を出すようにと家来にお命じになりました。それから、ご自身でバクダッドの王様へ宛あてて手紙をお書きになって、私には立派な土み産やげ物ものを下くださいました。

    　こんなにして私は、バクダッドへ帰って来ることが出来たのです。そして、すぐにカリフ様の御殿へ行って、手紙とセレンジブ王から頂いただいた土み産やげ物ものとを差し上げました。「……まあ、このコップはたった一つのルビーをくり抜いて拵こしらえたものじゃないか。おやおや中なかには、まあ、立派な宝ほう石せきで模様が描かいてあるんだな。おや、これはまた象でも飲みそうな大きな蛇へびの皮じゃないか。ああ、背せ中なかの紋もんがまるで金のように光ってるな。これさえあれば、どんな病気だって治なおせる」と、こんなふうにカリフ様は、手紙と土み産やげ物ものを持って大喜びなさいました。それから、「……さあ、シンドバットや、セレンジブ王がどんなにお金持でどんなに立派であるか話してごらん」と、おっしゃるのでした。

    　私は、「……陛へい下か、それはとても私のつたない言葉では申し上げることが出来ないかと存じます。セレンジブ王は、いつも大きな象に乗っておいでになりますが、おそばには金色の着物を着た千人の騎き兵へいが仕えているのでございます。そして、王様の金の鉾ほこには、エメラルドで飾かざりが付いております。まあ、申してみれば、ソロモン王のような暮らしを遊ばしていらっしゃるとでも申しましょうか」とお答えしました。

    　王様は、熱心にお聞きになりました。そして、私にご褒ほう美びを下くださいました。私は、家の者や友達が待っているだろうと思って、大急ぎで家へ帰りました。それから持って帰った宝たから物ものを売って、貧乏人に施ほどこしをしました。その後あとは、静かに楽しい日を送りましたので、今までの恐ろしかったことや辛つらかったことは、遠い昔むかしの夢ではないかとさえ思うようになったのです。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　これで、シンドバッドは、第六度ど目の航こう海かいの話はなしを終りました。そして、お客様たちに明あ日したの晩もまた来て下さいと言いました。翌あくる晩、また、お客様がみんなテーブルについて御ご馳ち走そうが済すんだ時に、シンドバッドは、いよいよ一番最後の航こう海かいの話はなしを始めました。

    　

    　　八、一番最後の航こう海かいの話はなし

    　

    　さて、六度目の航海の後のちは、私はもう決してどこへも行くまいと心に決めていました。もう冒険がしたいとも思いませんでした。しかし、ある日、友達を呼び集めて、御ご馳ち走そうをしています時に、召めし使つかいの一人が入って来て、「……ただ今、カリフ様のお使つかいがお見えになって、旦だん那な様にお目にかかりたいとおっしゃいますが」と言うのでした。

    　私は、お使つかいを通とおさせて、さて、「……どういうご用でございましょうか」と聞きました。すると、お使つかいは、「……カリフ様がお召めしでございます。すぐにおいでください」と言うのでした。仕方がないので、私はすぐに御殿へ出かけました。そして、王様の前に出ました。「……シンドバッドや、一つお前に頼みたいことがあるのだがね。それは他ほかでもない。わしは、セレンジブ王に手紙と贈り物を差し上げたいと思うのだが、お前、持って行ってくれまいか」と、王様がおっしゃるのでした。

    　私は、はっと首くびをうな垂だれました。私の顔は、きっと死んだ人のようにまっ青になっていたことでしょう。「……陛へい下か、せっかく陛へい下かのお頼みではございますが、私はもう決して旅へは出まいと神様にお約束しましたので」と、やっとこうお答えしました。それから、ぽつりぽつりと今まで六遍ぺんの航海で出遭あった実に様さま々ざまな冒険のお話をしました。

    　王様は、びっくりなさいましたが、それでも、「……どうしてもこの使つかいにだけは行ってくれ」と、おっしゃるのでした。お断ことわりがし切れなくなって、私は、とうとう「……承知しました」と申し上げてしまったのです。

    　

    　　一、帰き途と、海賊に襲おそわれる

    　

    　カリフ様のお使いの船は、バクダッドを出しゆつ立たつしました。それから穏おだやかな航海を続けた後のち、セレンジブの島へ着きました。町の人たちは、大喜びで迎えに来てくれました。私は、さっそく御殿へ伺うかがって、役人に私の来たわけを話しました。役人は、私を御殿の中なかへ連れて行きました。やがて私は、王様の前に出ました。王様は、「……おお、シンドバッド、よく来てくれたね。わしはあれからも時々お前のことを思い出して、もう一度会いたいと思っていたんだよ」とおっしゃるのでした。

    　私は、カリフ様のお手紙と見事な贈り物とを差し上げました。王様は大変お喜びになりました。二、三日居いた後のち、私は帰ることにしました。そして、自分の国をさして船を急がせました。けれども、またまた帰りの船で悪いことに出遭あってしまったのです。ほかでもありません、私たちは海賊に遭あったのです。そして、船は取られるし殺されなかった者は、みんな奴隷に売られてしまいました。私もまた、ある金持の商人のところへ奴隷に売られてしまったのです。

    　

    　　二、奴隷の身で象ぞう牙げ狩りをする

    　

    　商人は、私を買って帰ってから、「……お前は、職人かね」と聞きました。「……いいえ、商人です」と私は答えました。すると、「……では、矢を射いることが出来るかね」と聞きました。それで私は、「……出来ます」と言いますと、商人は、私に弓と矢を渡して、大きな森へ連れて行きました。それから木へ登れと言いました。そして、「……そこでじっと番をしていて、象がやって来たら射いるのだぞ。もしうまく当たったら、すぐに知らせにおいで」と言って、帰って行きました。

    　一晩中じゆう、私は見張っていました。けれでも、とうとう来ませんでした。しかし、夜が明けてから、とてもたくさんの象がぞろぞろとやって来ました。そこで私は、矢つぎばやに五、六本射いてみました。すると、大きな象が一匹ごろりと地の上へ倒たおれました。ほかの象は、驚いてみんな逃げて行きました。

    　私は、木から降りて、主人の商人のところへ知らせに行きました。それから、また主人に連れられ帰って来て、大きな象を地に埋うめて、そこに印しるしを付けておきました。こうしておいて、あとで牙きばを取りに来るのです。その後、ずっと私は、この仕事ばかりさせられましたが、そのうち、また怖こわい目に遭あうことになったのです。

    　

    　　三、ある象ぞうが象ぞうの墓ぼ地ちへと導く

    　

    　ある晩のこと、象が逃げて行くと思いのほか、私の登っている木のまわりを取り囲んで、大きな声で唸うなりながら足踏みをし始めたのでした。それは、まるで大地震のようでした。そして、とうとう木の根を引きちぎってしまいました。木は、めりめりと大きな音を立てて、倒れて行きました。私は、あまりの恐ろしさに気を失ってしまいました。しかし、すぐに気がつきましたが、その時、象は、その鼻で私をぐるっと巻いて高く持ち上げ、ぴょんと背中に乗せました。私は一生懸命に背せ中なかにかじり付きました。

    　すると象は、私を乗せたまま歩き出しました。やがて森を抜けて、小山のふもとに着きました。この小山には私は驚いてしまいました。白く晒さらされた象の骨ほねと牙きばとで埋まっているのです。象は、静かに私を地の上へ降ろすとどこかへ行ってしまいました。私は、びっくりして、この象ぞう牙げの山をしばらく見つめていました。そして、象がこんなに賢い知恵を持っているのに感心したのでした。

    　象は、私をここへ連れて来て、自分たちを殺さないでもこんなにたくさんの象ぞう牙げが取れるということを教えるつもりだったのに違いありません。私は、ここはきっと象の墓ぼ地ちなのだろうと思いました。私はさっそく牙きばを二、三本拾ひろって町へ急いで帰りました。主人にこのことを話して聞かせたいと思ったものですから。

    　主人は、私の顔を見ると走って出て来ました。そして、「……まあ、シンドバッドや。私は、あの木の根が掘り返かえされていたもんだからね、お前は死んだものだと思い込んでいたのだよ。もうお前には会えないとばっかり思っていたのだよ」と言って、うれし涙を流しました。私は、さっそく象ぞう牙げの小山の話をしました。主人は、それを聞くと、喜んで、飛び上がりました。それから二人で一緒に小山へ行きました。私の言った通りだったものですから、主人はますます目をぱちくりさせて、しばらくは物さえ言いませんでした。

    　

    　　四、象ぞう牙げ船に乗ってバクダッドへ

    　

    　やがて、「……シンドバッド、もうお前を奴隷でなくしよう。これからはお前の好きなようにおし。それからこの象ぞう牙げをお前も取ったらどうだね。うんと取って、お金を儲もうけたらいいだろう。「……ああ、今まで私の奴隷が何人も何人もこの象狩がりのために命を捨していたが、もうこれからはそんなことをしなくてもよくなったんだねえ。まあ、これだけの象ぞう牙げがあったら、今に島じゅうが大金持になってしまう」と言うのでした。それで私は、もう奴隷ではなくなりました。そして、大変丁てい寧ねいにしてもらいました。

    　やがて、象ぞう牙げ船が入って来る時分になって、私は、この島にさようならをしました。そして、象ぞう牙げとほかの宝たから物ものを船に一杯積つんで故ふる郷さとをさして帰って来ました。バクダッドに着くと、私はすぐその足でカリフ様の御殿へ参りました。カリフ様は、私を見て、大変お喜びになりました。そして、「……シンドバッドや、わしはずいぶん心配していたよ。何かまた変なことが起ったのではないかと思ってね」と、おっしゃるのでした。

    　それで私は、海賊の話と象の話とをお聞かせしました。カリフ様は、びっくりなさいました。そして、私の七遍へん目の航こう海かいの話はなしをすっかり金の字で書き印しるして、カリフ様のお宝物として大事にしまっておくようにと、家来にお言い付けになりました。それから私は、家へ帰って来ました。そして、それからは、ずっと長のど閑かに家に暮らしているのです。

    　

    　　九、最後は……

    　

    　これで、シンドバッドの航こう海かいの話はなしは、終りました。それから、ヒンドバッドの方へ向いて、「……さて、ヒンドバッドさん。これでどうして私がこんな金持になったかがお分かりになったでしょう。もう私がこうして暢のん気きに暮らしているのを不ふ都つ合ごうだとはお思いにならないでしょうな」と、言いました。すると、ヒンドバッドは、シンドバッドの前へ出て、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、その手にキッスをしました。「……旦だん那な様、あなた様は、そんな辛つらい目にお遭あいになっても、よく我が慢まんをなすったからこそ、こんなお金持にお成りになったのでございます。あなた様のなすった苦労に比べますと、私の苦労なんか足元へも寄よれないほどでございます。あなた様は、きっと行末いくすえ永くお仕し合あわせにお暮らしになるでございましょう」と言うのでした。

    　シンドバッドは、この答えを聞いて、大変喜びました。そして、ヒンドバッドにこれから毎晩ご馳ち走そうをするから食べに来るようにと言いました。そしてまた、金きん貨かを百円やりました。それで、その後のち、ヒンドバッドは、とうとうシンドバッドの冒険の話を残らず覚おぼえてしまいました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　美女と野獣

    　　美女と野獣

    　

    　　一、ラ・ベルの家族構成

    　

    　昔むかし々むかし、ある所に、お金持の商しょう人にんがいて、三人の息子と三人の娘と都合六人の子供を持っていました。商人には、お金よりも子供のほうがずっとずっと大事であり、子供たちが誰だれもみな賢かしこく幸せに育つようにと、そればかり願ねがっていました。

    　三人の娘たち、誰もきれいに生まれついて来ている中なかで、一番末すえの女の子は、綺き麗れいというだけでは足たりなく、それこそ照てり輝かがやくように美しく、まだ三つ四つの幼おさな子ごの時から、ラ・ベル（美うつくし姫ひめ）と呼ばれていたのが、大きくなるに従い、美人という言葉は、この娘一人のためにあるようになりました。顔かおかたちの美しいばかりでなく、心の素直で善よい子の娘とは裏うら腹はらに、二人の姉たちは、あいにく意い地じ悪わるでねじけていて、妹の美しい美しいと褒ほめられるのが憎にくらしくてなりませんでした。それに、この姉たちは、威張りやで見みえ坊ぼうで、世界一大金持のように思い上がって、ほかの商人たちの仲間を見下くだしながら、侯こう爵しゃくとか伯はく爵しゃくとか貴族の屋や敷しきに呼ばれて、舞踏会やお茶の会の仲間になることを、この上ない名誉に思っていました。そして、妹のラ・ベルがいつも家うちに引っ込んでいて、慎つつましくお父とう様に仕つかえているのを、「……あの子は馬鹿だから」と言って嘲あざけりました。なにしろ、家うちがお金持なので、娘さんをお嫁よめにと言って来るものは、断ことわり切れないほどありましたが、上の姉たちは、自分より上の身分の者のほかはまるで相手にしませんでしたし、末の妹は、まだわたしは子供で、当分、亡くなった母の代りに父の世せ話わをしてあげたいと思いますからと言って断ことわりました。

    　

    　　二、商売の破は綻たん

    　

    　ところで、人間の身の上は、いつどこでどう変わるか分かりません。さしも大金持だった商人が、ふとした躓つまずきから、一いっ遍ぺんに財産をなくしてしまい、残ったものは、田舎いなかのささやかな住居すまいばかりになってしまいました。そこで商人は、三人の男の子に言い含めて、てんでんに広い世せ間けんへ出て、その日その日のパンを稼かせげることにしましたが、女の子たちのうち、二人の姉は、自分たちは町に大おお勢ぜいちやほやしてくれる男のお友だちがあって、いくら貧びん乏ぼうになっても、きっとその人たちは見捨てずにいてくれると威い張ばっていました。けれど、いざとなると、誰も知らん顔をして、よりつこうともしないどころか、これまでお金のあるのを鼻にかけて、高こう慢まんに振ふる舞っていたものが、そんな様ざまになって、いい気味だと言って笑いました。それとは違って、末の娘むすめのことは、誰も気の毒がって、びた一文持たないのは承知で、ぜひお嫁よめに来てもらいたいという紳士は、後あとから後あとへと絶えませんでしたが、娘は、こうなると、よけいお父とう様のそばを離れることは出来ないと思って、どんな申込みも断ことわるのでした。

    　

    　　三、田舎いなか暮らしへ

    　

    　こんな次第で、一家は、否応なしに田舎いなかの小さな家に移りました。そして、三人の男の子は、一日外に出て、少しばかりある土地を耕たがやして、お百ひやく姓しようの仕事に勤いそしみました。末の娘むすめは、毎朝四時から起き出して、家うちじゅうの朝あさ飯めしを拵こしらえました。これは、初めのうちは誰だれも手伝ってくれるものもなく、随分辛つらい仕事でしたが、でも、馴なれると何でもなくなりました。それでひとしきり片づくと、娘は、本を読んだり、ハープシコード（ピアノに似た昔の楽器）を鳴らしたり、糸車を回したりしました。二人の姉はというと、よくよく生まれつきの怠なまけものらしく、朝もお昼近くなってやっと起き出して、外へ出ることも、遊びに行く所もないので、一日ただだらしなく寝そべって、ふくれっつらをしてぶつぶつ口くち小こ言ごとばかり言っていました。それで、妹の楽しそうにせっせと働いているそばで、「……この子は女中のことしか出来ないのじゃないか」と、軽蔑するように言うのでした。

    　

    　　四、一年後、

    　

    　こんなことで、どうにか一年立ちました。するとある日、町から知らせが届いて、難船したと思った商人の持ち船が、荷物を山と積つんだまま無事に港みなとへ入って来たということが分かりました。さあ、家じゅうの喜びと言ったらありませんでした。中でも二人の姉は、明日にももうこんな嫌いやな田舎いなかを離れて、町の大きな家へ帰れると言ってはしゃいでいました。そして、もう早さつ速そくに、今日、町へ出たら、着物と身の飾かざりの小こ間ま物ものを買って来てくれるように、父親にせがみました。「……それで、ラ・ベルちゃん、お前さんは、何にも注文はないのかい」と、父は言いました。「……そうですね、せっかくおっしゃってくださるのですから、では、薔薇ばらの花を一いち輪りん、お土産みやげにいただきましょう。この辺には一本も薔薇ばらの木がありませんから」と、娘は言うのでした。別段、薔薇ばらの花の欲しいわけもなかったのですが、姉たちがわいわい言うなかで、自分一人、利り口こうぶって、わざと仲間外はずれになっていると思われたくないからでした。

    　さて、勇いさんで町へ出て行ったものの、いろいろ面倒な訴そ訟しよう事件になって、船の荷物は、そっくり取り上げられ、商人は、出かけた時よりももっと貧乏になって、またとぼとぼと田舎いなかの家へ帰って行く他ほかはありませんでした。あいにく冬ふゆで、もうあと家うちまで十五里（約六十㎞）という所まで来て、日はとっぷりと暮れて、道は雪で埋うまってしまいました。おまけに、大きな森一つ通り抜けなければなりません。寒さは寒さむいしお腹なかは空すくし、商人は、もうこのままここで行き倒だおれになるのかと思うほどでした。

    　

    　　五、森の中なかに一軒家が

    　

    　そうするうちに、ふと長い並なみ木き道みちの遙はるか向むこうにぽつんと一つ火ひあかりが見えました。商人は、ほっとしながら乗っていた馬の首くびを並木道の方へ向けて道の尽きる所まで行ってみますと、案外にも、そこに素晴らしく立派な御殿が立っていました。しかも、窓からは、赤々と明あかりが差さしていながら中なかには人一ひと人りいる気配もありませんでした。戸を叩たたいてみても、庭にまわってみても、やはり森しん閑かんとしていました。その間あいだに、乗って来た馬だけが、馬うま屋やの戸の開いている隙すきから入り込んで、まぐさ槽おけのほし草やからす麦をがつがつして食べていました。商人は、馬を残して、自分だけそっと中なかへ入ってみましたが、やはり、誰も出て来る者も、声を掛かける者もありません。そのくせ、炉ろの火はかんかん燃えていて、テーブルにはちゃんと一人前のご馳ち走そうとお酒の支し度たくがしてありました。

    　商人は、なにしろ肌はだの下したまで雪ゆきが染しみ通とおっていたので、構かまわず炉ろの火ひで体を乾かわかしながら、独ひとり言ごとのように言いました。「……ごめん下ください。いずれ出ておいでになることと思いますが、このお家うちのご主人様なりお召めし使つかいの方なりどうか火に当あたらせていただきます」と言うのでした。

    　

    　　六、寝て起きた翌朝、薔薇ばらを一枝えだ折ると、突然、

    　

    　こう言って、しばらく待っていましたが、誰も出て来るものがありません。時計は、十一時を打ちました。が、もうお腹なかが減へって気が遠くなりそうなので、テーブルにあった若わか鶏どりを一切れおっかなびっくら食べてしまい、ぶとう酒も四、五杯飲みました。これでお腹ができると元気も出てきて、ゆっくりとそこらを見まわしました。やがて、十二時を打った時に、商人は、開いている戸から広ひろ間まを抜けて出て、幾いくつも幾いくつも素晴らしい部へ屋やを通って、最後に、寝ね心ごこ地ちよさそうなベッドの置おいてある部へ屋やに来ました。それをみると、もうとても草くた臥びれ切っていたので、着物を脱ぬぐなり、ごそごそと入り込みました。

    　翌あくる朝十時を打つまで、商人は目を覚さましませんでしたが、目を開ひらいてみて、驚いたことに、昨日きのうまで着ていたぼろぼろ着き物ものがさっぱりと新しいものに替かわっていました。これで誰だれか心のいい妖女が、この御殿の主あるじなのだと思って、窓から外をふと覗のぞきますと、夕べの雪がきれいになくなって、花で覆おおわれた東あずま屋やのあるきれいな花園になっているので、いよいよそれに違いないと思いました。さて、もう一度、夕べ食事をした大広間へ戻もどって来てみますと、もうちゃんとテーブルに朝食の支し度たくがしてありました。今度は遠慮なく食事を済ませると、馬はどうしたかと思って見に行きました。すると、途中、薔薇ばらの花はな棚だなの下を通ったので、ふと末すえ娘のラ・ベルに頼たのまれたことを想い出して、お土産みやげに一ひと枝、薔薇ばらを折りました。途と端たんに、ううという、もの凄い唸うなり声がしました。そして、見るからに恐ろしい一匹の怪獣が現われるなり、背せ中なかを立てて向かって来たので、商人は怯おびえ上がって気が遠とおくなりかけました。「……恩知らずのど畜ちく生しようめ」と、その獣けものは、恐ろしい声で叫さけびました。「……おれは、お前の命いのちを助けて、この御殿に泊とめてやったのではないか。それを何よりおれの大事にしている薔薇ばらの花を盗ぬすむとは何事だ。その代だい価かは、お前の命いのちの血で払はらわせるぞ」と言うのでした。

    　

    　　七、命乞いをすると……

    　

    　商人は、可か哀わいそうに震ふるえ上がって、怪獣の前まえにぺたりとひれ伏ふしながら、「……殿との様、お許し下さい。お叱しかりを受けることとは存ぞんじませんで、つい娘からお土産みやげに一輪薔薇ばらの花をと望のぞまれたものですから。どうぞ、命いのちだけはお助け下くださいまし」と言うと、「……おれは、殿との様ではない。ただのけだものだ」と、怪獣は言うのでした。「……おれは、おべんちゃらは嫌きらいだ。口先の甘い言葉でつべこべ誤ご魔ま化かすことは止とめてもらおう。だが、お前、、娘があるそうだな。その中なかに一人ぐらい、たぶん来て、お前の命いのちに代ろうというものもあるだろうから、それでお前は許してやる。万一、それが嫌いやだと言うなら、三み月つきのうちに、お前が必ず戻もどってこなければならないぞ」と言うのでした。

    　商人は、娘たちの内うちの一人だって、自分の代りに死んでもらおうなどとは夢にも思いませんでしたが、さしあたり家へ帰って、娘たちの顔を見て、死にたいと思いました。それで、必ず戻もどって来る、と誓ちかいますと、怪獣もそれなり許ゆるしてくれた上うえ、空そら手で帰ることはないからと言って、夕べ眠ねむった部へ屋やへ、もう一度、行って見よと言ってくれました。そこには大きな箱があるから、この御殿の中なかにありそうなもの、何でもそれに一いつ杯ぱい詰めて行くがいい、いずれあとから箱は家うちまで届けてやると言うのでした。

    　

    　　八、家うちへと帰る

    　

    　商人は、せめて子供たちに持って行ってやるお土産みやげの出来たことだけでも喜んで、言われた通り行って見ますと、なるほど大きな箱があって、そのそばの床に金きん貨かが山と積つまれていました。商人は箱に金きん貨かを詰めると、それなりまた、とぼとぼ家うちへ帰って行きました。摘つまみ取った薔薇ばらの枝は、そのまま手に持っていて、子供たちが出で迎むかえますと、まず末すえの娘に薔薇ばらの花を渡わたしながら、「……さあ、ラ・ベルちゃんや、これを上あげるが、その花はな一輪がこの哀あわれなお父とうさんにどんなに祟たたったか、考えもつくまいよ」と言って、家うちを出てからの話を一通りして聞かせました。

    　そう聞くと、二人の姉は、大声を上げて、わあわあ泣き喚わめきながら、ラ・ベルがつまらないものをおねだりして、大事な父親とかけ替かえにしたと言って責めました。なぜ着物か、指輪にしなかったか、馬鹿な子だと言って罵ののしりました。けれど、ラ・ベルは、自分がしでかした過あやまちのために、涙一いつ滴てき流しませんでした。それよりか自分一人を投げ出して、父親の命いのちに代る覚悟をはっきり決めていたのでした。

    　

    　　九、御殿へと向かう

    　

    　妹の決心を聞くと、今度は、男の兄きよう弟だいたちが一斉に叫さけび立てました。「……いけない、いけない。そんなことをさせるくらいなら、われわれが行って、その怪獣のむこうを倒たおすか、こちらが倒たおされるか、勝負をつけてやる」と言うのでした。

    　けれど、商人は、息子たちを抑おさえて、それは、相手がどんなに恐ろしい野獣けだものだか知らないからだ。それに手向かいをしても、どうせ無む駄だに決まっている。それよりか、兄弟たちお互いに助け合って、こののち永ながく幸せに暮らしてもらいたい。それで安心して、お父さんは、また戻もどって行って、残りの命いのちを怪獣へ犠牲に献ささげるつもりだと言って、それなり自分の部へ屋やへ寝に行きました。ところが、驚いたことに、悲しみに紛まぎれてとうに忘れていた約束を、怪獣はちゃんと果たしてくれていて、部へ屋やの中なかに例の御殿で見た通り、大きなお土産みやげの箱一いつ杯ぱい金貨を詰めたままで、そっくり置いてありました。商人は、でも、このことを娘たちに話さないことにしました。それはお金が入ったと聞くと、さっそく、町へ帰ろうと言って、やかましく責めるに決まっていたからです。

    　さて、そののち三み月つきは立ちました。末すえ娘のラ・ベルの覚悟には、少しの揺ゆるぎもありません。いよいよ父親について一緒に行くことになりました。兄弟たちは、泣いて涙のお別れをしました。ただ、二人の姉だけは、ネギかニラで目をこすって、無理に出した涙でした。二人を乗せた馬は、ちゃんと道を覚おぼえていて、例の不思議な御殿へ連れて行ってくれました。そして、いつもの馬うま屋やへずんずん入って行きました。

    　

    　　十、二人は、野獣の御殿の中へ

    　

    　父親と娘は、別れて大おお広ひろ間まに入ると、今度もこうこうと明かりが灯ともっていて、テーブルには、ちゃんと二人前の御ご馳ち走そうが用意してありました。食事が済むと、たちまち凄まじい物もの音おとをさせて、怪獣が部へ屋やに現われました。娘は震ふるえ上がって、つっ伏していますと、怪獣はそばにやってきて、「……ここへ来たのは、自分から進んで来たのか」と尋たずねました。娘は、消えそうな声で、「はい」と答えました。「……それはどうもありがとう」と、怪獣は、唸うなるように言いました。それから、父親に向かって、「……さあ、それでお前さんには明日の朝すぐ帰ってもらおう。もうそれなりここへは来ないでもらいたい。では、ラ・ベル、今夜はお休み」と言い、「……お休みなさい、ラ・ベート」と、娘は言いました。この「ラ・ベート」というのは、意味は「野のけもの」ですが、「けものさん」という代りに、このお話の中なかでは、「ラ・ベート」と呼んでおきましょう。

    　そのあとで、商人は、もう一度、娘に頼んで自分だけ残して、このまま帰ってもらおうと思って、ひと晩じゅう、掻かき口く説どきました。けれど、父親に代ろうという娘の決心は、びくともしませんでした。父親もついに諦あきめて、「……怪獣だって、恐らく、不ふ憫びんに思って、ラ・ベルに何も危あぶないことはしないだろう」と、思うようになりました。

    　

    　　十一、ラ・ベルの部へ屋やに入ると

    　

    　さて、父親がしょんぼり帰って行ったあと、ラ・ベルもさすがに瞼まぶたが重くなりましたが、無理に涙なみだを払い除のけて、御殿の中なかじゅう歩き回まわってみました。そうするうち、ふと、一枚の扉とびらに、「ラ・ベルの部へ屋や」と書いてあるのを見つけて驚きました。慌あわてて開けてみますと、中は小こ綺ぎ麗れいにお飾かざりの出来た部へ屋やで、本ほん棚だながあり、ハープシコードが置いてあって、音楽が楽しく聞こえていました。（まあ、どうしたというのでしょう。どうせ今日きよう一日で命いのちを取られるに決まっているわたしのために、こんな立派なお部へ屋やの支し度たくが、どうしてあるのでしょうか。）

    　こう思いながら、試ためしに一冊いつさつの本を開けてみますと、金の文字で、「……あなたが望んだり、言い付けたりすれば、すぐその通りになります。あなたは、この御殿ではすべての上に立つ女王です」と、書いてありました。（まあ、わたしの望みと言ったら、お父とう様が、今どうしていらっしゃるか知ることですわ。）

    　ラ・ベルがこう心に思いながら、ふとそこの姿すがた見みを覗のぞいてみた時に、ちょうど父親の家うちへ帰ったところがそこに写うつりました。姉たちが出で迎むかえに出て来て、悲しそうな顔はしながらも、ほんとうは妹の居いなくなったのを喜んでいるのが分かりました。幻は、一瞬で消えましたが、ラ・ベルは、自分の望みを怪獣が叶かなえてくれたことを有り難いと思いました。

    　

    　　十二、一緒に、夕食を……

    　

    　お昼になると、ちゃんとテーブルにお昼の食事が並ならびました。食事の間あいだ、美しい音楽がずっと聞こえていました。でも、聞こえるだけで誰も出て来るものはありません。夜になった時、怪獣は出てきて、一緒に夕食をしようと言い出しました。ラ・ベルは、頭の天ぺんから足の爪つま先さきまでぶるぶる震ふるわせながら、それでも嫌いやということは出来ません。それを怪獣が見て、自分を随分醜みにくいとは思わないかと言って尋たずねました。「……はい、おっしゃる通りです」と、娘は答えました。「……だって、私、心にもないことは申せませんもの。でも、とてもいい方だと思っております」と、そんなことでだんだん打ち解とけて、楽しく食事が済みました。すると、突然、怪獣が「……ラ・ベルちゃん、あなた、私のお嫁よめさんになってくれますか」と言い出したので、娘はびっくりしてしまいました。びっくりしながら、それでも一生懸命、「……わたし、嫌いやでございます」と答えるのでした。

    　怪獣は、家うちじゅう震ふるえるほど大きな溜ため息いきをつきました。そして、悲しそうな声で、「……お休み、ラ・ベル」と言い残して、部へ屋やを出て行きました。娘は、ほっとしながらも、やはり人のいい心から「気の毒に」と思うのでした。

    　

    　　十三、父親の重い病気を鏡かがみで見て

    　

    　こんなふうで三か月ほど立ちました。怪獣は毎晩やって来て、一緒に夕食を食べました。そのうち、娘は、だんだん怪獣の醜い姿すがたかたちに馴なれて来て、それよりか余計その優やさしい良い心を好ましく思うようになりました。ただ、相変わらず、お嫁よめにならないかと言い続けるのが気の毒で苦しくなりました。それで、ある時、もうお嫁よめになることはやめて、いつもお友だちでいましょうと言いますと、怪獣は喜んで、そうやっていつまでもここから離はなれない約束をしてくれるように、と言うのでした。

    　ところで、その朝、例の姿すがた見みに映ったところでは、ラ・ベルの父親が娘がもう死んでいると思って大変悲しがって、重い病気になっていることが分かりました。しかも二人の姉は、よそへお嫁よめに行っていて、男の兄弟たちは、兵隊に出ていました。それで、娘は、怪獣にそのわけを話して、このまま長ながくここを出ることが出来ないなら、父親のことが心配で死んでしまうかも知れないと言いました。すると、怪獣は言いました。「……いいや、決してそこまでして、お前を止とめておこうというのではない。お前にそんな思いをさせるくらいなら、怪獣のわたしがお前をなくした悲しみのために死んだ方がましだ」と、言うのでした。

    　そこで、娘は、ほんの一週間したら、また帰って来るからと固かたく約束して、父親の見舞いに行くことを許されました。ただ、出て行く時、鏡の前まえに指輪を残しておいて行ってくれればいいと、怪獣は言って、いつもの通り、お休みなさいをして、出て行きました。

    　

    　　十四、家うちに帰り、十日後、御殿に帰ると、

    　

    　その翌あくる朝、目が覚さめると、ラ・ベルは、ちゃんと田舎いなかの小屋に運ばれて来ていました。父親は、娘の無事な顔をみると、病気は、けろりと治なおってしまいました。

    　父親は、さっそく姉たちを迎えに人を出しました。姉たちは、それぞれ夫と連れ立ってやって来ました。お嫁よめに行ったものの、この姉たちは、いっこう楽しく暮らしてはいませんでした。一人の夫は、威い張ばり屋で見えばかり飾かざって、ほんとうの愛情を知らない男でした。もう一人の方は、悪わる口くち屋で他人の粗あらばかり見つけて喜んでいるような男でした。それで、姉たちは、死んだと思った末すえの妹が無事でいて、しかも、食べ物にも着物にも何一つ不足なく、豊かに暮らしている様子を見て、妬ねたましくなりました。それで、どうかしてもう二度と怪獣の御殿に帰れないように、帰れば、すぐと怒おこられて食い殺されてしまうようにと祈いのって、一週間という約束を無理やり破やぶって、いつまでも引き留めておく企たくらみをしたのでした。

    　さて、その十日目の夜でした。ラ・ベルは、姉たちのわざとちやほやもてなす中なかで、夢を見ました。それは、気の毒に怪獣が半分死にかけて、夜、草原の上に喘あえぎ喘あえぎ倒たおれている夢でした。娘は、涙に浸ひたりながら目を覚さましました。それでいったん床から起き出して、指輪を鏡の前まえの台において、また床の中なかに入って、ぐっすり眠りました。さて、目を覚さましますと、いつかまた御殿へ運ばれて来ているので、ほっと安心しました。それから、晩の食事の時まで、さんざん待ち遠どおしく暮らして、早く怪獣に会うことばかり思っていました。ところが、八時が打ち、九時が打っても、怪獣は姿すがたを現わしませんでした。「……ああ、私、本当にあの人を殺したのではないかしら」と、そう叫んで、娘は、庭へ飛び出しました。そして、夢でみた草原の所へ来ますと、その通り怪獣は気を失って倒たおれていました。娘は、はっとして、そのからだを抱だき抱かかえました。すると、心臓がまだ打っているのが分かったので、近くの泉いずみから清し水みずを汲くんで来て、その顔にふっかけました。すると、怪獣はかすかに目を開いて、虫の息いきで言いました。「……お前が約束を忘れたので、私は物を食べずに死ぬ覚悟をした。でも、帰って来てくれたから、これでせめて楽しく死ぬことができる」と言うと、「……いいえ、ラ・ベートは死んではなりません」と、ラ・ベルは言いました。「……あなたはいつまでも生きていて、わたしの夫になっていただきます。今、私は、ほんとうにあなたを愛していることが分かりました」と言うのでした。

    　

    　　十五、魔法が解けて……

    　

    　さて、この言葉が叫さけばれた途と端たん、御殿中じゅう、火か事じのように明るく輝き出しました。五色しきの火ひ花ばなが大おお空ぞらに飛び散りました。盛さかんな音楽の響ひびきが大地を震ふるわせました。恐ろしい怪獣の姿すがたは、どこにも見えなくなりました。その代わりに、神々こうごうしいまでに立派な王子がそこにいて、娘の足元に膝ひざまづいていました。そして、娘の真ま心ごころの力で長年解けなかった「魔法の呪のろい」が解けて、ほんとうの姿すがたにかえられたことを喜んでいました。

    　でも、娘にはまだそれが分からないのです。それで、心配そうな目で怪獣の行ゆく方えを追っていました。「……まあ、お気の毒なラ・ベート、わたしの怪獣さんは」と言うと、「……その怪獣が私ですよ」と、王子が言いました。「……ある意地悪な妖女が、私を苦しめるために魔法で呪のろって、醜みにくい獣けものの姿すがたに変えてしまったのです。その呪のろいを解くには、いつか心の清きよい乙女が私の醜みにくい姿すがたかたちを忘れて、真ま心ごころから労いたわってくれるまで待たなくてはならなかったのです。それがあなただったのですよ」と。

    　さて、これからあとのお話は、詳くわしくするまでもないでしょう。ある日、突然、不思議にも姿すがたの見えなくなった若い君主の行ゆく方えを尋たずねまわっていた民たみたちの所へ、再び、その若き君子は、帰って行って、喜びを以て迎むかえられたのでした。それも一ひと人りでなく、この世に二人とない「美しい顔かおかたち」、そして、それよりも「もっと美しい優やさしい心を持ったラ・ベル姫」を連れているので、二重の喜よろこびに国じゅうが沸わき立ったのでございます。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　フランダースの犬

    　　フランダースの犬

    　

    　　一、二人の関係

    　

    　まず、ネロとパトラッシュ――この二人はさびしい身の上同志でした。二人ともこの世に頼るものなく取り残された一人ぼっち同志ですから、その仲なかのいいことは言うまでもありません。いや、「仲なかがいい」くらいな言葉では言い表あらわせません。兄弟でもこれほど愛し合っている者はまずないでしょう。ほんとにこれ以上の親しさは考えられないほどの間あいだ柄がらでした。しかも、二人、と言っても人間同志ではないのです。ネルは、フランスとベルギーの境さかいを流れるムーズ河の畔ほとりの田舎いなか町アンデルスに生れた少年。パトラッシュは、フランダース産の大きな犬なのです。この二人は、年数としかずから言ったら、いわゆる同じ年ですが、一方はまだあどけない子供ですのに、一方はすでに老犬の部類に入っています。二人が友達になったそもそもの始はじまりは、お互いに同情し合ったのがもとで、日を経へるに従って、その気持はますます深まり、今ではもう切っても切れない親しさに結びついてしまいました。村外はずれの小さな小舎こや、それが二人の家でした。

    　

    　　二、村の周辺の風景

    　

    　この村というのは、ベルギーの首府アントワープから一里半ばかり離れたフランダースの一いち村落で、まわりには麦畑や牧場が広々と連なっていて、その平野を貫く大きな運河の岸には、ポプラや赤揚樹はんのきの長い並なみ木きが、そよそよ吹く微そよ風かぜにさえ枝をゆすぶっていました。村には家いえ屋や敷しきがおよそ二十ばかり、その鎧よろい戸どは、みんな明るい緑色か青あお空ぞらそのままの色に塗ぬられ、屋や根ねは、多くは紅あかい薔薇ばら色いろ、または黒くろと白しろのまだらに塗ぬられていました。壁は雪のように真まつ白しろで、太陽に輝かがやいている時は目が痛いたくなるほどでした。村の中央には、苔こけむした土ど手ての上に風車がそびえ立っています。この風車は、この辺一帯の低地の目標ともなっているものでした。ずっとずっと昔むかし、この風車は翼はねも何もかもすっかり真紅まつかに塗られたこともありました。が、今はもうその燃えるような赤い色も風ふう雨うにさらされて汚きたなく色褪あせてしまい、回まわり具ぐ合あいも、よぼよぼのお爺じいさんのように、止とまったり動うごいたりという有あり様さまになってしまいました。とは言え、まだこの辺の人たちの麦搗むぎつぎの役は充分足しています。この風車と向き合って古ふるぼけた小さな教会堂が建たっています。その細長い塔とうの上の鐘かねは、朝に夕に静かな悲しげな音を響ひびかせるのでした。東北の方ほう広々とした平野の彼方かなたにはアントワープの旧教寺院の尖とがった塔とうがそびえ立っているのが望のぞまれました。平野には果てしもなく青やかな穀こく物もつの畑はたけが広がって、まるで一いち面めん海のようでした。

    　

    　　三、小屋の主人のお爺じいさん

    　

    　さて、その村外はずれの小こ屋やの主人というのは、大変年取った、そして大変貧乏な、ジェバン・ダースというお爺じいさんでした。このお爺じいさんも、ずっと以前は軍人で、あのナポレオンの大軍がこのベルギーに攻め入って来た時には、戦いに出た経歴も持っています。しかもこのお爺じいさんが、その戦場から持ち帰ったものとしては何一つなく、ただ、大きな傷を受けて、一生跛ちんばを引き摺ずらねばならないことだけでした。

    　ジェバン爺じいさんが八十才になった時に、爺じいさんの娘がアンデルスというところで死に、二才になったばかりの男の子をお爺じいさんの手に残しました。自分一人の暮しさえやっとであるこの貧乏なお爺じいさんは、それでも愚ぐ痴ち一つこぼさず、この厄やつ介かい者ものを引き受けました。そして、この厄やつ介かい者ものは直じきに、お爺じいさんにとって可愛い尊とうといなくてはならない大切なものになったのでした。その忘れ形がた見みのネロ――実の名はニコラスというのだが、それを可愛らしく呼んでネロとしたのです――は、この上ないお爺じいさんの慰め手となって、この小さな小こ屋やはほんとうに平和でした。小こ屋やは粗末な掘ほっ立たて小ご屋やに過ぎませんでしたが、お爺じいさんは、いつもきちんと片づけ、貝かい殻がらのように白く塗ぬり立てて、まわりには、ささやかな豆や薬草や南瓜かぼちやなどの畑はたけを作っていました。

    　

    　　四、お爺じいさんと孫まごそれに一匹の犬

    　

    　このお爺じいさんと孫まごとは、おそろしく貧乏で、全く何も口にすることの出来ない日が幾いく日にちもあり、たとえどんなにうまく行った日でも、これで十分というほど食べられることなど決してありませんでした。ですから二人にとっては、これで腹一いつ杯ぱいというだけ食べられれば、それがもう天国へ登ったほどありがたいことなのでした。しかし、こんなに貧乏でも、お爺じいさんは、親切でやさしく、孫まごのネロも、嘘うそを言わない無邪気な素直な心を持っているのでした

    　二人は、もうほんのわずかなパンの皮とキャベツの葉っぱで満足して、その上は何にも望みませんでした。ただ一つ、願いと言っては、犬のパトラッシュがいつまでも側そばにいてくれればいい、と言うことだけでした。ほんとうにパトラッシュがいなかったら、今頃、このお爺じいさんと孫まごはどうなっていたことでしょう。

    　パトラッシュは、彼かれ等らにとって全くなくてはならないものでした。この犬一匹が、彼かれ等ら――老いぼれた不具者と頑がん是ぜない幼おさな児ご――にとっては、ただ一人の稼かせぎ人にん、ただ一人の友だち、ただ一人の相談相手、杖つえとも柱はしらとも頼む、ただ一つの頼たよりなのでした。フランダースの犬は、一体に頭も四本の脚あしも大きく、耳は狼のようにぴんと立っていて、何代も何代も親譲ゆずりの荒い労働で鍛きたえ上げたがっしりしたその足は、何いずれも外側にひらいてふんばっていて、見るからに異常な筋肉の発達を示しています。全くフランダースの犬は、親子代々、一生、激しい惨むごたらしい労働にこき使われ、力尽きて、ついには路上に血を吐いて行き倒だおれる、という運命を持っているのでした。そうした犬を両親にしてパトラッシュは生れました。彼は悪あく罵ばと鞭むちとに育てられ、一いち疋ぴき前まえの犬となる前に、すでに荷車を引く擦すり傷きずの痛さと頸くび環わの苦しみを味あじわいました。彼は生れてやっと一年経たつや経たたずで、もう、ある金かな物もの行商人の手に売られ、そこで、思い出すも恐ろしい生活を強いられたのでした。その主人というのは、飲んだくれの情知らずで、食物たべものなどろくろく与えず、山のような荷を引かせ、絶え間なく鞭むちを振り下おろすのでした。幸か不幸か、パトラッシュには力がうんとありました。根がこう言った残酷な労働をするように生れ落ち、慣ならされて来た鉄のような血けつ統とうを受けているのですから、大たい抵ていの労働には、へたばることなく、したがって苦痛は増すばかりでした。重おも荷に、鞭むち、飢き渴かつこれらの苦しみが、この憐あわれな犬のその主人からもらうただ一つのお給きゆう金きんのようなもので、その他ほかには何一つ報むくいられるものはありませんでした。

    　

    　　五、パトラッシュの仕事

    　

    　こんな、地獄のような苦しみを、二年ばかりも堪たえて来た後あとのある日のことでした。その日パトラッシュは、いつもの通り、あの有名な画家ルーベンスが生れたアントワープの町に通ずる埃ほこりっぽい気持ちの悪い道を、喘あえぎ喘あえぎ、車を引いて行きました。車には、鍋なべ類、鉄皿、鉄てつ瓶びん、バケツ、その他いろんな瀬せ戸と物もの類、真しん鋳い類、錫すず類などが山と積んでありました。丁度夏の真盛まつさかりで、その暑あつさと言ったらありません。そうした中なかをパトラッシュは、一日中何も食べず、その上半日も水を口にしないのでした。パトラッシュは苦しげに喘あえぎました。けれども主人は知らぬ顔で、のっそりのっそりついて行くばかり、時たま犬の方を見るかと思えば、すでに鞭むちは打ち下くだされて、その長い革かわひもの先は、擦すり傷きずも露あらわな犬の腰にぐるぐると巻き付くのでした。金かな物もの屋は、道ばたに酒屋でも見つければ、忽たちまち入り込んでビールをひっかけるのでしたが、犬には、運河の水を一ひと飲みするだけの暇ひまさえ与えず、ただもう追い立てに追い立てて鞭むちを鳴らすのでした。

    　くわッと照りつける太陽に、焼けるように熱くなった道。飢え切ってきりきり痛いたむ腹、渇かわき切ってひりひり痛いたむ喉、目は砂ぼこりでかすみ、腰に結びつけられた重おも荷にの軛くびきの情け容よう赦しやのない重さ。さすがのパトラッシュも、ぼっと気が遠くなり、生れて初めてよたよたとよろめいて、口から泡あわをふいて倒たおれてしまいました。これを見ると金かな物もの屋は、彼独特の気付け薬を取り出しました。ああ、それは蹴けることでした。怒ど鳴なることでした。堅い樫かしの棒で殴なぐりつけることでした。しかし、どんなに蹴けってみても、怒ど鳴なってみても、殴なぐってみても、今度はもうパトラッシュには利きき目めがありませんでした。彼は、ただもうぐったりと身動きもせず、白っぽい埃ほこりの中なかに横たわったきりでした。しばらくして行商人は、もうこれはとてもだめだと分かると、さも忌いま々いましげに舌打ちをして、手荒く梶かじ棒ぼうから解き放し、犬の体を、どん、と草の繁しげみへ蹴け飛とばして、このやくざ野郎め、蟻ありに刺さされるとも、鳥に突つつかれるとも、勝手にしやがれ、と口汚ぎたなく罵ののしって、それから、ぷんぷん怒おこりながら今度は自分の車を坂の方へ引いて行きました。丁度その日は、向うのルーヴァンの町でお祭りがある前の日でした。で、金かな物もの屋は、早くその市場へ行き着いて、金かな物ものの店を出すのに都合のいい場所を取ろうと急いでいるのでした。ですからこんなことになった今、金かな物もの屋の癇かん癪しやくは大変なものでした。そのルーヴァンまでは、まだなかなかあるものですから、金かな物もの屋は、どこかに飼かい主ぬしにはぐれた犬でも居いないものか、いたら、なるたけ大きな奴をひっ捕とらえて、縛しばりつけてやろうと、悪ごすい目をきょろきょろさせながら、さもやり切れなそうに車を引いて行きました。パトラッシュは蹴けり込まれたままでいました。茫ぼう々ぼうと草の繁しげった溝みぞの中なかに……。

    　

    　　六、パトラッシュとの出会い

    　

    　その日、その街道は大変な賑にぎわいでした。てくてく歩く人、驢ろ馬ばに乗る人、あるいは二輪馬車、四輪馬車を走らす人、いずれも、お祭り気分で浮かれながらぞろぞろ行くのでした。もちろんその人たちの目にも、倒たおれた犬は写ったでしょうが、みんなそのまま行き過ぎてしまいました。要するにたかが死んだ犬一匹、――それが、この地方で何の珍しいものですか。世界中どこへ行ったって、やはり何でもないことになるのでしょう。

    　しばらくすると、人ひと波なみに揉もまれながら、腰の曲まがったよぼよぼの跛ちんばのお爺じいさんが、やって来ました。別にお祭りに出かけるらしくもなく、みすぼらしいぼろを着て、埃ほこりの中なかを黙り込んでやって来ました。このお爺じいさんがパトラッシュを見つけると、不思議そうに立ち止り、生えている雑草を分けてそばへ寄り、親切な目付きで、しげしげと犬のからだを調べてみるのでした。

    　お爺じいさんのそばには、三才ばかりの薔薇ばらのような頬ほっぺたの、髪の房々ふさふさした瞳ひとみの黒い子供がくっ付いていました。生えている雑草は、その子の胸までもあるのでした。子供はお爺じいさんにつかまり、これは大変だ、と言わんばかりに目を丸くして、可哀そうな犬をじっと見つめていました。こうして二人ははじめて会ったのでした。――子供のネロと大きな犬のパトラッシュとが。――

    　

    　　七、二人の世話でパトラッシュは元気に

    　

    　さて、ジェバン爺じいさんは、いろいろと骨を折って、ようやく犬のからだを直すぐ近くの自分の小こ屋やへ運び込み、息の絶えたこの犬を心を込めて介抱してやりました。しかし、パトラッシュの倒たおれたのは、暑さと饑き渇かつと疲れで、一いち時じ目がくらんだためですから、日蔭かげへ静かに寝かしておくうちに、やがて、元気を取り戻して来ました。そうして、はや、よろめきながらも立ち上ろうとさえするのでした。それから何週間もの間、パトラッシュは、力もなく、役にも立たず、全くの病犬で、死にはすまいかと案じられるほどでした。しかしその間、犬は決して荒く怒ど鳴なられることもなく、痛い鞭むちも受けませんでした。ただ受けるのは、可愛らしい子供の片かた言ことまじりの慰なぐさめと、お爺じいさんの親切な労いたわりばかりでありました。まことに、この寂さびしい年寄りと幼い子供、この二人だけが心を尽くして病気の犬を見守るのでした。小屋の隅すみには枯かれ草くさを山のように積んで犬の寝ね床どこが出来ました。そうしてお爺じいさんと幼い子供とは、じっと耳を澄まして犬の寝ね息いきを伺うかがい、その息さえ聞こえれば、ほっと安心するのでした。

    　犬は、ようやく元気になって、初めて、一声吠ほえてみると、それを嬉うれしがって、お爺じいさんと子供とは、どっと笑うのでした。そして、元気になってよかったとうれし涙なみだをこぼすのでした。殊ことにネロは、夢中になって喜んで、すぐ駆かけ出して行って、野菊を摘つみ集め頸くび環わを拵こしらえて来て、それを荒あら毛げのパトラッシュの頸くびにかけてやり、子供らしい赤い柔やわらかい唇くちびるで、何度も何度も接吻キスするのでした。こうしてパトラッシュは、すっかり元気を取り戻して、元通りの大きながっしりと力が満ちた犬になりました。はじめ、パトラッシュは、以前と様よう子すの違っているのが気がかりな風でしたが、間もなく、すべてのことが分って来たので、すっかり安心しました。こうしてお爺じいさんと子供の親切な心が分ると共に、パトラッシュの心の内うちには、生れて初めて愛というものが非常な力で湧き上ったのでした。そして、その愛は、その後一生、パトラッシュが死ぬまで、一度も鈍にぶったことはありませんでした。パトラッシュは、恵まれた、今度の新しい生活のすべてを知ろうとして、その澄んだ目で、じっと注意深く、お爺じいさんと子供のすることを見守っていました。

    　

    　　八、お爺じいさんの仕事は……

    　

    　さて、このジェバン爺じいさんの仕事というのは、毎朝、近所の牧場主たちの牛乳を、小さな手車で、アントワープの町へ運ぶことでした。村の人たちは、このお爺じいさんを憐あわれんでそうした仕事を与えていたのでした。何しろ極めて正直者ですから、牛乳を運んでもらうばかりでなく、村にいて、その他ほかの仕事としては、畑の番、牛小舎ごやや鶏小舎ごやの番、小さな田の番、その他といろいろ頼まれるのでした。しかし、もうそろそろお爺じいさんには、仕事が難しくなって来ました。なにしろ八十三という年寄になったのですから。アントワープへ行くにしても、三里からの道を歩かねばならないのでした。

    　パトラッシュは、初めて、しゃんと起き出た日、お爺じいさんが持って出たり持って帰ったりする牛乳缶かんを、じっと気をつけて眺ながめていました。鳶とび色の頸くびに野菊の花はな環わを巻まかれたままで、日ひ向なたぼっこをしながら。そして、その翌あくる朝になると、パトラッシュは、お爺じいさんがまだ車に手をかけない先に起きて行って、ぴったりと車の梶かじ棒ぼうの間にからだを置きました。それは丁度、私は車を引くことを知っています。どうかせめてこんな仕事なりでも、ご恩返しをさせて下さい、と言うかのようでした。が、このお爺じいさんは、犬に車を引かせるのは、神様が犬を作られた御み心こころではない、と信じている人でしたから、それを長いこと許さずにいました。しかし、パトラッシュはどうしてもそれを止やめません。お爺じいさんが、自分のからだを梶かじ棒ぼうに結ゆわい付けてくれないと知って、今度は、歯で咥くわえて引いて行こうとするのでした。これには、さすがのお爺じいさんも根こん負まけがし、また、自分の助けた動物の、恩を返そうとする心の健けな気げで熱心なのに打たれて、とうとうそれを承知してしまいました。そこで、犬が引きよいように車を作り直し、お爺じいさんの命いのちのある限り、それを毎朝犬がせっせと引くことになったのでした。冬になると、お爺じいさんは、ルーヴァンの祭りの日に、死にかかった犬を溝どぶから救い上げてやったことの仕合せを、つくづく感謝するのでした。何しろ、年老いて、衰おとろえる一方のお爺じいさんです。もしこの忠義な犬が骨身惜しまず働いてくれなかったとしたら、雪道やぬかるみの深い轍わだちの跡あとを、重い牛乳缶かんをつけて引っ張って行くのが、どんなに辛つらいことだったでしょう。

    　

    　　九、一方、パトラッシュは

    　

    　ところで、パトラッシュにとっては、こうして働くことがまるで天国のように思われました。あの因いん業ごうな昔むかしの主人に山なす重おも荷にを付けられて、一足毎ごとに鞭むちでぴしぴし打たれた身には、このお爺じいさんの緑色の小さな手て車ぐるまにぴかぴか光る真しん鍮ちゆうの缶かんを乗せて行くことなど、思いも掛かけなかった楽しさでした。まして親切なお爺じいさんが、絶えず優やさしい声をかけてくれたり、抱き締めたりしてくれるのですから。なお有あり難がたいことには、一日の仕事が三時か四時には済んでしまって、あとはパトラッシュの自由な時間なのでした。日ひ向なたぼっこをしようが、子供と一緒にふざけようが、近所の犬と遊ぼうが、全くしたい放題。パトラッシュは、もう満足し切っていました。殊ことに運のいいことには、前の主人の金かな物もの屋は、あのルーヴァンのお祭り騒ぎに酷ひどく酔っぱらった挙げ句、喧けん嘩かをして殺されてしまったのです。生きていて、若しも見つけ出されでもしたら、パトラッシュは否応なしにこの新しい居心地のいい家から、引き摺ずられて行かねばならなかったでしょう。

    　

    　　十、六歳になったネロ

    　

    　それから二、三年が経たちました。ジェバン爺じいさんは、それまで悩んで来た跛びつこの上に、今度はリュウマチを患わずらって足が酷ひどく痺しびれるようになり、もうこの上は、車について出かけられなくなってしまいました。この時、六才になっていたネロは、それまで何遍べんとなくお爺じいさんに連れられて行って、アントワープの町の様子も知り尽くしていましたので、お爺じいさんに代って車について行くことになりました。牛乳を売って代金を集め、それを、それぞれの牧場主に届ける。その様子がいかにもいじらしくて気の毒なので、見る人の心を感じさせずにはおきませんでした。

    　ネロはほんとうに美しい少年でした。黒目勝ちな凉すずしい瞳、薔薇ばらのように生々いきいきした頬ほお、そして艶つややかな髪かみが、ふさふさと華きや奢しやな襟えり元もとまで垂たれていました。で、この少年と犬と牛乳車をモデルにする画家が、たくさん出て来ました。――緑色の牛乳車に輝く真しん鍮ちゆうの缶かん、それを引くのは大きな鳶とび色の猛犬。梶かじ棒ぼうにつけた小鈴が、一足毎ごとに可愛い音ねを立てて、つきそうのは可か憐れんな美少年。小さな白い素す足あしに大きな木き靴ぐつを履はいて、ルーベンスの名画から抜け出して来たような楽しげな邪気あどけないその顔は、どんなに人を惹ひきつけたことでしょう、大勢の画家たちが我われ勝がちにと画えがいたのも尤もつともなことでした。

    　

    　　十一、毎日の生活ぶり

    　

    　ネロとパトラッシュとはすっかりこの仕事に慣れ、また、心からこの仕事を好いていたので、夏になってジェバン爺じいさんの病気が良くなっても、もうお爺じいさんは出かけて行かなくても済むのでした。お爺じいさんは、日当たりのいい小こ屋やの入口に腰を下おして、ネロとパトラッシュがいそいそと畑の木き戸どをくぐり、やがて、その姿すがたが遠くへ消えてしまうまで見送り、とろとろっと居い眠ねむりをして短い夢さえ見るのでした。やがて目を覚さましてお祈りをしたり、畑はたけのものなど見廻まわったりするのです、そうこうするうちに時計が三時を打つと、表へ出て、ネロたちを待ち受けるのでした。家うちへ近づくと、パトラッシュは嬉うれしそうに一声高く吠ほえます。そして梶かじ棒ぼうを外はずしてもらって、ゆっくりとくつろぐのです。ネロは、その日の賃金を得意そうに計算し、やがて、みんな揃そろってライ麦むぎのパンに牛乳やちょっとしたスープを添えて食べるのでした。

    　目を上げれば、野は次第次第に暮れて行き、宵よい闇やみが遥はるかな旧教寺院の尖とがった塔をぼかし始めるのです。それから、お爺じいさんにお祈りをしてもらって、みんな安らかな眠りに就つくのでした。こういう楽しい暮しが、幾日と続き、幾年と続きました。そして、ネロとパトラッシュの生活は、相変らず幸福で平和でした。

    　

    　　十二、春夏秋冬の生活ぶり

    　

    　春と夏とは、ネロたちにとって一番楽しい時でした。一体フランダースというところは、見渡す限かぎりどこまでも牧場や田畑が連つらなっているだけで変化に乏とぼしい、あまり面白いとは言えない土地ですが、そこにはまた、この地方独特の景け色しきもあるというものです。

    　運河の岸の梢こずえ鮮あざやかな長い並なみ木き道みち、水みず際ぎわには高い藺い（草ぐさ）の間に花が咲き、古ぼけた荷に足たり舟ぶねが、青い樽たるを積み、様々な旗はたをひらめかして、静かに滑すべって行く。変化に乏とぼしく退屈であっても、ネロとパトラッシュにとっては実にこの上もない楽園でした。二人は仕事が済むと、きっと連れ立って出かけて来て、運河の土手の滴したたるような青草の繁しげみに身を埋うずめて、浮び来る、浮び去る重おもたげな舟を眺ながめるのでした。すると、芳かぐわしい夏なつ花かの匂においと、爽さわやかな潮しおの香かおりとが混まじり合って漂ただよって来るのでした。二人は、優やさしげな満ち足りた瞳ひとみをして、いつまでもいつまでもそうして坐すわっているのでした。

    　しかし、冬はほんとうに辛つらいのでした。二人はまだ暗いうちから起き出るのに、それでも昼のうちに仕事がすっかり終おわるようなことは滅めつ多たになく、それに小こ屋やは、暖あたたかい時には思いもしなかったような隙すき間まや節ふし穴あなが一ぱいで、冬の夜更ふけには寒い冷たい風が吹き込んでまるで家か畜ちく小屋にでもいるような気がするのでした。春から秋へかけて、実らないながらもその繁しげった緑の葉で小屋を包んでくれた葡ぶ萄どうも、冬になるとみすぼらしく枯れ果てて、黒い汚きたない蔓つるが絡からみ付いているばかりです。誤って水を床に零こぼしたりすれば、じきそれが凍こおり付いてしまうのでした。広い荒あれ野のは雪に埋うもれて、ネロの華きや奢しやな手足は痺しびれパトラッシュの頑丈な脚あしも氷柱つららで傷ができました。しかし二人は健けな気げにも泣き言一つ言わず、梶かじ棒ぼうの鈴の音も朗ほがらかに毎朝三里の道を行くのでした。アントワープの町の人々はみないじらしがって、パン切れにスープを添えて持ち出して来てくれるお上かみさんや、帰りの空あき車ぐるまの中へ薪たきぎの束たばを入れてくれる人なども現われました。また同じ村の女などでわざわざ牛乳など取っておいて、二人の帰りを労ねぎらってくれる人もあるのでした。

    　そういうわけで、知る限りの人々に愛され、労いたわられて、この小さな藁わら小屋ごやの中なかは、いつも愉たのしげな笑わらい声ごえが満ちていました。

    　

    　　十三、パトラッシュの唯一の心配は……

    　

    　パトラッシュは、ほんとうに幸福しあわせでした。同じ炎天の下もとでも、同じ氷雪の路みちでも、昔と今では地獄と天国の相違です。たとえひどく空腹を感じ、足の傷いたみがひりひり痛むことがあっても、お爺じいさんの親切な労いたわりと少年の優やさしい接吻キスとは、すべての苦痛を補おぎなって余りあるものでした。パトラッシュは、この上、何を望みましょう。けれどもそのパトラッシュにたった一つ、不安と言えば言えるものがありました。それはこうでした。アントワープの都みやこには、古代石せき造ぞう建築の名残りがたくさん残っています。今はもうアントワープは、俗っぽい商業地になってしまいましたけれど、それでも、尊いお寺やお社やしろが昔の名残りを止とどめているのでした。

    　世に名高い大画家ルーベンスは、この町に生れたのです。アントワープが商業地以外に芸術の都としても世に知られるようになったのは、ひとえにこのルーベンスのおかげでした。彼の尊敬すべき偉大な魂は、今もなおアントワープの町の上をさまよい、見守っていると言えましょう。ほんとにアントワープ到いたるところにルーベンスを感じ、ルーベンスを感じることによって、この町のすべてが清められ深められるとも言えましょう。

    　そのルーベンスの白い墓ぼ標ひようは、アントワープの中央、セントジャック寺院内の、いと物静かなところに立っています。その静けさの上を、時折、穏おだやかなオルガンの音と讃美歌の合唱が流れて行くのでした。芸術家の墓のうちでも、こんないい場所にこれほど立派に立っているのは少いでしょう。

    　さて、パトラッシュの心配というのは、これでした。この厳おごそかに聳そびえている古びた石造建築の中なかに、時折、ネロの姿すがたが消えてしまう。その暗いアーチ型の玄関の奥にネロが吸い込まれてしまって、パトラッシュだけがぼんやり敷石の上に取り残されるのでした。

    　パトラッシュは、一体どんな面白いものがあって、自分と離れたことのない仲良しをいつもいつもあの門かど内うちへ誘い込んでしまうのだろうと、不思議でたまらないのでした。一、二度、彼はそれを見極めようとして、牛乳車をくっ付けたまま入口の石段をガラガラ上のぼりかけたことがありましたが、その度たび、黒服に銀の鎖くさりを付けた脊せの高い門番に一言いちごんの下もとに追い帰されてしまうのです。パトラッシュは仕方なく、小さい御主人に変りがなければいいがと案じながらじっと寝そべって、ネロが出て来るのを辛抱強く待っているのでした。

    　

    　　十四、なぜ、ネロは町の大寺院へ行くのか

    　

    　パトラッシュは、どこの村の人たちも教会へ行くことを知っています。大勢揃そろって、あの赤い風車の向かいの古ぼけた教会堂へ出かけるのも見ていますから、ネロがお寺へ入るのが別に心配というのではありません。ただ、気になるのは、その町の寺院から出て来る時のネロの顔色なのでした。非常に興奮したように赤く火ほ照てった頬ほおをしているかと思えば、また酷ひどく青ざめている時もあって、そういう日に限って、家へ帰ってからも、ぼんやり夢みるような眼をして座すわり込んだきり、一向遊ぼうともしないのです。そして、運河の彼方かなたに暮くれていく空そらを眺ながめては、いかにも思い沈んだ悲しげな様よう子すをしているのでした。

    　パトラッシュは、心配で心配でたまりません。これは一体どういうわけなのだろう、何にせよ、こんな小さい子供が、こんな真面目くさった顔つきになるのは、普通ではないし良いことでもないと、パトラッシュは口にこそ出さぬが気を配って、ネロの行くところは野と言わず、市場いちばの人混みと言わず、片かた時ときもそばを離れないことに決めたのでした。

    　おかしいことには、ネロは、村の教会へは行こうともしません。ただ行きたがるのはあの町の大寺院だけです。パトラッシュは、その寺院の大門の外そとに取り残されて脊伸びをしたりため息をついたり、はては大声に吠ほえたりしますが、どうにもなりません。やがて門の扉とびらが閉められる頃ころになって、ネロはようやくつまみ出されるようにして追い出されて来るのです。そして、すぐ犬の頸くびに抱きついて、その広い鳶とび色の額に接吻キスしながら、いつも決まったように、「……パトラッシュ、僕は見たくって――一目でいい。見さえすれば――」と、きれぎれに呟つぶやくのでした。それは一体何のことでしょう。パトラッシュは、思いやりの籠こもった目で、じっと少年の顔を見つめるのでした。

    　

    　　十五、ネロの願ねがいは、堂内の二つの画えを見ること

    　

    　ある日、門もん衛えいがいないで扉とびらが開いたままにしてあるのを幸い、犬は少年のあとを追ってこっそり内うちへ入り込んで見ました。少年はうっとりとして「キリスト昇天」の画えの前に蹲うずくまっていましたが、うしろに犬の来ているのに気がつくと、立ち上ってやさしく犬を胸のあたりまで抱き上げました。その顔は、涙に濡ぬれていました。ネロは、堂内の両側に掲かかげてある二つの画えをぴったりと覆おおった厚あつい布を指して、言いました。「……パトラッシュ、貧乏でお金が払えないから、あの画えが見られないなんて情なさけないことだろう。貧乏人には見せられないなんて、どうしてあの画えの作者が言うものか、いつだって僕らに見せるつもりだったんだ、毎日見ててもいいと思ったに違いない。それだのに、こんなに覆おおってしまうなんて、金持が来て、金を払わなければ、いつまでも美しい画えに光りも当てないなんて。ああ見たいな、見たいな見さえすれば僕、死んでもいいんだが――」と。

    　パトラッシュは、初めて知りました。あんなにもネロの心を惹ひきつけ誘さそい入れたものが、この覆おおわれた二つの大きな画えだったということを。しかし、パトラッシュにもどうすることも出来ませんでした。「キリストの昇天」と「十字架上のキリスト」この二つの名画の見物料を儲もうけ出すことは、ネロにとってもパトラッシュにとっても、丁度この寺院の高い尖塔によじ登ると同様全く思いもよらぬ難事だったのです。二人は、余分なお金など、それこそ一文もありはしません。炉に焚たく薪まきの一束たば、薄いスープの一鍋なべさえ思うに任せぬ憐あわれな身なのですから。

    　しかしながら、ネロの心は、このルーベンスの二つの名画を見たいという願いを、どうしても諦あきらめることが出来ず、いや、ますます燃え盛さかるのみでした。身は水みず呑のみ百姓の子供の憐あわれな牛乳配達に過ぎなかったけれど、ネロの心は常に高く、大画家ルーベンスを夢見ていました。ひもじさ寒さも気に留めず、いつも心に描えがいて楽しんでいたのは、かつて見て知っている『キリスト昇天』のその神々しい顔つき、金髪を肩に波打たして、その額に消えることなき栄光の照り輝いている図えでした。貧しい中なかに育ち、何の教育も受けていないが、少年ネロは、まさしく天才の素質を持っていたのです。もとより、誰一人そんなことを気づく者はなく、ネロ自身も、そんなことは思ったこともありません。ただそれを知っているのは、ネロのそばを離れたことのない犬のパトラッシュだけでした。パトラッシュは、ネロがよく白はく墨ぼくで石の上などへ動物や植物などをいろいろと描くのを、また、一緒に枯かれ草くさの床に眠る時など、そうしてそんな時のネロの顔が、どんなにぱあっと輝いているかを見知っていました。ネロが大画家ルーベンスの魂に向かって、いろいろな賛ほめ言葉や思いつめた祈りを捧ささげているのを聞きました。また、度たび々たび、喜びと悲しみとが混まじり合ったような、何とも言うことのできない涙なみだが、この小さな子供の瞼まぶたから溢あふれ落ちて、パトラッシュの皺しわの寄った鳶とび色の額ひたいへかかるのも知っていました。

    　

    　　十七、ネロの夢とお爺じいさんの願い

    　

    　その頃、ジェバン爺じいさんは、病気になって床に付いていました。「……ネロやお前が早く大きくなって、せめてこの小こ屋やでも自分のものにして、田の一反でも持って、近所の衆に旦だん那なと言われるようになってくれたら、お爺じいさんも安心して目がつぶれるがな」と、お爺じいさんは、床の中なかで何遍べんもこんなことを繰り返し言っていました。このあたりの百姓の望みと言ったら、土地を少しでも持って、村の人たちに旦だん那なと呼ばれるようになる、それがもう何よりの最大の望みなのでした。このお爺じいさんも、若い時には飛び出してあらゆる地方を流れ歩き、しかも何一つ儲もうけて帰ったというでもなく、とうとうこんなに年寄ってようやく一ひとつ所ところに落ちつき、やっぱり百姓は百姓の分相応な望みで暮すのが一番だと悟さとって、可愛い孫まごのために、ひたすらそれを願ったのでした。

    　だが、ネロは、黙っていました。ルーベンスやヨーンデンスあるいはヴァン・グリなどの大芸術家、その人たちの天才と同じものが少年ネロの血にも流れていたのです。ネロの考えている未来は、お爺じいさんの考えとは全く違っています。わずかばかりの土地を耕たがやして、小っぽけな家に住み、自分より貧乏な人や、せいぜい同じくらいの貧乏人同志から、旦だん那なと呼ばれて満足するなどと言うことは、ネロにとっては思いも寄らぬことです。赤々と燃える夕ゆう映ばえの空そら、うっすらと狭さ霧ぎりの立ち籠こめる朝などに、遠く聳そびえるあの大寺院の尖塔は、ネロの心とお爺じいさんの言葉とは全く違ったものを告げているのでした。しかし、少年がこれを話すのは、犬のパトラッシュだけで、まるで赤ん坊にでも言い聞かすように、ゆっくりゆっくりその耳に囁ささやくのでした。車について野原を行く時にも、風そよぐ運河の岸の叢くさむらに並ならんで寝転ぶ時にも決まって、これを囁ささやくのでした。

    　

    　　十八、風車小屋の一人娘アロア

    　

    　パトラッシュのほかにもう一人だけ、ネロは話相手がありました。それはアロアという小さな女の子で、あの丘の上の風車の家の娘で、お父さんの粉挽こなひき屋は、この村一番のお金持でした。アロアは、まだほんの幼い少女でした。ぽっちゃり肥こえて、何か紅あかい花のような子でした。そのぱっちりした黒い瞳ひとみの愛らしさと言ったらないのでした。アロアは、よくネロやパトラッシュと遊びました。野原で鬼ごっこをしたり、雪投げをしたり、野菊を摘つんだり、胡く桃るみ拾ひろいに行ったり。ある時は手をつないで教会堂へ行ったり、水車小屋の中なかの大きな炉ろばたに座すわり込んだり。――アロアは、その金持な粉挽こなひき屋のたった一人娘でした。いつもさっぱりと可愛い着物をつけて、お祭りの時など両手に持ち切れないほどお菓子だの玩具おもちやだの買うことが出来るのでした。アロアがはじめて洗せん礼れい式に出かけた時、その捲毛まきげの金髪の上へ被かぶった帽子は、おばあさん譲ゆずりのクリン織おりのとても見事な贅ぜい沢たくなもので、万事がそういう風ですから、アロアはまだやっと十二なのに、もう近所の人々の口の端に上のぼって、あの娘をうちの息むす子このお嫁よめにもらったらさぞいいお嫁よめさんになるが、などと噂うわさされました。しかし、本人のアロアは、一向無邪気な可愛い子供で、自分の家うちの財産のことなど知りもせず、とにかく、一番好きなのは、ジェバン爺じいさんとその孫まごと犬とでありました。

    　

    　　十九、一方、アロアの父親は

    　

    　アロアの父親は、コゼツの旦だん那なと言われていい人だが、少し頑がん固こでした。ある日、彼が水車小屋のうしろの畑を通りかかると、丁度ネロとアロアが遊んでいました。娘が真ん中の高く積んだ枯かれ草くさの上にすわり、パトラッシュの大きな鳶とび色の頭を膝ひざに乗せている。あたりにはひなげしや矢や車ぐるま草そうなどと色とりどりに散らばっていて、それをネロが松の削り板に、写生しているところでした。コゼツの旦だん那なは、立ち止って、その写生を眺ながめました。その画えは、ぽちゃぽちゃした頬ほお、黒い瞳ひとみ、不思議によく似ていました。彼は、この一人娘を目に入れても痛くないほど可愛がっていたのでした。ふいに彼は、何を思ったか、お母さんが呼んでいるのに、なぜぐずぐずしているのかとアロアを叱しかりつけ、アロアがびっくりして泣き出すのも構かまわず、家の方へ追いやってしまいました。そして振り返って、ネロの手からその板切れを取り上げました。

    　そして、「……なぜ、こんな馬鹿げた真ま似ねばかりしているんだ」と言うと、ネロは赤くなってうな垂だれ、「……僕は見えるものを何でも写生するんです」と、小さい声で言いました。コゼツは、黙っていましたが、やがて五十銭銀貨を一つ差し出しました。「……それは悪い暇ひまつぶしというものだ。だがこれは大層そうよくアロアに似ているから、うちの母さんに見せたら喜ぶだろう。この金をやるから、この絵はわしにくれ」と言うと、ネロは、顔を上げ、手を後うしろへやって、「……いいえ、僕、お金なんか入りません。この絵がよかったら持っててください。いつもあなたは親切にして下くださるのですから」と、こう無邪気に言って、そして少年は犬を呼び、畑を横切ってさっさとそこを立ち去りました。「……あの銀貨をもらっていたら、あれが見られたんだが、でも僕はあの絵を売ることは出来ない。たとえあれが見られるにしても」と、少年は犬に向って呟つぶやくのでした。

    　

    　　二十、父親は、家族に向かって

    　

    　その夜、コゼツは、「……あの子供をあまりアロアと遊ばせちゃいかんね。あとできっと心配事が起って来るよ、あの子供は今年十五だし、娘は十二だ。それにあの子は、ちょっとした顔つきでもあるし」と、お上かみさんに話しかけました。お上かみさんは、ストーブの上に置かれたさっきの絵につくづく見入りながら、「……それにまじめな子で、一本気のようでもございますしね」と言うと、「……そこじゃて。それをわしは思うのじゃ」と、コゼツは、煙草たばこをつめながら言いました。「……ほんとにそうでございますね。あなたのお考え通りになります」と、おかみさんは口ごもりながら、「……大層そう結構のように思われますわ、娘だってこの財産を継つぎますれば、二人の一生は安楽ですし、それに越した二人の幸福しあわせはありませんわ」と言うのでした。すると、「……だから女は困るというのじゃ、ばかな」と、主人は、パイプをテーブルに打ちつけて、「……あの子供が何じゃ、乞こ食じきじゃないか。おまけに画家になろうなどと自うぬ惚ぼれているからなお始し末まつが悪い。これ、よく注意して、もう決して遊ばせてはならんぞ」と言うのでした。

    　お上かみさんは、ネロを可愛がっていましたが、気の弱い人だったので、そのまま黙って、主人の言う通りにすることにしました。けれども、母親として、娘が一番仲良くしている友たちを裂こうとすることも出来ず、また、主人としても、貧乏ということ以外には何一つ欠点のない子供に対して、そう酷むごいことを仕向けることも出来ませんでした。が、わざわざそんなことをしなくても、コゼツの目的は、達せられたのでした。

    　

    　　二一、ネロの気持ちとアロアの気持ち

    　

    　ネロは、男らしく、静かで感じ易い少年でしたから、もうそれ以後は諦あきらめて、たとい暇ひまがあっても、丘の上の赤い風車の方へは、足を運ばなくなったのでした。何があんなにコゼツの旦だん那なの気にさわったのか、ネロには分りませんでした。ただ大方、牧ぼく場じようでアロアを写生したことがいけなかったんだろうと思っていました。で、時として、アロアが彼を見つけて飛んで来て、手にすがりつくことでもあると、彼は悲しげに微ほほ笑えんで、いろいろと宥なだめるのでした。「……ね、アロアちゃん。お父さんの御ご機き嫌げんを悪くしないで下さいね。お父さんは、僕があなたを怠け者にでもするように思っていらっしゃるんだからね。だから僕と一緒に遊ぶのがお気に入らないんでしょう。でもお父さんはいい方で、ほんとにあなたを可愛がっていらっしゃるんだから、僕たちは、御ご機き嫌げんを損そこねるようなことをしてはいけない。ね、アロアちゃん。よく分ったでしょう」とは言え、それは、悲しさや寂さびしさを抑え抜いた言葉でした。

    　ネロにとっては、微そよ風かぜにそよぐポプラ並なみ木きの朝の景色も、もはや以前のように、愉たのしげに晴々しくは見えませんでした。その古ぼけた赤い風車は、ネロにとっては一つの目印で、そこまで来ると、一休みするのが決まりでした。そして、往きにも帰りにも、水車小屋の人たちに元気よく挨あい拶さつすると、その低い水車小屋の木戸の上にアロアの金髪がちらと揺れて、やがて、アロアの小さなもみじのような手に、パトラッシュの御ご馳ち走そうのパンの皮や魚の骨などが持って来られるのが常でした。――が、いまは――パトラッシュは、不思議そうな目付きで、木き戸どが固く閉じられてあるのを眺ながめます。少年はさっさと通り過ぎて行くが、その心の中では辛つらいのでした。

    　アロアは、窓の中なかで編あみ物ものをしている手にほろっと涙を落す。主人のコゼツは、粉こな袋ぶくろや粉挽こなひき機械の間をせっせと働きながら、いよいよ心を頑かたくなにして独ひとり言ごとを言うのでした。「……こうして離しておく方がいいのじゃ。あの子供はどうせ乞こ食じきみたいで、その上画家になろうなどと、とんでもない馬ば鹿かげた夢を見ている。まかり間違えば、こののちどんな不幸ふしあわせが起って来るかもしれん、用心用心」と言うのでした。

    　こうした間にも、例の松の板切れは、粉挽こなひき屋の食堂のストーブの上の置時計と十字架像の間に、大事そうに飾かざられてありました。ネロは、時々、絵だけがこうも歓迎されて、それを描いた自分はなぜ除のけものにされるのかしらと、悲しい、寂さびしさを抱いだくのでしたが、ネロは決して恨うらみがましいことは口に出しませんでした。一ひと人りずっと心の中なかの悲しみに堪こらえているのが彼の性しよう（分ぶん）でした。ジェバン爺じいさんは、よく彼に言い聞かせました。「……わしらは貧乏人じゃ、何でも神様が下されたものをそのままお受けせねばならぬ。それにはよいことも悪いこともあろう。だが、貧乏人は、えり好みをするのじゃない」と。

    　少年は黙って、お爺じいさんの言葉を聞いていました。彼は何にもその言葉に逆さかいませんでした。しかし、「……いや、貧乏人だって、時には選ばねばならぬこともある。偉えらくなる道を選ぶ、それを誰がいけないと言うものか」と、ネロは汚けがれない心に一途にこう考えているのでした。

    　

    　　二四、ネロとアロアの会話

    　

    　ある日、運河の畔ほとりの麦畑にネロがたった一人で佇たたずんでいると、ふとそれを可愛らしいアロアが見つけて駆け出して来ました。そして、ネロに寄り添いながらしくしく泣き出すのでした。明日は、アロアの誕生日なので、これまでなら、ネロを招いて、おいしい御ご馳ち走そうをしたり、大きな納な屋やで遊びまわったりして、楽しく過ごせるはずなのに、今年に限ってお父さんもお母さんも、ネロを呼んではいけないと言い渡されたのでした。ネロはやさしく少女に接吻キスして、そして、深く胸の中うちに決心したことを囁ささやくのでした。

    　「……ね、アロアちゃん、僕もいつかはきっと偉えらくなって見せますよ。やがて時が来れば、お父さんが持っていらっしゃる僕の描えがいたあの松の板切れだって、あの大きさの銀を出しても買えない程ほどな値が出ますよ。そうなったら、お父さんだって、戸を閉めて僕を入れないようなことはなさらないでしょう。ただ、アロアちゃん僕を忘れないでね。忘れないで下さいね。僕きっと偉えらくなるから――」と言うのでした。すると、「……まああたしがあんたを忘れるって言うの、そんなこと言うならいいわ」と、愛らしく泣き濡ぬれたアロアは、頬ほおをふくらましてすねたように叫さけびました。その眼には、真ま心ごころが顕あらわれていました。少年はそれを見ると胸が迫って、急いで目を逸そらしました。遥か彼方には、宵よい闇やみにほの白く、あの旧教の大だい伽が藍らんがそびえ立っていました。少年の顔には、一瞬間、何か崇高な輝きが閃ひらめきました。アロアはちょっと怖こわくなったほどでした。

    　

    　　二五、ネロの決心とその夢

    　

    　さて、「……僕は偉えらくなる」と、少年は深い息をして呟つぶやきました。「……アロアちゃん、偉えらくなれなかったら、僕は死ぬ」と言うと、「……死ぬんですって、じゃあたしを忘れてしまうのね」と、アロアは少し苛いら立だって、ネロを押し退のけました。少年は頭を振って微笑ほほえみ、脊せ丈たけほどもある黄色に熟れた麦の影を、家の方へと帰って行くのでした。少年の目には幻が浮んでいました。――今にきっと幸福しあわせになれる時が来る。名を成して再び故郷に帰って来て、改めてアロアのお父さんに挨あい拶さつしたら、その時、お父さんはどんなに僕を喜び向かえてくれるだろう。村の人たちも僕を見ようとして集まって来て、憐あわれだった昔のことなど思い出し、よけいその成功を喜んでくれるだろう。その時が来たら、ジェバんお爺じいさんには、あのセント・ジャック寺の中なかに描いてある偉えらいお坊さんのように、毛皮や紫の着物を着せてあげて、その肖像を描いてあげよう。それから忠犬パトラッシュの頸くびには金の頸くび環わをつけてやり、自分のすぐそばへおいて、集まって来る人々に、「……この犬が、前には私のたった一人の友だちだったのです」と紹介しよう。住む家は、あの大寺院の塔の見える丘の上へ大理石の宮殿のようなのがいい。そこへ多くの貧乏な淋さびしいそして大きな望みを抱いている少年たちを集め、明るく楽しい生活を与えてやって、彼らを励はげまし、もし彼らが自分の名を褒ほめ讃たたえるようなことがあれば、「……いや、私に感謝する程のことはない。ルーベンスに感謝しなさい。もしルーベンスがなかったら、私は何にもなれなかったろう」と言おう。――こんな空想が全く清らかにあどけなく、微笑ほほえましく少年の胸を掩おおい包つつむのでした。

    　このアロアの誕生日の夜、ネロとパトラッシュは薄うす暗ぐらい小こ屋やで、まずい粗そ末まつな夕食を取っていました。丁度その頃ころ、水車小屋ごやの中なかでは、村の子供たちがすっかり招まねかれて、明るい灯ひの下もとで、美お味いしい珍めずらしいお菓か子しや御ご馳ち走そうを頬ほおばりながら、笛や胡こ弓きゆうに合せて、踊り狂くるっているのですから、ネロにとっては、よい気持のしない日であるにも関わらず、彼はよく堪たえて、小こ屋やの入口に犬と並ならんで腰かけ、「……ね、パトラッシュ。くよくよするのは止よそうよ」と、こう言いながらパトラッシュの頸くびを抱いて接吻キスしてやるのでした。粉挽こなひき場の方からは、楽しげな笑い声が伝わって来ます。「……いいさ、いいさ。今にだんだん変わって来るからね、辛しん抱ぼうおしよ」と言うのでした。

    　少年は、未来のことを確かたく信じていますが、パトラッシュはさすがに犬ですから、現在うまい肉の御ご馳ち走そうにありつけないことには、将来にどんな沢たく山さんの御ご馳ち走そうを思い浮べて見ても、それでは償つぐないがつかないのでした。で、その日以後、パトラッシュはコゼツの旦だん那なの姿すがたを見れば、忌いま々いましそうに唸うなり声を上げるのでした。

    　

    　　二六、ネロとお爺じいさんとの会話

    　

    　「……今日はアロアさんの誕生祝いの日だろう」と、お爺じいさんは、小こ屋やの隅っこの床の中から聞きました。少年は黙って頷うなずきました。お爺じいさんがそれを覚えていたのが、少年はどんなに切せつなかったでしょう。「……じゃどうしてお前出かけないんだい」と、お爺じいさんは、また問いかけました。「……お前、いつの年だって行かないことはないじゃないか」と。「……だって僕、お爺じいさんが病気だし――」と少年は、俯うつむいて言葉を濁にごしました。「……何の、何の、わしのことなら気にせんで行っといで。出がけにビュレットのおばさんに頼んで行ってさえくれれば、すぐ来て見てくれるよ。――ネロ、お前どうしたんだ。まさかあそこのお嬢さんの悪口でもしゃべったんじゃあるまいな」と、お爺じいさんは、不思議でならないのでした。「……いいえ、お爺じいさん。悪口なんか――」と、少年は口早に答えましたが、そのうな垂だれた顔は赤くなりました。「……何でもないの、お爺じいさん。ただ、コゼツの旦だん那なが、今年は僕を招よばなかっただけ。あの人、ちょっと僕に思い違いをしてるらしいの」と言うと、「……だってお前、何にも悪いことはしなかったんだろう」と聞くと、「……それが、いいか悪いか、僕には分らないんです。僕は、アロアちゃんの顔を、松の板切れへ写生しただけなの」と言うと、「……ああ、そうか」と、お爺じいさんは黙ってしまいました。ネロの無邪気な言葉を聞いて、お爺じいさんにはすっかりわけが分ったのです。

    　老いぼれて、長い間、掘立ほつたて小ご屋やの中なかに寝たきりではありましたが、お爺じいさんは、まだ、世間がどういうものかということを、忘れてはいませんでした。お爺じいさんは、優やさしく孫まごの美しい顔を自分の胸の辺あたりに引き寄せて、「……お前は貧乏な子だからのう」と、その声は掠かすれて震ふるえました。「……ほんとに貧乏なんだからのう。お前も辛つらい目を見るのう」と言うと、「……いいえ、お爺じいさん。僕は金持と同じだよ」と、ネロは囁ささやきました。実際のところ、ネロはそう信じていたのです。自分は強い力を持っている。王様の力でもどうすることも出来ないほどの力を持っているように思えました。少年は立ち上って、再び戸口に佇たたずみました。秋の夜は、静かで、高いポプラの枝が微そよ風かぜに揺ゆらいでいます。空は夥おびただしい星でした。少年は目を開けて、じっとそれを眺ながめました。粉挽こなひき屋の家の窓という窓は赤々と灯ともしびが洩もれて、時折、笛の音ねが響いて来ます。涙なみだが少年の頬ほおを伝わりました。まだ何と言ってもほんの子供ですから、悲しいのでした。けれども、にっこり笑顔を作って、「……なあに将来だ」と、独ひとり言ごとを言うのでした。夜が更ふけるまで彼はそうして佇たたずんでいましたが、やがてパトラッシュを抱いて床につき、寂さびしくも穏やかな眠りに落ちて行くのでした。

    　

    　　二七、ネロの大作と秘密の部屋

    　

    　さて、少年には、パトラッシュのほか誰にも知らせない一つの秘密がありました。小屋には小さな次の間があって、そこはネロだけが入るところになっていました。ひどく荒れた部へ屋やですが、北側から光線が入ります。この部へ屋やで、ネロは、木片で無細工な画が架かを拵こしらえて、それに大きな紙を張り、そこへこれぞと思うものをぜひ一つ描き上げようと一生懸命になっているのでした。ネロは、誰にも画えの描き方を教わったことはありません。むろん、絵えの具ぐを買う余裕などもありません。ただ、白と黒の使い分けで目に写るものを描くだけでした。今、彼が木もく炭たん筆ふでで描いたばかりの大きな画えは、一人の老人が、倒たおれた樹きに腰を下おろしているところ、ただそれだけです。少年は以前、年取った樵夫きこりのネッセルが、夕方になると、そんな様よう子すで休んでいるのを度たび々たび見たのでした。輪廓の具合や影の描き方など、誰に教わったでもないけれど、ネロは、自分の考え一つで、さも老いぼれた疲つかれた老人を描きました。宵よい闇やみが迫って来る暮れ時に、倒たおれた樹きに腰を下おろして、あらゆる世の苦労をなめ尽くしたような疲つかれた顔付きで、じっと思い沈んでいるこの老いた樵夫きこりの様子は、全く詩の趣おもむきがありました。もとよりその画えは素人しろうとらしく、欠点もありますが、しかし、ほんとうに自然な素直そつちよくな画えです。いかにも、悲しさに咽むせんでいるようで、ある美しささえ持っています。パトラッシュは、いつも何時間でも動かずにこの画えが出来上っていくのを眺ながめていました。そして、ネロの心に希望が燃えているのを悟さとりました。その希望というのも、恐らく、向う見ずな無む駄だなことかも知れませんが、ネロはこの画えを出品して、年額二百フランの賞金を得るために競争してみようとしているのです。その頃ころ、アントワープの町では、十八才以下の天分ある少年は、身分に関わらず、鉛えん筆ぴつ画がか木もく炭たん画がの自作の作品を出して、その中うちから一枚だけが選ばれて、この賞金をもらうことになっていたのでした。ルーベンスに縁の深いこの町では、一流の画えの大家が三人審査員になって、それらの作品の優劣を決めることになっていたのです。

    　

    　　二八、完成した絵を決められた場所に置く

    　

    　春と夏と秋を打ぶっ通して、ネロは、この大作の完成に余念がありませんでした。もしこれがうまく栄冠を担になえれば彼にとっては、年来の宿望に向って第一歩を踏み出すことになるのです。ネロは、この企てを誰にも言いませんでした。お爺じいさんに言ったところで分ってはもらえないし、それはアロアは、もう彼にとって、ないも同じでした。打ち明けるのはただ犬のパトラッシュだけ。そうしていつも、「……ああルーベンス、ルーベンスの魂が知っていたら、きっと僕を選び出してくれるのだが」と呟つぶやくのでした。パトラッシュもまた、こんなことを考えていました。ルーベンスという人は、きっと犬を愛していたに違いない。もし犬を深く愛していたんでなければ、あんなに正しく美しい犬が描けるものではないと――。

    　出品する画えは、いずれも十二月の一日に運ばれて、その月の二十四日に結果が発表されることになっていました。で、もしうまく入選すれば、クリスマスには二重の喜びを持てるわけでした。身を切るような寒風の吹き荒すさぶその日、ネロは波打つ胸を抑えて、いよいよ出来上った苦心の画えを、牛乳車に乗せて、パトラッシュと一緒に町へ運んで行きました。そして、決められた通りに展覧会の入口のところに置きました。「……大抵だめだろう――僕には分らない――」と、ネロは、妙に臆おく病びようになって、何か胸が痛いほどでした。画えは置いて来たものの、考えてみれば、ずいぶん向う見ずな話です。靴くつ下したもないようなこの貧乏な子供が、自分の名さえろくろく書けない無学の身で、恥ずかしくもなく、そんな一流の大家たちに自分の画えを見てもらうなんて――。

    　だが、ネロは、大寺院に近づくに連れてだんだん元気を取り戻しました。威厳のある王様のようなルーベンスの姿が、暗い中なかからすっと浮んで来て、ネロに微ほほ笑えみかけ、囁ささやくように思われたからです。「……気を落してはいけないよ。私だって、アントワープに名を残すようになったのは、決して弱い心では出来なかったことだよ」と。

    　

    　　二九、パトラッシュの老いと衰え

    　

    　ネロは、冷たい夜をわが心を励はげましつつ帰って行きました。彼は全力を尽くしたのです。あとはもう神様の御み心こころに任せる他ほかありませんでした。

    　その夜、ネロが家へ帰ってから雪が降り出し、幾日も幾日も降り続きました。田も畑もあぜ道もすっかり雪に埋うずもれてしまい、川という川はみんな固く凍り付いてしまいました。もうこうなると、牛乳を持ちまわるのは、実に辛つらいのでした。吹きさらしの野、夜明けの暗い人ひと気けのない町は、余計寒さが堪こたえるのでした。殊に犬のパトラッシュは、少年が年毎ごとに次第に力を増して行くのに反し、ますます老いぼれて行くのみで、骨の節々が硬こわばって来て激しく疼うずいて苦しいのでした。「……パトラッシュ、お前はもう家うちで寝ておいでよ。お前ももう隠いん居きよしてもいい頃ころだ、大丈夫、僕一人で車は引けるから」と、ネロが無理にも止とめようとしたのは、一朝ひとあさや二ふた朝あさのことではありませんでした。が、パトラッシュは聞きません。毎朝、起きると、彼はちゃんと梶かじ棒ぼうのところへ行っています。そして、今まで長ながの年とし月つき通い慣れたその野道を、雪を蹴けって進むのでした。ただ少年に以前より手数をかけるのは、牛乳車の輪が凍った轍わだちの跡あとにはまって動きの取れない時は、後ろから棒を差し込んでもらうのでした。これだけ昔むかしより力が衰おとろえたのです。「……死ぬまでは休息と言うことはない」と、パトラッシュは、いつもこう考えていました。が、時々、ふっとその最後の休息が間近に迫って来たように感じられて、何だか目が前ほどはっきり見えなくなったし、教会堂の鐘が五つ鳴って、パトラッシュに起きて働かねばならぬ時が来たと知らせると、ぱっとはね起きるのに変りはありませんが、それが前と違って非常な苦痛に感じられるのでした。「……かわいそうなパトラッシュ。お前もわしと一緒に安楽往生をするのかい」と、ジェバン爺じいさんは、痩やせこけた皺しわだらけの手で犬の頭をなでました。このお爺じいさんと老犬とは、いつもパンの皮を分けて食べました。そしていつも同じ心で年を取るのを嘆きつつ行末ゆくすえのことを案じ合うのでした。お互いが死んでしまったら、あとに残るあの可愛いネロはどうなるのでしょうか。

    　

    　　三十、粉挽こなひき場の火事で主人から疑うたがわれる

    　

    　ある日の午後のこと、少年と犬とがアントワープからの帰り道でした。雪は凍って、まるで大理石のように広い野原に敷きつめていました。ふと足あし許もとを見ると、可愛らしい人形が落ちていました。五、六寸の大変美しい太鼓叩たたきの人形で、ちっとも傷のついていない立派な玩具おもちやでした。ネロは拾い上げて、いろいろ探さがして見ましたが、落し主が分らないので、それをアロアにやったら、さぞ喜ぶだろうと考えました。落し主が分らないのだから、それを長い間の仲良しにやっても別に悪いことではあるまい、と彼は思ったのでした。

    　ネロが粉挽こなひき屋のところを通った時は、もう静かな晩になっていました。アロアの部へ屋やの小さい窓はよく分っています。その窓のすぐ際きわから斜ななめ下したにつき出た屋や根ね、彼はその屋や根ねによじ登って、静かに窓を叩たたくと、中で小さな灯ともしびがつきました。アロアは窓を開けてびっくりしました。ネロは、太鼓叩たたきの人形をアロアの手に握にぎらして、小さな声で口早に言いました。「……アロアちゃん、お人形だよ。雪の上で拾ひろったの。とっておきなさいよ、ね、神様が下くだすったんですもの」と。

    　ネロは、するすると屋や根ねを滑り降りて、アロアが「ありがとう」と言う間もなく、闇の中なかに消えてしまいました。その夜、粉挽こなひき場が火事になって、水車場と母おも屋やだけは助かりましたが、納な屋やと沢たく山さんの麦が焼けました。村中じゆうは大変な騒ぎで、アントワープからは、雪を蹴け立てて、蒸気ポンプが駆かけつけて来ました。幸い、保険がつけてあったので、大した損害にはなりませんでしたが、主人のコゼツは、かんかんに怒おこって、この火事は、過あやまちからではなく、きっと誰かがつけ火をしたに違いないと怒ど鳴なりました。この時、ネロも、円まろやかな夢を破られて、びっくりして駆かけつけて来ましたが、コゼツの旦だん那なは、荒々しく彼を突つき退のけて、腹が立ってたまらないように、「……貴様は宵よいにここらをうろついていたな。俺おれはちゃんと知っているぞ、貴き様さまこそ今夜の火事には一番覚えがあるはずだ」と怒ど鳴なりました。ネロは、あまりのことにぼんやりしてしまって口が利きけませんでした。場合が場合だから、聞いている人は、それを冗談だと聞き過ごしてくれないだろうと、全く途と方ほうに暮れてしまいました。

    　

    　　三一、ネロは「村八分」状態に……

    　

    　粉挽こなひき屋の主人は、翌日になっても、近所の人の前で大っぴらにこの言葉を口にしました。すると、中なかには、ネロがその夜、別に用もないのに粉挽こなひき場の辺あたりをうろうろしていたの、アロアと遊ぶことを断ことわられたので、ネロがコゼツの旦だん那なを恨うらんでいたのと、蔭かげ口ぐちを聞く者も出て来、その上何とかしてこのお金持に取り入って、その一人娘を息むす子この嫁よめにもらい、財産にありつこうという腹黒い人たちも交まじって、ジェバン爺じいさんの孫まごは、全く可か哀わい想そうな立場に置かれてしまいました。

    　村の人たちは、誰もまさかコゼツの旦だん那なの言葉を信じるわけではないのですが、何しろ、狭い村のことではあり、村一番のお金持の気に逆さかっては何かと自分たちの損ですから、あんまり親切そうにしているところをコゼツの旦だん那なに見られては面倒だと、みんな申し合せたように、ネロを避けるようになってしまったのでした。ですから、それからは、ネロとパトラッシュが、毎朝アントワープへ運んで行く牛乳の御用を聞きにまわっても、牧場主たちは、以前のように何かと親切に計はからってくれず、素す気げない態度であまり口も利きいてくれないのでした。

    　粉挽こなひき屋のお上かみさんは、涙ぐんで恐る恐る主人に言いました。「……あなた、それではあんまり可か哀わい想そうですわ。私、あの子が気の毒でたまりません。あの子はほんとに無邪気な正直者ですもの。いくら悔くやしく感じたことがあったとしたって、夢にもあんな大それた悪いことをするような子ではありませんわ」と。

    　けれども、コゼツの旦だん那なは、一いつ徹てつ者ものですから、一度、自分の口から言いふらしたことは、是が非でも押し通さねば済すまないのでした。たとえ心の奥底で悪かったと気づいていたとしても。――憐あわれなネロ、いかに身が潔白なれば構かまわないとは言え、そこはまだ子供です。「……なあに。僕の画えさえ入選したら、村の人たちだって少しは僕に同情してくれるだろう」と、気を取り直し取り直しても、パトラッシュとたった二人でいる時など、止とめようもない涙が溢あふれ落ちるのでした。全く幼い時から会う人毎ごとに可愛がられ、褒ほめられて大きくなった身が、突然あられもない汚お名めいを着せられ、その頼りにしていた世間の打って変った冷たい素す気げない態度を堪たえ忍んで行くことは、死にも勝る苦しみでした。雪が降り続き、村の人たちは、みんな炉ろ端ばたに集まるのにネロとパトラッシュは除のけ者もので、もう用はないのです。隙すき間まの多いあばら家に二人はしょんぼりとお爺じいさんのお守りをするだけで、炉ろは、いつしか火が消えて冷たく、食卓の上には食べもののない時が続くのでした。それもそのはず、近頃、アントワープから驢ろ馬ばを仕立てて、毎日牛乳を買い出しに来る商人が現われたのです。そうして、少年を憐あわれんで、その商人の牛乳を買わず、緑色の小さな牛乳車を待っていてくれる家は、ほんの三、四軒に減ってしまい、そのために、パトラッシュが引かねばならぬ車の荷は軽くなったものの、ネロの財布に入る端はした金がねはいよいよ僅わずかになってしまったのでした。

    　犬は、いつも止まる家の前にはちゃんと車を止とめますが、その門は、もはや彼かれ等らのためには開かれませんでした。憐あわれみを乞うようにじっと見上げる犬の眼は、見る人の胸を打ちましたが、みんな無理に目をつぶって心を鬼にして閉め出すのでした。パトラッシュは、力なく空あき車ぐるまを引いて行きます。誰だって人情のないものはありませんが、コゼツの旦だん那なの気にさわるのを恐れたからでした。

    　

    　　三二、クリスマス近くのお爺じいさんの死

    　

    　いよいよクリスマスは近づいて来ました。寒さは一層厳きびしくなり、雪は六尺も積もり、氷は、牛や人間がどこを踏んでも大丈夫な程ほど厚くなりました。この季節がこのあたりでは一番楽しい時なのです。どんな貧乏な家にも、温かな美お味いしい御ご馳ち走そうやお菓子が用意され、ストーブの上には、スープ鍋なべがさも美味うまそうに湯気を立てていて、部へ屋やは色美しく飾かざられて、愉たのしげな笑い声が洩もれるのでした。馬という馬はみんな鈴を付けられ、その音がいたるところに賑にぎやかに響ひびくのでした。また外には、若い娘たちが美しい頭ず巾きんに厚い上着をつけ、キャッキャッとはしゃぎながら雪ゆき道みちをあちこちの集まりに行きつ戻りつしています。その中うちに、ただネロの小こ屋やだけが暗く冷たいのでした。

    　ネロとパトラッシュは、全くの二人っきりになってしまいました。クリスマスの一週間前、とうとうジェバン爺じいさんは息を引き取ってしまったのです。お爺じいさんは、寝ている間に死にました。明け方の薄うす明あかりに、初めてそれを知った二人の嘆なげきは、どんなだったでしょう。お爺じいさんは、どんなに彼かれ等らを愛し抜いていたことでしょう。お爺じいさんは、長い長い間、病の床についたきりで身動きもならず、二人のために何をしてやることも出来ませんでしたが、しかし、その親切な言葉と優やさしい笑顔とは、疲れて帰って来る二人にとって、どんなに大きな慰なぐさめだったことか――その亡な骸きがらを松板の棺ひつぎに納おさめ、小さな教会堂の隣となりの名もない墓に葬ほうむった時、二人は悲しみ極きわまって、雪の上に泣き崩くずれたまま立ち去ろうともしませんでした。ああ、犬と少年――彼かれ等らは全くこの世に頼るものなく取り残されたのでした。

    　今度こそは憐あわれに思って心も解けるだろう、と信じたお上かみさんの心頼だのみも空しく、粉こな挽ひき屋の主人は、そのささやかな葬式が門前を過ぎるのを見ても、眉まゆを寄せたまま悔くやみ一つ呟つぶやこうとはしませんでした。気の弱いお上かみさんは、取りつく術すべもなく涙をふきふき、そっと凋しぼまない花を花はな環わに編あんで、アロアにそれを墓場へ持って行かせ、今は少年も立ち去って、人ひと影かげもないその墓はかの上にうやうやしく置かせたのでした。

    　

    　　三三、二人の悲しみと家賃の滞納

    　

    　ネロとパトラッシュは、張り裂けるような悲しい胸を抱いて墓場を立ち去ったが、その帰り行く小こ屋やさえも、なお二人に慰なぐさめを与えることをしませんでした。それは、この小さな家の地代が一月ひとつき遅れになってしまっていたところへ、この悲しい葬式のために、ネロは、最後の一銭まで払ってしまったのです。小こ屋やの持主というのは、靴屋のおやじで、世の中に金ほど可愛いものはないと思っている人情知らずでした。彼は、ネロの詫わび言ごとに耳をも貸さず、家賃や地代が払えないなら、その代り小こ屋やにあるものは、鍋なべから釜かまから、木き片ぎれ一つ、石塊いしくれ一つに至るまで、すっかりおいて明日限り立ち退のけと、酷むごい宣告を下したのでした。小こ屋やは、貧しく小さかったが、ネロたちは、どんなに懐なつかしい思い出をそこに持っていることでしょう。夏になれば、一面に纏まとい付ついて繁しげるぶどう。朝早く、露を含んで彼かれ等らに微笑ほほえみかける畑はたけの豆の花。彼かれ等らのどんな喜びも、どんな悲しみも、みんな見守っていたこの小こ屋や。どんなに疲れて帰って来ても、安らかに憩いこわせてくれたこの小こ屋や。――その晩、ネロとパトラッシュは、一晩中、火ひの気けのない炉ろ端ばたで灯ともしびも付けず抱き合っていました。めいめい心の中なかに、この小こ屋やの過ぎ去った日のことを思い起しながら――。

    　

    　　三四、二人は、小こ屋やを出て町をさ迷う

    　

    　やがて一夜が開けました。それはクリスマスの前の日でした。ネロは震ふるえながら、冷え切った両腕で固かたく犬を抱きしめては、大粒の涙なみだがはらはらと犬の額ひたいにかかりました。「……パトラッシュ、行こうよ。ね、行こう。僕らはじっとして蹴けり出されるまでもない。ね、さ、行こう」と。二人は、悲しげに並ならんで小こ屋やを出ました。どんな大事なものも、どんな懐なつかしいものもすっかり残して、全くの着のみ着のままで――。緑色の牛乳車の前を通る時、パトラッシュは、さも切せつなげに頸くびを垂たれてしまいました。ああこれももう二人のものではないのでした。

    　彼等は、通かよい慣なれた道をアントワープの方へ辿たどりました。まだ太陽は登らず、道に沿そうた大たい抵ていの家は、まだ戸を閉めていました。町には、二、三の人ひと影かげもありましたが、誰も少年と犬を振り向く人はありません。ネロは、ある家の前に来ると、立ち止って、訴えるような目付きで家の中なかを覗のぞきました。それは、お爺じいさんが元気だった頃ころに、よくやって来たことのある人の家でした。「……もし、パンの堅皮かたがわがありましたら、犬にやって下さいませんか。これはもう老いぼれている上に、昨日きのうのお昼から何にも食べてないのです」と、ネロは、恐る恐る言いました。すると、家の女の人は、素早く戸を閉めて、この頃ごろは「……麦が高くって」というようなことをぶつぶつ呟つぶやくのでした。ネロとパトラッシュは、取り付く術すべもなく、またとぼとぼと疲れた足を引きずって行きました。町に着いた時には、もう鐘は十時を鳴らしていました。「……僕が何か売れそうなものを持ってたら、パトラッシュにパンを買ってやれるんだがと。だが、ネロが身に付けているものといったら、ぼろぼろの着物と汚よごれた木き靴ぐつだけでした。パトラッシュは、ネロの心持を悟さとって、鼻先をネロの掌ての中うちに押しつけ、どうか、自分のためなら心配してくれるな、何もいらぬからと、頼むような様よう子すを見せるのでした。

    　

    　　三五、例の画えの審査の結果発表

    　

    　さて、その日の十二時には、例の画えの審査の結果が発表されることになっていました。その会場の入口には、もう大勢の少年が集まっていました。みんなお父さんやお母さんに連れられていろいろ囁ささやき合っているのでした。その群むれに入り込んだ時、ネロの胸は激しく波なみ打うって、痛いたいほどでした。彼はパトラッシュをしっかりと抱き締めました。やがて町の大おお鐘がねが音高く鳴り渡りました。十二時になったのです。と同時に、玄関の扉ドアが開いて、大勢はときめく胸を抑えながらなだれ込みました。当選の画えは、上段においてある台の上に飾かざられることになっていたのです。はっと思った瞬間、ネロは目が暗くらみ、頭がぼーっとして、からだが崩くずれ折れかかりました。ようやく気を鎮しずめて、もう一度その飾かざられた画えを見ましたが、ああ、それは彼の描えがいた画えではありませんでした。やがて、よく響ひびき渡る声で、当選した画えは、アントワープ生れの埠頭場はとば主ぬしの子、ステファン・キイスリングの作であると告げられるのでした。

    　

    　　三六、パトラッシュは雪の中なかに革袋を見つける

    　

    　ネロが気がついた時は、彼は玄関先の石の上に倒たおれていて、パトラッシュが一生懸命彼を正気づかせようと鼻をすりつけていました。少し離れたところでは、アントワープの少年団が入選した名誉ある友だちを大騒ぎをして取り囲かこみながら、これからその埠頭場はとばの家まで威勢よく送って行こうとしているところでした。ネロは、よろよろと立ち上って、パトラッシュをしっかり抱き締めました。「……ああ、もうだめだ。パトラッシュ、もう何もかも」と、ネロは、幾いく度ども倒たおれそうになるのをようよう踏み堪こらえました。もう、お腹なかが空すき切って辛しん抱ぼうできないほどでした。やっぱり村へ引き返すほかはないのです。犬は頭を垂たれて従いました。パトラッシュの強い足も、もう疲れ果てているのでした。雪はますます降りしきり厳きびしい北風が吹きつけました。野原は殊ことに凄すさまじく、慣れた道を横切るにも、並なみ大たい抵ていではないのでした。やっとの思いで村に近づいた時、鐘が四つ鳴りました。突然パトラッシュは立ち止りました。何か雪の中なかに嗅ぎつけたものと見え、妙な吠ほえ方をして、咬くわえ出したのは小さな革かわ袋で、それをネロに渡しました。丁度その近くに小さな十字架像があって、その下にささやかなお燈とう明みようがあったので、ネロは気のない様子で、その薄明かりに袋ふくろを近づけて調べると、コゼツという名が書いてあり、中には六千法フランという大金の切手が入っていました。これを見るとぼんやりしていた少年の気持が、しゃんとして来ました。彼は、早さつ速そくそれを懐ふところに押し込んで、犬を撫なでて歩き出しました。パトラッシュも小走りに続きました。

    　

    　　三七、ネロはその革袋を届けに行く

    　

    　ネロは、まっすぐに粉挽こなひき小屋へ駆かけつけて、入口の戸を叩たたきました。開けたのはお上かみさんで、目を泣き張はらしていました。アロアもそばにすがりついていました。「……ああ、お前さんだったの、可愛そうに」と、お上かみさんは、涙をこぼしこぼし優やさしい声で言いました。「……でもね、早くお帰りよ。旦だん那なさんが見たらやかましいからね。今夜、うちでは大変な心配事が出来たんだよ。旦だん那なさんがさっき馬でお帰りの途中、大金の入った革かわ袋を落してね、今探さがしにお出かけなすったところなの。生あい憎にくこの雪ではねえ――。もし見つからなかったら、うちは丸潰つぶれになってしまうんだよ。ほんとにうちの人が、お前さんに辛つらくした報むくいが今来たのですよ」と言うのでした。

    　

    　　三八、革袋を手渡し、パトラッシュを残し、

    　

    　少年は、革かわ袋を取り出し、パトラッシュを家の中なかに呼び入れました。「……この犬がこのお金を今見つけたんです」と、ネロは、口早に言いました。「……どうぞ旦だん那な様にそうおっしゃって下さい。もうこの犬も老いぼれて来ましたから、どうかこの犬だけ宿を貸して飢えないようにしてやって下さい。お願いです。僕の跡あとを追いますから、どうか優やさしくなだめてやって――」。

    　待って、と言う間もなく、少年は、身をかがめて犬に接吻キスしたかと思うと、素早く扉ドアを閉め、闇やみの中なかへ走り去ってしまいました。お上かみさんもアロアもあまりの喜びと驚きに言葉も出ませんでした。パトラッシュは、閉め込まれた樫かしの扉ドアに腹立たしく吠ほえかかったが、もうだめでした。お上かみさんもアロアもネロのことは気になりましたが、何事も父親が帰ってから、今はせめてパトラッシュだけにもとお菓子や肉を一いつ杯ぱい出して来て、一生懸命なだめ、炉ろばたの温ゆたかいところに誘さそおうとしましたが、それは何の甲斐かいもありませんでした。パトラッシュは石のように扉ドアの前に頑がん張ばったまま見向きもしないのでした。

    　しばらく経たって、別の入口から主人のコゼツがしょんぼり帰って来ました。どっかと腰を下おろすと、呻うめくように言いました。「……ああ、もうだめだ。提灯ちようちんをつけて残らず探して見たのだが、もうない。――娘にゆずる分も何もかもすっかりなくなってしまった」と言うのでした。お上かみさんは、革かわ袋を差し出して、事の次第を話ました。聞いているうちに、コゼツはたまらなくなって、ぶるぶる震ふるえるからだを投げ出し、両手でしっかりと顔を掩おおってしまいました。「……ああ、わしはあの子に辛つらく当って来た。わしのような人間が、どうしてあの子の親切を受けることが出来ようか」と、彼は身悶もだえして呻うめきました。小さなアロアは、それに元気づいて父のそばへにじり寄り、その美しい捲まき毛げの頭を父の膝ひざに押しつけながら、「……お父さん、ネロはもう家へ来てもいいのね。明日招よんでもいいのね、先せんのように」と言うと、コゼツは、娘をしっかり抱き締めました。その顔は涙なみだで濡れていました。「……ああ、そうとも、そうとも。明日のクリスマスには招よぶのだよ。いつでも遊びに来たい時は来てもらうがいい。わしの剛ごう慾よくがこんな罪をつくったので、いま神様が懲こらしめて下すったのだ。わしは神様におすがりして、あの子に償つぐないをせねばならぬ。罪滅ほろぼしをせねばならぬ」と言うのでした。

    　

    　　三九、頑固な父親の心は解ほどけて……

    　

    　アロアは、嬉うれしさのあまり父親に接吻キスをして、大きな膝ひざから滑り落ちるか早いか、扉ドアの方ばかり見守っている犬の許もとにかけて行って、「……今夜、パトラッシュに御ご馳ち走そうしてやってもいいの」と、さも嬉うれしそうに叫びました。「……いいとも、いいとも。うんと御ご馳ち走そうしておやり」と、コゼツは言いました。この老いた頑がん固こなおやじさんも、全く心の底から改心してしまったのでした。

    　その夜は、クリスマスの前夜ですから、大きな粉挽こなひき場の中なかは目の覚さめるように美しく飾かざり立てられていました。吊つるされた線の枝々えだえだ。梅うめもどきの赤い実がたくさん生なっている枝の間あいだから、十字架像と時鳥ほととぎすの形をした置時計とが覗のぞいていました。アロアを喜ばせるための、紙で拵こしらえた提灯ちようちんには火が灯ともり、いろいろな玩具おもちやや目の覚さめるような絵え紙しに包んだ美お味いしいお菓子が一ぱい並ならんでいました。このクリスマスの飾かざりをした明るい楽しい、そして食物たべものの沢たく山さんある部へ屋やでパトラッシュを一番のお客さんにしようと、アロアは一生懸命でした。が、パトラッシュは暖あたたかい炉ろばたへ行こうとも御ご馳ち走そうを振り向こうともしませんでした。からだは凍こごえ、お腹はらは空すき切っているにも関わらず、ネロがいなければ犬は何にも食べたくもなく、慰なぐさめられもしないのです。パトラッシュは、ただ石のように扉ドアのそばに座すわり込んで逃げ道はないかと、そればかり狙ねらっているのでした。これを見たコゼツは言いました。「……あの子がいないといかんのだな。よしよし夜が開けたら、何はおいてもわしが向かいに行ってやるからな」と言うのでした。

    　

    　　四十、パトラッシャの気持ちは……

    　

    　ああ、パトラッシュの他ほかに誰がネロの心を知っていよう。犬を残してただ一人、飢えと悲しみとを覚悟して出て行ったその雄々しくも痛いたましい心――それは、ただパトラッシュだけが感じていることなのです。

    　粉挽こなひき屋の台所は大変暖あたたかです。炉ろの中なかでは大きな榾ほだ（木ぎ）がぱちぱちと赤く燃え、隣となり近所の人々は、夕飯のために焙あぶった鵞が鳥ちようの肉一ひと片きれとお酒一杯とにありつくために、交る交るやって来ました。アロアは、明日こそ大好きなネロと遊べるという嬉うれしさにはしゃぎまわって、その金髪が頭のうしろで踊おどってばかりいました。主人のコゼツは、胸が一杯になって、涙ぐんだ眼で娘に笑いかけながら、どうしたら娘の懐なつかしがる友だちと仲直りが出来るかと考えていました。また、お上かみさんは優やさしい満足そうな顔かお付つきで、静かに糸車のそばに座すわりました。置時計は時鳥ほととぎすの啼なき声ごえそっくりに時を告げました。その中なかでパトラッシュは、第一のお客様としていろいろ親切な言葉をかけられても、やはり頑張って動きません。ネロがいなくては、どんな愉たのしみも御ご馳ち走そうもパトラッシュを喜ばすことは出来ないのでした。

    　

    　　四一、家を抜け出てネロを探さがし求める

    　

    　やがて、大きな食卓の上に様々な御ご馳ち走そうが並ならべられ、お客さんたちは席につきました。部へ屋やの中なかには喜びの声が満ちて、キリスト降誕の仮装をした大勢の子供たちが、それぞれ心を込めた贈おくり物ものをアロアに贈おくった、その時でした。今まで隙すきを狙ねらっていたパトラッシュは、新しく来たお客さんが思わず扉ドアの掛かけ金がねを外はずした途と端たん、風のように抜け出しました。パトラッシュは、その疲れ切った足が続く限り、暗い夜の雪ゆき道みちを走りに走って行きました。ただひたむきにネロの跡あとを追うばかりです。もしこれが人間であったら、あるいはその美お味いしい御ご馳ち走そうと暖あたたい炉ろばたと安楽な眠ねむりとに誘われて止とどまったかも知れません。が、しかしパトラッシュは、この老いたフランダースの犬は、遠い昔むかしを忘れてはいませんでした。あのお爺じいさんと幼い子供とが道ばたの泥どろ溝みぞに息いき絶たった自分を救い上げ、見守ってくれたその遠い昔むかしを。

    　外は、吹ふ雪ぶきでした。もう十時であって、ネロの足あし跡あとは、大方消えてしまっているので、匂いを嗅かいで足あし跡あとを辿たどって行くパトラッシュの苦心は実に痛いたましいものでした。ようやく見つけ出す、すぐ消えてしまう、また探し出す、また見失う、そんなことを百度以上も繰り返しつつ、パトラッシュは、走り続けました。この一寸いつすん先も見えない吹ふ雪ぶきの夜を、飢えと寒さによろめきながらパトラッシュは、ただ主人を探さがし出すという一途な愛に支えられて走り続けて行くのでした。ネロの足あし跡あとは、吹ふ雪ぶきにかき消されてはいるものの、とにかくまっすぐにアントワープに向っていることだけは分ります。パトラッシュがやっとの思いでアントワープの町外はずれまで辿たどり着き、それから狭せまい曲まがりくねった道に入った時は、もう真夜中を過ぎていました。町の中なかも真っ暗くらでただところどころ戸の隙すき間まから細い明かりが洩もれているだけでした。酔っぱらいの歌声がどこかで起って、そして消えて行きました。しんと静まり返った中なかに風だけが街がい燈とうの高い鉄柱に突き当たって、凄すさまじい響ひびきを立てるのでした。ネロの足あし跡あとは、この町に入ってから、大勢の通行人の足あし跡あとに交じり合い、踏みにじられて、それを拾ひろって行くのは、今までよりもっともっと困難でした。寒さが骨まで染み通り、足は凍こおった角かどで傷つきました。しかし、パトラッシュは、恐ろしいほどの忍耐を以て、ネロの跡あとを嗅かぎ求めて行きました。

    　

    　　四二、大寺院の中へと……

    　

    　こうして、堪えに堪えて、パトラッシュは、ついに愛する主人の足あし跡あとを追って、町の中央の旧教寺院の入口まで辿たどり着いたのでした。ああ、ここは、一番慕したっていたところだ、と、犬は思いました。ネロが芸術というものに憧あこがれている心持は、パトラッシュには分らないながら、何か哀あわれに悲しく、そして神こう々ごうしく感じられたのでした。

    　大寺院の門は、真夜中の集まりが済んだ後あと、扉ドアが閉じていませんでした。門番が早く帰って御ご馳ち走そうが食べたかったか、それとも眠くて鍵かぎをかけ損そこねて気づかなかったのか、何かそんな手抜ぬかりがあったからでしょう、扉ドアが半分開けたままになっていて、パトラッシュの求める足あし跡あとは、そこからてんてんと白い雪を落して奥へ続いているのでした。そのかすかな白い一すじに導かれて、神こう々ごうしい静かな堂内のひろびろした円まる天てん井じようの下を通って、まっすぐに聖堂の入口まで来ると、そこに倒たおれているネロを見出しました。パトラッシュは、よろめくように駆かけ寄って、ぴったりと顔をすり寄せました、「……あなたを見捨てるような、そんな不忠ものと思わないで――」と言うように。

    　ネロは、低く叫さけんで身を起しました。そして、しっかりと犬を抱き締めながら囁ささやきました。「……おお、パトラッシュ、可か哀わい想そうなパトラッシュ。二人一緒に死のう。世間の人は、もう僕たちには用がないのだ。ここで横になって死のう。僕たちはたった二人っきりだ」と、ものの言えないパトラッシュは、答えの代りに、なおもネロの胸にひしとその頭を押しつけました。大粒の涙なみだがその茶色の悲しそうな瞼まぶたに溜たまりました。二人は刺されるような寒さの中なかでしっかりと抱き合って横になりました。

    　

    　　四三、月光に照らされた二名画を見て

    　

    　二人が横たわっている石造建築の広い内部は、野ざらしよりもっと寒さが酷ひどいのでした。その触ふれるもの一切を凍こおらせずにはおかないような狂風。――闇やみの中なかを時々蝙蝠こうもりが飛び回まわるのでした。ルーベンスの画えの下に二人は横たわっていました。あまりの寒さに身体からだは痺しびれ、不思議な眠ねむ気けが襲って来て、二人は次第に気が遠くうっとりとなって行きました。二人の心には過ぎ去った楽しい日のことが浮び出ました。夏の牧場の花の咲き乱れた中なかを互に追いつ追われつ駆かけ回まわったことや、運河の岸の繁しげった草の中なかに座すわり、静かに滑すべり行く船を眺ながめ暮らしたことや――。二人は争いというものを知りませんでした。ネロはパトラッシュを愛いとしみ、パトラッシュはネロを慕したい、お互に深く深く愛し合っていました。二人がこの世に生きていたのは短い間でしたが、二人が尽くさねばならない義務は尽くしました。どんな人にも獣けものにも恨うらみを持ったことがなく、極めて素直でしたから、決して心に何の咎とがめることもなく、晴れ晴れしていました。そして今、飢えに衰え果て、血は寒さに凍りクリスマス前夜の夜明あかしの愉たのしさを思い浮うかべながら、昏こん々こんと死んで行こうとするのです。

    　突然、大きな白い光ががらんとした堂の中なかに流れ入りました。月でした。いつしか雪は降り止んで、今、雲くも間まを逃のがれ出た月の光は、二つの名画を照し出しました。画えを包んであった覆おおいは、少年がここへ入った時にすでに引き裂さいてしまったから、この一瞬、「キリストの昇天」と「十字架上のキリスト」の二名画は実にはっきり認め得たのでした。思わずネロは立ち上り、両手を画えの方へ差し出しました。感極まった涙なみだがその青ざめた頬ほおに溢あふれ落ちました。「……見た、ああ僕はとうとう見た」と、少年は叫さけびました。「……ああ、神様、もうこの上は何にも入りません」と言うのでした。

    　足の力が尽きて、膝ひざ頭がしらでようよう身を支えながら、なおもネロは食い入るように、その崇拝している荘厳な画えに見入りました。清らかな月の光は、その憧あこがれの画えを隅々まではっきりと示しました。が、これも一瞬にして隠れ、堂内は再び真っ暗くらな闇が広がりました。画えの方に差し出されていたネロの両手は、再び犬のからだを抱きました。「……ああ、神様のお顔が拝おがめるだろう。――あそこに」と、彼の唇くちびるが微かすかに動きました。「……神様は、私たちをお見捨てにはならない。神様はお慈悲深い――」と言うのでした。

    　

    　　四四、死んだ後で……

    　

    　夜が明けました。アントワープの町の人々は、この大だい伽が藍らんの内うちに、少年と犬とを見い出しました。もう二人とも冷たく息いき絶たえていました。寂さびしい夜の寒さは、若い命いのちと年老いた命いのちとを一緒に凍こおらして、静かな永い眠ねむりにつかせたのでした。クリスマスの朝がほのぼのと明けて、坊さんたちがやって来た時には、石のように固く抱き合った少年と犬の亡な骸きがらの上に、ルーベンスの名画は覆おおいをむしり取られて、その偉大なる天才の筆の跡あとを顕あらわし、清すが々すがしい朝の光ひかりが神の子の頭に置いた茨いばらの冠かんむりを照らしていました。やがて、一人の頑がん固こそうな顔をした老人が、おいおい泣きながらやって来て、「……わしはまあこの子供に何という酷ひどい扱あつかいをしたことだろう。ああすまないすまない。罪つみ滅ほろぼしをせねばらなぬ。わしの聟むこになるべきはずの子だったのに――」と言うのでした。

    　また、しばらくすると、その頃ころ、有名な画家がやって来て、集まっている人々に言うのでした。「……本当の値打から言ったら、確かにこの子が選ばれるべきだったのに。あの夕暮ぐれの、倒たおれた樹きに腰を下おろした老樵夫きこりの画え。あの画えには天才の閃ひらめきがあった。未来にはきっと優すぐれた画家になれる児こだった。わしは何とかして探さがし出してみっちり仕込んで、その天才を磨みがかそうと考えていたものを――」と言うのでした。

    　また、捲まき毛げの美うるわしい少女は泣き崩くずれながら、父の腕うでにすがって声を惜おしまず掻かき口く説どくのでした。「……ネロ、いらっしゃいよ。支し度たくはみんなできてよ。あなたのために、仮装した子供たちが、めいめい贈り物を手にしているし、笛吹きの爺じいさんがいま吹き始めるところなの。あなたと私は、このクリスマスの一週間は、ちっとも離れず炉ろばたで栗を焼いてていいんですって。クリスマスの一週間どころかいつまで居いたって構わないって。ね、パトラッシュも嬉うれしいでしょう。早く起きていらっしゃいよ、ネロ」と言うのでした。

    　けれども、偉大なルーベンスの画えの方に向けたままのその死しに顔がおは、口くち許もとにかすかな笑みを浮べたまま、あたりの人々に、「……もう遅おそい」と答えているかのようでした。

    　朗ほがらかな鐘の音ねが鳴り渡り、太陽はうららかに雪の野を照らし、華はなやかに着飾かざった人々は往来に群むらがって喜んでいますが、もはやネロとパトラッシュとは、人の慈じ悲ひにすがる必要はありませんでした。二人が生きている間あいだに一生懸命に求めていたものを、死んで何もいらなくなった今になって、はじめてアントワープの人たちが与えたのです。

    　生命いのちのある間あいだ、離れられなかったこの二人は、死んでからも離れませんでした。少年の腕うではどうしても離はなすことの出来ないほどしっかりと犬を抱き締めていました。

    　恥じ入って後悔した村の人たちは、二人のために神様が特別のお恵めぐみをお与え下くださるように祈いのりながら、墓を一つにして、主従抱き合ったままで葬ほうむるのでした。――永遠とこしえに――（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　　「参考文献」

    　

    　　※底本「アリババと四十人の盗賊」菊池寛訳（「青空文庫」）

    　　※底本「アラジンと魔法のランプ」菊池寛訳（「青空文庫」）

    　　※底本「シンドバッドの冒険」菊池寛訳（「青空文庫」）

    　　※底本「美女と野獣」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「フランダースの犬」菊池寛訳（「青空文庫」）
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